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プロローグ　異い端たんの剣けん術じゆつ使い







「……まずいっ。遅ち刻こくする」

　鳶とび色いろの髪かみの毛を持つ一人の少年が、迷めい路ろのように入り組んだ巨きよ大だいな学園の廊ろう下かを駆かけていた。

　その少年――皐さつき羽ば空そら太たは今春で高校一年生になる、一見した風ふう貌ぼうだけで判断するのならば、何ど処こにでもいそうな普ふ通つうの男子学生であった。

　身長は百七十センチとそこそこ。

　日本人男性の平均身長と比ひ較かくして、それほど違ちがいがあるわけではない。

　その顔立ちは十五歳という年ねん齢れいに相応する幼さを残している。

　けれども、見る者が見れば彼かれの持つ異質の才に気付くことになるかもしれない。

　制服の上からでは分かり辛づらいが、余計な筋肉を削そぎ落とし鍛きたえられた体は――まるで極限まで磨みがき上げられた白しら刃はのような鋭するどさがある。

　全体的にスラリとした細身の体とは対照的に――。

　掌てのひらはゴツゴツと硬かたく、小指と薬指の付け根には、十代の少年とは思えないほどの年季を感じさせる立派な剣けんダコが出来上がっていた。

　皐羽空太は剣士であった。

　それも――周囲の人間たちから『世界最強の剣術使い』と評されるほどの天性の素質を持った剣士である。

　空太は制服のベルトの下で大おお太た刀ちを揺ゆらしながらも、目的地である一年Ａクラスの教室を探し回る。




「ねえ。もしかしたらあの人が噂うわさの……？」

「ウチの学園に男が入学してくるって本当だったんだ……」




　周囲の女生徒たちはそんな空太の様子を目まの当たりにして色めき立っていた。

　その理由は至って明快なものである。

　神機アーテイフアクトと呼ばれる、魔ま力りよくを原動力にして駆く動どうする機き械かい鎧よろいを身に纏まとい戦う者の総そう称しようである――《空装騎き士し》を育成することを目的に掲かかげている此こ処こ――演えん武ぶ学がく園えんは空太が入学を果たすまで一人として男子生徒の入学を受け入れたことがない女子校として、その名を知られていた。

　総生徒数――三千人をも超こえる学園の中に在ざい籍せきするたった一人の男子生徒。

　そんな、異色の肩かた書がきを持つ少年が目の前を通れば、話のネタにしたくなるのが人間の心理である。




「はぁ……。嫌いやになっちゃうわ。剣術の特待生だかなんだか知らないけれどさ。あの人……魔術に関する才能はまるでないって話でしょ？　そんな人がどうしてウチの学園に入ってくるのよ」

「たしかにー。というか剣術の特待生って……今時そんなカビの生えた技術が役に立つ訳ないのにね」




　彼かの女じよたちの中には空太の入学に対し辛しん辣らつなコメントを残す者もいた。

　しかし、それも当然の話である。

　現代の情勢はまさに《魔術》全盛の時代と呼んでも過言ではないものであった。

《魔力》というそれまでの時代の礎いしずえであった科学社会を一いつ掃そうしてしまうほどの、圧あつ倒とう的てきな利便性を誇ほこるエネルギー源が社会の明るみに出てから七十年の時が過ぎようとしていた。

　いかに《剣術》や《体術》に秀ひいでた才を持って生まれたとしても、この《魔術》に対する才能こそが他の全ての評価基準を凌りよう駕がする現代においては、何一つとして価値を持たない。

　それは――他でもない空太自身が最も理解していることであった。




「……ふぅ。なんとか間に合ったか」




　空太は全方位から向けられる視線を掻かい潜くぐりながらも、なんとか探していた教室を見つけ出すことに成功し、ホッと胸を撫なで下ろす。

　時刻は現在八時二十七分。

　始業予定時刻の三分前だった。

　あらかじめ学園内で迷ってしまう事態を想定し、早めに部屋を出ておいて正解だった。

　ただでさえ人目を惹ひく立場だというのに、入学早々に授業に遅刻をして問題児としての烙らく印いんを押おされてしまったら目も当てられない。

　と、そんなことを考えながらも教室の中に足を踏ふみ入れてみると――。




　どういう訳か、見み渡わたす限り一面の肌はだ色いろがそこにあった。




　空太の視界に入ったのは――総勢三十名は超えようかというあられもない姿をした女の子たちの姿だった。

　彼女たちのほとんどが一様にして学生服を脱ぬぎ去った下着姿の状態であり、中には完全に上裸トツプレスの者すらいた。

　空太はあまりに唐とう突とつに過ぎる出来事に対し、ポカンと口を半開きにして立ち尽つくしてしまっていた。

　けれども。

　それは彼女たちとて同じことであった。

　神機に搭とう乗じようするために必要な基き礎そ体力の鍛たん錬れんの講座を受講するために、運動着に着き替がえようとしていた彼女たちは、突とつ如じよとして現れた空太イレギユラーを前にして半ば放心状態になってしまっていた。

　これは――後に空太が知ることになる余談であるが、長きに渡り女子校生活を送ってきた演武学園の生徒たちには『更こう衣い室しつで着替える』などという異性の視線を前提とした行動を取る必要がない。

　故ゆえにこの学園の女生徒たちは、必要に迫せまられればそのまま教室で着替えるという行こう為いも辞さなかったというわけである。

　それから。

　互たがいに沈ちん黙もくが続く均きん衡こうした状じよう況きようを破ったのは、空太のすぐ近くにいた黒くろ髪かみの少女であった。




「きゃぁぁぁあああ！　変態！　変態がいますわ！」




　そこから先は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。

　空太は今まさに天国から地獄に堕天したかのような感覚を覚えていた。

「男!?　ど、どうして男の子がこの学園に!?」

「どうしましょう!?　わたくし……お父様にも見られたことないのに！」

　ある者は羞しゆう恥ちのあまり手足を使って必死に自らの肢し体たいを覆おおい隠かくす。

　ある者は学園内に男がいるというありえない状況に対して興奮し、手当たり次し第だいに喚わめき散らす。

　ある者は異性に下着姿を見られてしまったショックから泣き出してしまう始末であった。

（あー。もしかしてこれは……かなりまずい状況なのか……？）

　ようやく自身の置かれた状況について把は握あくする空太であったが――時既すでに遅おそし。

　このまま何の咎とがめもなく教室を脱だつ出しゆつできる確率は、限りなく０パーセントに近いのだろうと静かに悟さとる。




「失礼。貴方あなたはたしか………皐羽空太くんと言ったかしら？」




　気付くと、空太の眼前に一人の少女が立っていた。

　後に空太が知ることになる彼女の名はフェリシア・フォン・フランベルク。

　燃えるように紅あかい美しい髪と、見る者を異様なまでに惹き付ける意思の強い眼まな差ざしを持った……神話の世界の女神様と見み紛まがうほどの妖よう艶えんな色気が漂ただよう美少女であった。

　少女の穿はいている桃もも色いろの下着は、空太の動どう悸きを一層加速させる。

「さ、流石さすがはフェリシア様！　かような不測の事態を前にしても堂々とした気品溢あふれる佇たたずまい……素す敵てきです！　感激です！」

「七星騎士の一人にして魔術省から《煉獄プルガト姫リオ》の異名を授さずかった彼女がいれば安心ですわ！」

「…………」

　どうしてこの子は下着姿でこんなに堂々としていられるのだろうか？

　空太の脳のう裏りに真っ先に過よぎったのはそんな間の抜ぬけた疑問であったが、今優先して聞いておきたいことは別にあった。

「たしかに俺おれは皐羽空太だけど……どうして俺の名前を知っているんだ？」

　紅髪の少女は小さく鼻を鳴らして笑う。

「知っているも何も……今となっては天空都市ここで貴方のことを知らない人間はいないわよ。なんたって貴方は……天空都市唯ゆい一いつの男性騎士にして、前ぜん代だい未み聞もんの『剣術使い』という異例の枠わくで我わが校に入学を果たした有名人なのだから。当然でしょう？」

「…………」

　なんということだろう。

　天空都市で暮らすに当たり、ある程度覚かく悟ごはしていたことであったが、自分の名前が既すでにこれほどまでに広く浸しん透とうしていたとは空太にとっても想定外の展開であった。

「ところで空太くん。唐突な質問で悪いのだけれど……貴方、ステーキの焼き加減はどれくらいのものが好みなのかしら？　内部までしっかり火を通したウェルダンも王道的な魅み力りよくがあるけれども、ギリギリまで相手の意識を残した上で苦痛を与あたえるミディアムレアも捨てがたいわよね」

　彼女が単純にステーキの焼き加減を尋たずねている訳ではないということは、周囲の人間から鈍どん感かんと揶や揄ゆされることの多い空太であっても理解することが出来た。




（ここで下手な発言をしたら丸焼きにされるっ!?）




　フェリシアは炎領域ドメインの魔術コア・基盤メソツドを搭とう載さいした細剣レイピア型の魔道具レガリアを手にして一歩、また一歩と歩みを進める。

　どうすれば良い。

　どうすれば怒おこっている女性を宥なだめることができる。

　空太は同年代の高校生と比較すると悲しくなるくらい乏とぼしい女性経験から、この窮きゆう地ちを脱だつする方法を模も索さくすることにした。

「い、いやだなー。そんなに怒らないでくれよ。そんなに怒っていたらキミの可か愛わいい顔が台無しだよ？」

「なっ。か、可愛いですって!?」

　予想外の発言を受けて頬ほおを赤に染めるフェリシア。

　――過去の経験に基もとづいて言えば、女性に機き嫌げんを直してもらうにはその子に対し、褒ほめてあげるのが最も効率が良い。

　少なくとも空太は自身の妹である愛あい海りに対してだけは、この方法で百発百中の成功率を誇っていた。

　そして、折しも空太の取った行動は住民のほとんどが女性である天空都市《オクタヴィア》で育ち、男性から褒められた経験に乏しい彼女に対して一定の成果を挙げていた。

「うん。キミは可愛いよ。それに凄すごく綺き麗れいだと思う」

「き、き、き、綺麗だなんて……そんなことにゃいにゃ……」

　突如として教室に突とつ入にゆうしてきた初対面の男に褒め殺しにされ、熱湯に通したタコのように頬を朱しゆに染めて行くフェリシア。

　普ふ段だんの非の打ちどころのないお嬢様然とした態度から一転。

　周囲の人間たちは、年相応の乙おと女めチックな様子を覗のぞかせるフェリシアの様子を目の当たりにして動どう揺ようを隠せないでいた。




「そんな!?　あのフェリシア様が押されているだなんて……」

「あの転入生もまた……只ただ者ものではないということかしら……」
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　目の前の少女の反応に手て応ごたえを感じた空太は、畳たたみ掛かけるような勢いでフェリシアのことを褒め倒たおす。

「キミのように綺麗な女の子、地上ではまずお目にかかれないと思うなぁ。特に個人的に一番感動したのは、昨今の痩やせブームに真っ向から喧けん嘩かを売るような健康的で肉付きの良い肢体だよ！」

「……」

　このとき、空太は気付くことが出来なかった。

　自らが発言した「肉付きの良い」という部分に反応し、フェリシアのこめかみがピクリと動いたことを――。

「大体、最近のＴＶに出ているモデルさんなんかは過か剰じようなまでに痩せ過ぎだと思うんだよね。本来男性というのは痩せている女性よりも適度にぽっちゃりとしている女の子に心を奪うばわれる生き物なんだ！」

「…………」

「その点キミは合格だよ！　特に個人的に一番ポイントが高いのはお尻しりかな。思わず顔を埋うめたくなるほどのふっくらとした安産型で……まさしく世の男性たちの理想を体現したかのような素す晴ばらしい体だとおも……!?」

　言いかけた時、はたと気づく。

　目の前の少女がまるで出しゆつ荷かされる前の家か畜ちくを前にしているかのような――そんな無む慈じ悲ひな眼差しを自分に対して向けていることを――。

「…………」

　空太の取った作戦に唯一、失敗があったとしたらそれは空太の妹が一いつ般ぱん的てきな女性と比べて特とく殊しゆな性せい癖へきを持っていたということにある。

　妹の愛海は実兄から「お前のお尻は思わず顔を埋めたくなるようなふっくらとした安産型だな！」と言われれば、涙なみだを流して喜ぶような少女であった。




「……恥はじを知りなさい。このド変態」




　殺気の籠こもった重低音で呟つぶやきながら、ここでフェリシアは手にした細剣型の魔道具を鞘さやから抜く。

　直後。

　フェリシアの手にした魔道具は円形の光を発し、空太の視界は瞬またたく間に紅ぐ蓮れんの炎に包まれていく。

　彼女が魔術を構築するまでに要した時間は、一秒を切るほどの刹せつ那なの出来事であった。

　学園広しと言えども此処まで迅はやく、正確に魔術を構築出来る者はそういない。

　従って――その場にいた誰だれしもが、目の前の男が即そく座ざに病院に搬はん送そうされなければならないほどの大おお火傷やけどを負ったものだとばかりに考えていた。




「……ッ。あっぶねー。助かった」




　ところが――事実はさにあらず。

　いざ、白はく煙えんが引き視界が開けたものになってみると、目の前の少年の体には目立った外傷は何ど処こにも見当たらなかった。

　この状況の異様さにいち早く気付いたフェリシアは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

（どういうこと……!?　アタシの構築した魔術は速度・精度、共に完かん璧ぺきだったはず……）

　しかし、ならば何な故ぜ？

　どうして目の前の男は無傷でいるのだろうか？

　唯一、心当たりがあるとするならば――それは目の前の少年が魔術を受ける直前に見せた不可解な行動にあった。

　目の前の少年は迫り来る炎を前にして、避さけるでも、怯おびえるでもなく――ただ不気味なほどに静かな手つきで腰こしに差した刀の鯉こい口ぐちを切っていた。

　けれども、そのことは彼が今、無傷でこの窮地を切り抜けるに至った直接的な理由にはならないだろう。

　何故ならば――魔術とは元来、この世の理ことわりから外れた力。

　故に、いくら相手がこれまで女子校だった学園に鳴り物入りで入学してきた異端の《剣術使い》とは言え、剣術という概がい念ねんがこの世の理に縛しばられているものである以上、魔術に対たい抗こう出来る道理はないのである。

　だからこそ――フェリシアにとってこの事態は腑ふに落ちないものであった。

　一連の出来事に対して様々な思考を巡めぐらせるフェリシアであったが、彼女の疑問はクラスメイトが放った一声により吹ふき飛ぶことになる。

「きゃぁぁぁああああ！　こ、この人……わたしたちの下着を……下着をっ……!?」

「ぬわっ！　こ、これは誤解だ！」

「何が誤解よ！　この下着泥どろ棒ぼう!!」

「違うんだ！　この下着は……偶ぐう然ぜん、爆ばく風ふうで飛んできたのを咄とつ嗟さに掴つかんじまっただけで……狙ねらってやったわけじゃないぞ！」

　これだけ状じよう況きよう証しよう拠こが出てしまっている状況下において、空太の主張は無む駄だな足あ掻がきというものであった。

　直後、空太は魔道具を武装した下着姿の女の子たちに囲まれていた。




（……どうやらアタシの考え過ぎだったみたいね。こんな緊張感の欠かけ片らもない奴やつがアタシの魔術を打ち破ったとは考えられないし）




　あまりにバカバカしい展開を目の当たりにしたフェリシアは短く溜ため息いきを吐はく。

　フェリシアは推測する。

　今回の一連の出来事については、単に自分の未熟さが招いた結果なのだろう。

　術者が構築した魔術式スクリプトの精度が粗そ悪あくな場合、構築コーデイング不備エラーと呼ばれる、魔術が不発に終わる現象が起こることがある。

　自分の構築した魔術式スクリプトにミスがあったとは思えないが、他にこの状況を説明できる理由を見つけることができないため、フェリシアはひとまずそう結論付けることにした。




（なんというか……物凄く損した気分。一いつ瞬しゆんでもこんな男に期待したアタシがバカだったということかしら）




　実のところ。

　フェリシアは前代未聞の《剣術使い》という異例の枠により入学を果たした目の前の少年に対し、僅わずかに期待を寄せていたのだ。

　仮に《科学》に替かわりこの世界を総すべることになった《魔術》という万ばん能のうの概念を打ち破るほどの可能性を秘ひめた《剣術》――。

　そんなものを身に付けた人間が現れたとしたら、その時こそ自分が長年に渡り探し求めていたパートナーに足る人間を見つけられることになるのではないのかと――。

　そんな――他人に聞かせれば間ま違ちがいなく嘲ちよう笑しようを受けるであろう――ありえない未来に期待を寄せることがあったのだ。




「ま、待ってくれ。とりあえず俺の話を聞いてくれぎゃあぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」




　必死の弁解も虚むなしく、無情にも教室の中に空太の悲鳴が響ひびき渡る。

　それから。

　噂の学園設立以来初の男子生徒が、入学初日から女子生徒の着き替がえ現場を覗いた挙句、その下着を物色するド変態だったというニュースが、学園中に浸透するまでにそれほど時間はかからなかった。

　まったく……一体どうしてこんなことになってしまったのだろうか。

　自らの不幸を嘆なげく空太。

　事の発ほつ端たんは今から約一週間前に遡さかのぼることになる。







第一話　皐さつき羽ば流剣術最後の継けい承しよう者しや







　最も寄よりのコンビニまで徒歩で一時間以上かかってしまう、関東地方の果てとも言える山やま奥おくの一画に皐羽空そら太たの暮らしている道場はあった。

　空太の義父である皐羽鉄てつ心しんは《皐羽流》と呼ばれる剣術の道場を開いている。

　皐羽流、というのは今も尚なお日本各地に脈々と受け継つがれている古流武術の一つである。

　古くは室むろ町まち時代から続いているとされる皐羽流は代々、幕府の汚よごれ仕事を請うけ負っていたとされており、剣術の世界において非常に珍めずらしい『暗殺』を主眼に置いた異流剣術であった。

　暗殺という世間に公おおやけにできない仕事を担になってきた皐羽流はその性質上、長きに渡り世間から秘ひ匿とくとされた存在であったため、剣術の世界に身を投じた者の中でもその名を知る者は少ない。

　皐羽流の道場が人目に付かない辺境の地に存在するのも、かような経けい緯いから由来するものである。

　もっとも空太は多少の不便はあれど、豊かな緑に囲まれ剣術の修しゆ行ぎように打ち込む場所には事欠かないこの場所が、そんなに嫌きらいでもなかった。




×　×　×




　時刻は六時三十分。

　毎朝この時間になると空太の部屋のＴＶは、目覚まし時計の替かわりとして朝のニュース番組を映し出す設定になっている。

『これより朝のニュースをお伝えします。本日未明、東京都の八王子市に突如として出現した《人災マーダー級クラス》の獣型禍か鬼き八体でしたが、天空都市オクタヴィアより急きゆう遽きよとして駆け付けた空装騎士……フェリシア・フォン・フランベルクさんの活かつ躍やくにより見事にこれを撃げき退たいした模様です。これよりフェリシアさんに電撃インタビューを行います！　フェリシアさん。本日の御ご自じ身しんの活躍について本人としてはどのように思われているのでしょうか？』




『……別に。アタシは命じられた任務を果たしただけで自分が特別なことをしたとは思っていません』




『……いえ、しかし。まだ学生という立場でありながらも魔術省直ちよつ轄かつの騎士部隊に仮所属を果たし、先せん陣じんを切ってのご活躍をされていることですが……やはりその発言は他の七星騎士の方々をライバル視しての意図があるのでしょうか？』

『はぁ……またそれですか？　何度も言っていますけどアタシは七星騎士なんて肩かた書がきには何の執しゆう着ちやくも持っていませんから。この際ですからハッキリ言っておきますと目下にしてアタシの興味……というより目的は別にあります』

『では……その目的はというと？』

『そうですね。詳くわしく答える訳にはいかないですが……強しいて言うのならばパートナー探し……と言ったところでしょうか』

『……!?』

　フェリシアの発言を受けた記者たちは一様にしてザワつき始める。

『おおっと！　ここでフェリシアさんから爆ばく弾だん発言を頂きました！　なんと！　地上では《天空の女神》との愛あい称しようで親しまれており数あま多たの男性ファンを抱かかえているフェリシアさんは現在ご自身のパートナーとなる恋こい人びとを募集中とのことです！　これは朝から全国の視聴者様にとって嬉うれしいニュースをお届けできたのではないでしょうか!?』

『はい!?　ちょっと貴方たち……なにを勘かん違ちがいしているのですか!?　アタシは別にそういう意味で言った訳じゃ……』




×　×　×




　プチッ。

　ＴＶの様子が騒さわがしかったので、ベッドに横たわった空太の腕うでは自然とリモコンの電源ボタンに伸びる。

「んんっ、もう起きる時間か……」

　窓から差し込む木こ漏もれ日が心ここ地ち好よい。

　周囲の木々たちはまるで葉を揺らして歌っているようである。

（うーん。今日は絶好の修しゆ行ぎよう日和びよりだな……）

　普通の中学生であればもう少しダラダラと惰だ眠みんを貪むさぼることを楽しもうとする時間であったが、空太には早朝から剣の鍛錬をする習慣があった。

　空太は日々の習慣から枕まくらの下に敷しいていた一本の大太刀を手にした後。

　布ふ団とんを捲めくり上げながら上体を起こす。

　と、スヤスヤと気持ちの良さそうな寝ね息いきが聞こえてきた。

　皐羽愛あい海り。

　隣となりで寝ていたのは、血の繋つながった妹だった。




　ちなみに全ぜん裸らだった。




　腰につくまで伸ばした栗色の髪の毛。ツリ目がちな二ふた重え瞼まぶたを中心に添そえた、目を見張るほど均整の取れた顔立ち。クッキリと凹おう凸とつのついたグラビアアイドルみたいなプロポーション。

　下半身は布団で、上半身は髪の毛でそれぞれ大事な部分が隠されているものの、一歩間違えれば公共の電波で放送できないような大だい惨さん事じである。

（……そうか。そう言えば今日は愛海のやつが天空都市から帰ってくる日だったのか）

　天空都市。

　それは――かつての世界の礎となっていた科学社会の衰すい退たいと、現代の魔術社会の繁はん栄えいの象しよう徴ちようとも呼べる存在である。

　重力操作の魔術によって空に浮かぶこの都市は、本来有事の際に騎士たちを地上に送りだすための空母として設立されたものである。

　けれども、現在では都市の環かん境きようにいち早く慣れさせるため、空装騎士の候補生である学生たちを育成するための施し設せつとして利用されるケースも増加している。

　妹が居住している天空都市オクタヴィアは後者の役割を成しているものであり、オクタヴィアの学がく生せい寮りようで生活している愛海はここ数年、空太と別居中であった。

　空太は血の繋がった妹の裸体から目を背そむけながら、先週末に彼女から送られてきたメールの内容を思い出し、心の奥おく底そこから湧わき上がる複雑な感情を抑おさえ切れずにいた。




　ＴＯ ★ 愛いとしのお兄さまへ




　お兄さま。

　愛海はいよいよ、天空都市オクタヴィアから故郷である埼さい玉たま県けんの社市に帰宅致いたします。

　お兄さまと最後にお会いしたのは今年の元日のことになりますから、既に私たちが疎そ遠えんになってから八十五日間の月日が流れてしまっています。

　お兄さまと疎遠になっていたこの八十五日の間、愛海はずっと胸が張り裂さけるような想おもいでした。

　どれくらい孤こ独どくな想いをしたかと申しますと。

　実家の洗面所から時折こっそりと拝借させて頂いたお兄さまの下着を縫ほう合ごうし、枕カバーとして愛用しながらも、夜な夜な孤独な想いを紛まぎらわせていた次第です。

　……って、コラー!!

　お兄さまったらうら若き乙女になんてこと言わせるんですか!?

　こうなってしまってはもう愛海は一生お嫁よめに行けません。

　愛海が実家に戻もどった暁あかつきにはたっぷり＆ねっぷりと責任を取って下さいね。

　ではでは。他にもお話ししたいことなどが沢たく山さんあるのですが積もる話は直接会ってからすることに致しましょう。

　あまり長文を書いてお兄さまから「重い女」と思われたくないので。

　その辺りの、微び妙みような乙女心の機微を感じ取ってくだされば、これ以上に嬉しいことはありません。




　愛海より、愛を込めて。




「…………」

　毎度のことながら妹からのメールは空太にとって悩なやみの種である。

　皐羽愛海は正しよう真しん正しよう銘めい、空太と血の繋がった実の妹でありながらも、将来を期待される優ゆう秀しゆうな空装騎士の候補生であった。

　今現在、愛海は天空都市オクタヴィアにおける唯一の教育機関――《演えん武ぶ学がく園えん》に在籍中の身である。

　演武学園。

　それは――魔ま術じゆつ師しとして卓たく越えつした才能を持つ女性のみしか入学を許されない、日本に存在する魔術学園の中でも最難関の教育機関である。

　その創立理念はただ一つ。

　世界最強の魔術兵器――神機アーテイフアクトの搭とう乗じよう者しやである空装騎士を育成すること。

　端たん的てきに言うならば――。

　現在、空太の目の前で寝息を立てている少女は、魔術師として将来を約束されたエリート中のエリートであるのだ。




　超ちようド級のブラコン。




　ただ一点。

　眩まばゆいばかりに輝かがやく残念過ぎる個性を除けば、まさに世の男性たちの理想を体現したかのような優秀な妹だと言えるのだが――。

　どうやら神様は彼女に対して破格のスペックと引き換かえに、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを植え付けてしまったらしい。

「……なあ。愛海。一つ聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

「おはようございます。お兄さま。はい。なんでしょうか」

「どうしてお前はナチュラルに裸のまま兄の布団の中に入ってくるんだい？」

　心底うんざりしたような表情で空太が尋ねると、愛海は豊満な肉体を包み隠さずに。

「えへへ。そんなの決まっているじゃないですか。お兄さまとこうやってイチャイチャしたかったからですよ」

　裸のまま空太の背後に回り込み、わざとらしく自らの胸を押し当てる。




「……どうです？　お兄さま。今日という今日こそ、一線を越えてみる気にはなりませんか？」




　そう言って耳元で囁ささやく妹の言葉は、山奥の道場で禁欲的な修行に明け暮れる空太の心に対し揺ゆさぶりをかけるのに十分な威い力りよくを誇っていた。

　常識的に考えれば空太にとって愛海は血の繋がった実の妹であり、間違っても恋れん愛あい感情の類たぐいを抱だく余地は微み塵じんもない。

　けれども、悲しいかな。

　いつの日か目の前の妹は、そんな常識を揺らしかねないほど色気たっぷりの美少女に成長していたのである。

「いやいや。おかしいだろ。何度も繰くり返し言うようだけど、生あい憎にくと俺はそんなこの世の道徳に背くような行為をする気はサラサラないからな！」

　空太から拒きよ絶ぜつの言葉を受けたにも拘かかわらず、愛海は大きな胸を張って独自の考えを語り始める。

「おかしくなんかありません！　歴史を紐ひも解といてみれば分かります。兄きよう妹だい同士の恋愛というのは古今東西、一族外への地位や財産の散さん逸いつを防ぐため、世界中の王族たちの間で行われていたものなのですよ？　つまりは今、愛海たちがしようとしていることは、巷ちまたで行われている下品で粗そ野やで低てい俗ぞくな性せい行こう為いとは一線を画す……高貴で雅みやびでロイヤルな行いなのです！」
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「……どんな理り屈くつを並べようとも断固として却きやつ下かだ」

　冷めた口調で一いつ貫かんした拒絶の態度を見せる空太。

　愛海はこれでいて兄の言いつけはキチンと守るし、頭の回転も速い妹である。

　従って。

　普段通りであれば、この辺りが引き際ぎわと判断し、素す直なおに引き下がるところであるのだが、今日だけは違ちがった。

　何故ならば、愛海は焦あせっていたからである。

　空太の容姿は日を増す毎に魅み力りよく的てきな男性のそれに変へん貌ぼうを遂とげていた。

　剣けん士しとして鍛きたえ上げられた空太の体は細身でありながらも、男性らしい力強さを併あわせ持ち、性別を問わず見る者を魅み了りようする肉体美を誇ほこっている。

　顔立ちはやや幼さを残しているものの、剣士としての鍛たん錬れんの賜たま物ものか、目つきだけはやたらと野性味に溢れており、可愛らしさと格好良さが絶ぜつ妙みようなバランスで同居していた。

　このまま空太が成長を続ければ、世の女性たちが放っておくはずがないと愛海は考えていたのである。




「問答無用です！　さあ……お兄さま。愛海とやんごとなき行いを致しましょう！」




　そう呟くと同時に、愛海は広さ十畳ほどの部屋を駆かけまわる。

「……おいおい。いよいよ力ずくかよ」

　愛海の体さばきは皐羽流剣術の継承者に恥はじないスピードを誇っている。

　第三者の視点から見れば、無数の黒い影かげが部屋の中を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回っているようにしか見えないだろう。

　愛海は持前の暗殺剣術で培つちかった俊しゆん敏びんさを駆く使しして、そのまま背面より空太の体を押おし倒そうとする。

　けれども、結論から言うと――。

　空太の神がかり的とも言える動体視力は妹の動きを的確に捉とらえていた。

　そして、ここぞというタイミングで自らを押し倒そうとする妹に対し、素す早ばやく一いち撃げきを与える。




「……はうっ！」




　人差し指でコツンとオデコを弾はじかれた愛海は、そのままバランスを失い、勢い裸のままゴロゴロと床ゆかの上を転げ回ることになった。

「……うぅぅ。驚おどろきました。また腕を上げられていたのですね。お兄さま」

　少しだけ赤くなった額を押さえながらも、愛海は恨うらめしそうに呟いた。

「この状況で褒められても嬉しくはねーよ。……ったく。相変わらずお前は……ウチの剣術をロクでもないことばかりに利用しやがって」

　実のところ。

　空太が不覚にも妹からの夜よ這ばいを許してしまった理由に関しても――彼かの女じよが会え得とくしている皐羽流剣術の技わざの一つが関係していた。

　皐羽流剣けん技ぎ・弐にの太た刀ち――《絶配》。

　己おのれの気配を殺すことで相手の不意を突つくこの技は、『暗殺』を主眼に置く皐羽流剣術において最も重要とされている技の一つである。

　この《絶配》は魔ま術じゆつの才能に長たけていたものの剣術の才能においては、兄に遠く及およばなかった愛海が唯一兄より得意としていた技であった。

　そのため。

　空太はこれまで幾いく度どとなく煮にえ湯を飲まされた経験があった。

「……で、お前は一体いつまでそうやって裸はだかのまま俺の部屋をうろついているつもりだ？」

「う～。お兄さまったら……せっかく兄妹水入らずの八十五日振ぶりの再会ですのに……つれないのですね」

「八十五日振りでも百年振りでも同じだよ！　いい加減に服を着ろ服を！」

「そんな……百年もお兄さまに会えなかったら愛海は孤独のあまり死んでしまいます」

「それ以前に寿じゆ命みようで死ぬよ!?」

　ああ。

　どうして自分の妹はこんなに頭の中が残念に育ってしまったのだろうと空太は嘆く。

「とにかく！　俺は朝の鍛たん錬れんに行ってくるからお前はまず服を着て自分の部屋に戻っていてくれ」

「む～。分かりました」

　心底不満気な表情のまま下着を身に着けていく愛海。

　結局……今日もダメだったか。

　愛海としては……これでダメだったら空太のことは諦あきらめるしかないのかもしれない、という覚かく悟ごを以もつてして猛もうアタックをかけたつもりであったのだが――空太の態度は普段と変わらないものであった。

　表情にこそ出しはしなかったものの、愛海の落らく胆たんは大きかった。

　と、空太はそんな妹の様子を察して、励はげましの言葉をかける。




「あー。なんというかその……すまなかったな。久しぶりの再会だって言うのに大したもてなしも出来なくて」




「……はい？」

　空太の発言を受けた愛海は、下着のホックを留とめる手を止めてキョトンとその場に立ち尽つくしてしまう。

「まさか天下の空装騎き士しの候補生様が何の用事もなしに実家に戻って来たって言う訳でもないんだろう？　相談事があるなら朝の鍛錬を終えた後にいくらでも聞いてやるからさ」

　空太は照れくさそうに頭を掻かきながらも会話を続ける。

「そうだ！　せっかくだし愛海が好きなクルクル回る寿す司し屋やにでも行くか。天空都市むこうでは新しん鮮せんな生魚を食べる機会ってなかなかないんだろう？」

「…………」

　ああ。

　どうしてこう自分の兄は女性の気持ちには鈍感な癖くせに、妙みようなところで鋭するどい所を突いてくるのだろうと愛海は嘆く。

　事実、愛海が天空都市オクタヴィアから遥はる々ばる地上にまで降りてきたのは、とある相談事を持ちかけるためであったのだ。

　しかも下手をするとそれは、この世界の常識を抜ばつ本ぽんから引っくり返すことになりかねない重要な案件であり――。

　現段階では自分を除き政府の関係者数名しか知り得ていない、国家機密級のプロジェクトの協力を要よう請せいするものであった。

「……グフフ。お兄さまと二人で回転寿司……。ああ！　なんて淫いん靡びで蠱こ惑わく的てきな響きなのでしょう！」

「ちょっと待て。俺おれの提案の何処にそんな要素があったんだ!?」

「……夢のようなデートプランのご提示感謝致します」

　愛海はだらしなく緩ゆるんでしまった頬を引き締しめて。

「けれども、愛海は明日の朝には天空都市に戻らなければならない用事があるのです。……残念ながら回転寿司はまたの機会でお願いします」

「……そりゃあまた随ずい分ぶんと急な話だな。ん？　ていうことはお前……一体何をするために地上に戻ってきたんだ？」

　思案顔で尋たずねる空太。

　と、愛海は少し改まった表情で一言。




「はい。実を言いますと愛海からお兄さまに紹しよう介かいしたい方がいるのです。愛海はお兄さまにその方を紹介するために地上に降りてきたのです」




　妹の言葉を聞いて空太の頭はますます混乱してしまう。

　この春に高校一年生になる空太の交友関係は、同世代の男子と比べて寂さびしいものであった。

　理由は至ってシンプルなものである。

　空太の住んでいる道場から最寄りの中学までの距きよ離りが、徒歩二時間強という壮そう絶ぜつな距離を誇っているためだ。

　バスや電車などという気の利きいたものはほとんど無いに等しいほどのド田舎いなかに住んでいる空太が、まともな学園生活を送るのは困難を極きわめた。

　付け加えて――。

　とある過去の出来事により『強くなること』を人生における最優先目標に考えるようになった空太にとっては、学校の勉強などよりも剣術の修行に時間を割さいていたいという想いがあった。

　そういう理由があってか――空太は実家に居ながらにして義務教育課程を修しゆう了りようできる通信制の中学を選せん択たくしていた。

　実際、小学校を卒業してからの空太は一日のほとんどを剣術の修行に費やしている身であり、実の妹を除いた顔見知りと言えばときたま修行の息いき抜ぬきに餌え付づけしているタヌキくらいのものであった。

（世の中には……物好きな人間もいるんだな）

　空太は自分のことを完全に棚たなに上げて、世界の広さに感心するのであった。




×　×　×




（そう言えば……山を降りるのは何カ月振りになるだろうか）

　妹から教えられた住所に向かった空太が辿たどり着いた先は、街の裏路地に面した位置に存在する古びた雑居ビルであった。

　そこから階段を三階ほど上がったところに空太の目的地である『魔術省Ｄ４支部』があるらしい。

　立て看板も何もかけられていない。

　妹から貰もらった地図がなければ、単なる空きテナントか何かだろうと判断して通り過ぎていただろう。




（どうしてこんな所に……魔術省の関連施設が……？）




　妹からの紹介である手前、疑いたくはないものの空太は何ど処こかきな臭くささを感じ取らずにはいられなかった。

　魔術省とは、日本の行政機関の一つであり神機の開発から天空都市の設計までを手広く広げる組織である。

　事の発端は第二次世界大戦の終しゆう了りよう直後のことであった。

　戦前のドイツが軍事に転用するため秘ひ密みつ裏りに研究していた《魔術》という概念が、戦勝国であるアメリカの手に渡わたってから、同分野は急激な発展を遂げていくことになった。

　科学の力では不可能と呼ばれる幾いく多たもの問題を次々に解決していく魔術が持つ可能性に、人類が魅み入いられるようになるまで時間はかからなかった。

　それからというもの。

　飛ぶ鳥を落とすような勢いで発展していく魔術社会を陰で支えてきたのが政府の誇る一大魔術組織――魔術省という機関である。

　そのような一大機関が、どうしてこのような裏路地のビルに拠きよ点てんを構える必要があるのか、空太には甚はなはだ疑問であった。




「……失礼します」




　空太は頭で様々な思考を巡らせながらも目の前の扉とびらをノックする。

「……キミが皐羽空太くんか」

　部屋に入ると灰色のスーツを身に纏まとった女性が、手にした新聞紙をパタリと二つ折にして呟つぶやいた。

　妹から伝えられていた外見の特とく徴ちようが一致したため、空太は直すぐに彼女が目的の人物であることを理解した。

「はい。妹からの紹介で伺うかがいました皐羽空太と申します。そちらは沖おき浦うら静しず流るさん……で間違いがないでしょうか？」

「いかにも。私が沖浦静流で間違いないよ。今回は唐とう突とつに呼び出してすまなかったね」

「…………」

　明らかに堅かた気ぎの人間ではないな。

　空太が静流に対して抱いた印象はとにかくその一言に尽きた。

　彼女の一挙一動からは自身の義父と同じ――常に命の危機を傍かたわらに置いて生活している者に特有の緊張感が垣かい間ま見みえた。

　――おそらく相当に戦せん闘とう訓練を積んだ魔術師に違いない。

　静流の緊張感に気け押おされて、一瞬腰こし回まわりに帯刀した大太刀に手が伸のびそうになるも咄嗟のところで自制する。

　静流はそんな空太の挙動に気付いてかバツの悪そうな笑えみを浮うかべて頭を掻く。

「……いや。すまなかったね。職業病……と言ったら言い訳がましく聞こえてしまうかもしれないが、初対面の相手にはつい身構えてしまうのは私の悪い癖なんだ。気を悪くしてしまったなら申し訳ない」

「……いえ。大だい丈じよう夫ぶです。全然気にしていませんから。失礼ですが……静流さんはどのような職業に御お付つきになっているのでしょうか？」

「失礼。紹介が遅おくれてしまったね。私は天空都市オクタヴィアに存在する演武学園という教育機関で教師をやっている。僭せん越えつながらキミの妹に対しても何度か指導をさせて貰ったこともある」

「……そうですか。それは妹がいつもお世話になっています」

　空太は静流からの意外な返答に戸と惑まどいを覚えながらも感謝の言葉を口にする。




（この人が教師……？　てっきり俺は軍人か何かだと思っていたのだが……）




　空太がそんな思考を巡めぐらせている傍ら、静流は彼かれが腰こしに下げている一本の刀を興味深そうに見つめていた。

「しかし、今時、何の魔術基盤コア・メソツドも搭とう載さいしていない《純刀》を携けい帯たいしている人間がいるとはね……妹さんから聞いたときは俄にわかに信じられなかったが噂うわさに違たがわぬ人物のようだ」

「…………」

　魔術基盤コア・メソツド。

　それは人間が魔術を扱あつかうために必要なロジックを集約させた一種の論理回路のようなものである。

　魔術基盤には現在確かく認にんされている限り七種類の《領域ドメイン》と呼ばれている魔ま術じゆつ属性のようなものが存在しており、たとえば炎ほのおの魔術を構築する際には炎領域の魔術基盤が、水の魔術を構築する際には水領域の魔術基盤が必要になってくる。

　大気中に漂ただよう《魔力元素》という素材を用いて半永久的にエネルギーを抽ちゆう出しゆつすることすら可能な魔術基盤は、その汎はん用よう性せいの高さから現代では単なる武器としての役割を超こえて、世界各国の産業にとってなくてはならない存在となっている。

　静流にとっては、多少の訓練を経れば誰だれもが手軽に強力な殺傷能力を得ることが出来る護身用具が存在しているというのにも拘わらず――。

　空太のように何の魔術基盤も搭載しない純刀を所持しているものなど常識の範はん囲い外がいの存在であった。




「……俺は妹と違って魔術の才能に全く恵めぐまれませんでしたからね。特別なことは出来なくても純刀こいつの方が俺にとっては何倍も扱いやすいんですよ」




「…………」

『誰もが手軽に強力な殺傷能力を得ることが出来る魔術基盤を搭載した刀より、何一つとして特別な能力も持たない金属の塊かたまりの方が扱いやすい』

　聞く人が聞けば発言主の正気を疑うような突とつ拍ぴよう子しもない発言である。

　けれども、静流は彼がそれを伊だ達てや酔すい狂きようで言っている訳ではないということを即そく座ざに理解する。

　間ま違ちがいない。

　彼は本気でそう思っている。

　静流はこれまで職しよく業ぎよう柄がら、様々な分野の『天才』や『達人』と呼ばれる人間と接せつ触しよくを持つ機会があったが、彼らは皆みな、性質は異なれど一貫して共通した『何か』を持っているふうに見受けられた。

（もしかしたら彼は……我々の想像を遥かに上回る逸いつ材ざいとなるかもしれないな）

　そして……静流はまさしく今目の前にいる少年から彼らと比べて全く遜そん色しよくのない……いや、それ以上の卓越した『何か』を感じ取っていた。

「面おも白しろい。『魔術』には頼たよらない根っからの『剣術使い』という訳か。私情を挟はさむようで申し訳ないが益ます々ます私はキミのことを気に入ってしまったよ」

「はぁ……。それは有あり難がとうございます。それで結局、静流さんはなんの用があって俺のことを呼び出したんです？」

「ふむ。当然の疑問だな。私は回りくどいのが嫌いだから単刀直入に言うことにしよう」

　静流はそう前置きした後、驚きよう愕がくの言葉を口にする。




「私がキミをここに呼び出した理由……それはキミを我わが校の生徒としてスカウトしに来たからなのだよ」




「……？」

　静流の発言を受けた空太は暫しばらくの間、彼女が発した言葉の意味が理解出来ずにただただ硬こう直ちよくしていた。

「どうだろう。急な話で申し訳ないが……考えてみてはくれないだろうか」

「……はい？　ま、全く意味が分からないですよ！」

　静流の提案に対し、難色を示しながらも空太は続ける。

「俺が妹と同じ学校に入学って……?!　第一、空装騎士って言うのは本来『女性』しかなれない職業ですよね!?　少なくとも男が空装騎士になるなんて話は聞いたことがないですよ！」

「…………」

　静流は立て続けに発せられる空太の言葉をただただ黙だまって聞いていた。

　何な故ぜなら少なくとも常識の枠わくに当てはめるのならば、空太の発言は正論極まりないものであったからである。

「……キミが混乱するのも無理はない。私だって初めてこの計画を聞かされたときはキミと同じような反応をしたものさ。だからまず……順を追って説明していくことにしよう」

　落ち着いた口くち振ぶりで静流は続ける。

「人類が誇る最強の兵器である神機に搭とう乗じようして戦う魔術師たち――空装騎士はたしかに一いつ般ぱん的てきには女性にしかなれない職業とされている。

　その理由は、神機の原材料であり騎士たちの魔力を底上げする役目を果たしている《精霊石》と呼ばれる鉱物が、女性の魔力にのみ強く作用するからだと言われている。

　けれども、それは男性が空装騎士になれないという理由ではないだろう。

　前例はないが、女性より不利な立場に立たされるというだけで男性にだって神機を扱うことはできるのだからな」

「…………」

　妹が空装騎士を目指しているという立場もあって、空太は人並み以上には神機の仕様について理解があった。

　静流の言葉は空太にとって初めて聞いた話という訳ではない。

「……ハンデを背せ負おえれば男でも空装騎士になり得る可能性があるということは分かりました。けれども、どうしてそこで俺が選ばれるかの理屈が分かりません。

　ここに呼び出したということは……おそらく静流さんは、事前に俺の潜せん在ざい魔力量について調べているのでしょう？」

　潜在魔力量とは、各人が体内に保存可能な魔力元素を数値化した指標値の一つである。

　この指標値は《Ｓランク》から《Ｅランク》までの六段階の項こう目もくに分かれている。

　空太の潜在魔力量は最底辺の《Ｅランク》であり、『たとえそれがどのような職種であれ、魔術に携たずさわる職種に従事することが著いちじるしく困難を極める』ことを意味するものであった。

　空太が剣術の世界に身を投じた理由も、本を正せば自らの魔術の才能に見切りを付けた部分から由来するところが大きい。

　必死に反論する空太であったが、静流の面おも持もちは神しん妙みようなものであった。

「キミの潜在魔力量が残念なものであることは認にん識しきしているよ。けれども、その点については問題ない。何故ならば、我々が探していたのは魔術に関する才能を持つ者ではなく、一流の《剣術使い》なのだからな」

「剣術使い……ですか」

　そこまで静流の話を聞いたところでようやく空太は、今回自分が選ばれた理由の一いつ端たんが垣間見えた気がした。

「順を追って説明しよう。キミは第一種災害危険生物である《禍鬼》の存在を知っているね？」

「……もちろんです」

　禍鬼。

　それは人類を喰くらう異形の存在。

　そして七年前に自分の脳のう裏りにトラウマを植え付けた、空太にとって浅からぬ縁えんのある存在であった。

　彼らは一体……どのようにして生まれるのか――不明。

　彼らは何故……人類を捕ほ食しよくしようとするのか――不明。

　ただ一つ禍鬼について分かっていることがあるとするならば、彼らは人類が魔術という概がい念ねんを利用し始めてから出しゆつ没ぼつするようになったということである。

　それ故に禍鬼の出現理由について「魔術の持つ副作用により地球上の動植物が異常成長した結果」と考える者も少なくなく、現代の魔術社会に反発を覚える団体が存在するくらいである。

「それならば話は早い。知っての通り禍鬼の駆く除じよは我々、空装騎士たちの役目だ。空装騎士は人類が誇る最強の魔術兵器――神機に搭乗しこれまで禍鬼の駆除任務を担当してきた。

　駆除の方法は至ってシンプルなものだ。

　奴やつらは基本的に空を飛ぶことが出来ない巨きよ大だいなだけの愚ぐ鈍どんな生物だからな。我々は神機に搭乗し制空権を得ることにより、禍鬼の攻こう撃げきが届かない位置から一方的に高火力の魔力を打ち浴びせることが可能であった。

　しかし、近年奴らは我々の攻撃パターンに対応すべく独自の進化を遂げているのだ。遠えん距きよ離りからの攻撃は、次し第だいに効果が薄うすれつつある」

「……そこで目を付けたのが『剣術』による近接戦闘だったという訳ですか」

「その通り。察しが良くて助かるよ」

　静流は空太の頭の回転の速さに感心し、本来話す予定のなかった政府の内情を打ち明ける。

「キミの言う通り政府は現在、『剣術』に限らず禍鬼を討とう伐ばつするための新たなる試みを血ち眼まなこになって探している。けれども、魔術の発達に比例するかのように剣術が衰退してしまった現代において、適任となる女性剣士を見つけることは敵かなわなくてね。

　そこでターゲットを男性にまで広げてみたところ、まだ歳とし若いのに達人級の剣術を身に付けている少年がいるという噂を聞き付けた。その結果……キミのところまでたどり着いたという訳だ」







[image: ]







「つまり静流さんが俺に学園に入学を勧すすめるのは……禍鬼の討伐に『剣術』が役に立つものなのか実験するためなのですね」

「言い方は悪いが……そういう風に捉えて貰って構わないよ。もっと正直に言えば、『剣術』が役に立つと思っている人間などは魔術省の人間の中でも一部の少数派に過ぎない。多くの連中は、剣術などという過去の産物が人類にとって有用なものになるはずがないと思っているからな」

「…………」

　おそらく彼女の言葉の中には一いつ切さいの誇こ張ちようが含ふくまれていないのだろう。

　と、空太は確信に近い想いを抱いていた。




　魔術の繁はん栄えいに伴ともない衰すい退たいした分野は枚挙に暇いとまがないが、その中の一つに日本の各地に点在していた様々な武術があった。

　護身術としての魔術の汎用性が高すぎるため、それまであった剣術や他の武術の道場は次々に看板を下ろすことになり、代わりに魔術修練所ラボと呼ばれる施設に建て替えられていくことになった。

　空太の所属する皐羽流なども例にもれずに時代の煽あおりを受けることになり、今や門下生は空太ただ一人という凄せい惨さんな有様となっていた。

　世の中から『剣けん』や『刀』という概念がなくなったという訳ではない。

　どちらかと言うと『剣』や『刀』の生産量は、魔力を用いた兵器である――魔術基盤の開発後、右肩上がりに伸び続けている。

　けれども、それは魔術基盤を搭載した武具の総そう称しようである《魔道具レガリア》を製造するために『剣』や『刀』の需じゆ要ようが伸びているに過ぎず、剣を用いた戦せん闘とう技術である『剣術』という概念は次第に人々の脳裏から消え去ろうとしていた。




「もちろん無む償しようで協力して欲ほしいなどとは言わん。キミが学園に入学してくれた暁には最低限の生活の保障は当然として……我々はキミを学園の特待生として様々な場面で優ゆう遇ぐうさせるつもりでいる。これはキミにとっても悪い話ではないはずだ」

「…………」

　空太は七年間磨みがき続けていた剣の腕うでを除けば、これと言った取り柄えを持たない極ごく々ごく普ふ通つうの少年である。

　しかし、この先どれだけ剣の腕を磨いたところで明るい未来が待っているということはありえないだろう。

　それは空太の所属する皐羽流に限った話ではない。

　魔術の発展に伴い『剣術』という概念そのものが消失しかけている現代においてそれは当然の理ことわりなのである。

　けれども、仮にもし――。

　自分の磨いていた『剣術』が人類にとって有用なものであると証明することができたならば『剣術』という概念は再び現代に復活を遂げることが叶うのではないだろうか。

　自分の行動により『剣術』が今再び現代に繁栄するのならば剣士としてこれ以上、光栄なことはないのではないかと空太は思う。

　そして何より――。




（もしもそんな日が来たならば……ようやく俺は胸を張って冬華アイツとの再会を果たせるような気がする……）




　空太は迷っていた。

　客観的に考えれば静流の持ちかけたこの話は、またとない好条件であると言える。

　けれども、話の規模が規模だけに安やす請うけ合いが許されるものではなかった。

　何せこの話は『魔ま術じゆつ』という圧あつ倒とう的てきな存在により消失しかけている『剣術』という概念を現代に復活させる最後のチャンスとなるかもしれないのだから――。

　その責任から由来する重圧は比類のないものがあった。

　だから空太は――。

「……少し、考える時間を下さい」

　そんな言葉を口にした後、部屋を後にすることにした。




×　×　×




　帰路に就いた空太は妹との束つかの間の夕食を楽しんだ後、今日あった出来事を思い返していた。

　何もかもが唐突に過ぎてリアリティに欠けているので、今一つ実感が湧わいてこない。

　自分があの全国の魔術師たちの中でも、特別中の特別の才能を持つ者しかなることの出来ない空装騎士の候補生として抜ばつ擢てきされるだなんて――。

　しかも空太はその中でも異例中の異例。

　もしかしたら人類史上初となるかもしれない『男性』の空装騎士となるのである。

　もし仮にこの条件を呑のんで天空都市に居住しようものなら翌日の朝刊の一面には自分の顔写真が掲けい載さいされる可能性すら否定できない。




×　×　×




　その日の夜。

　空太はそもそも自分が何故『剣術』を学び始めたかの理由について思い返していた。

　空太が『皐羽流剣術』を学び始めたのは今から約七年前に遡さかのぼる。




　全ての始まりは――たった一人の少女のためであった。




　十年前。

　不ふ慮りよの事故によって両親を亡なくした空太は、妹である愛海と共に長らく国営の施設で生活していた。

　当時の空太はよく言えば自じ由ゆう奔ほん放ぽう、悪く言えば……悪いた戯ずら心ごころの強い悪ガキで、何かに付けては騒そう動どうを起こして施し設せつで働く大人たちから叱しつ責せきを受けていた。

　けれども、そんな空太のことを兄のように慕したう一人の少女がいた。

　彼女の名は天あま宮みや冬ふゆ華か。

　透明感のある儚はかなげな雰ふん囲い気きと処女雪のように美しい肌はだが特とく徴ちよう的てきな……「可か愛わいらしい」という表現以外に形容する言葉が見つけられない少女であった。

　きっかけは……彼女に意地悪を働く子供たちを追い払はらったことであった。

　得てして年とし端はのいかぬ男児というものは好きな子にほど意地悪をしたくなる生物である。

　幼くして既すでに周囲から浮いてしまうほどの美しさを誇っていた冬華の周囲に、そのような輩やからが集まるのは当然の理だった。




「あの……ありがとうございます」




　幼い頃ころより腕っぷしだけは人一倍強かった空太にとって、同年代の子供たちを追い払うことなど造作もないことであった。

「別に。俺はただ大切な昼ひる寝ねの時間を邪じや魔まされるのがうざかっただけで、礼を言われるような真ま似ねはしてねーよ」

　それよりも、と。

　当時の空太は溜ため息いき混じりに尋ねる。

「どうしてお前はあいつらに良いようにされて反はん抗こうしねーんだ？　嫌いやなもんは嫌って言わねーとお前のためにもあいつらのためにもならねーぞ？」

　空太の発言を受けた冬華は視線を落としながら。

「わたしもそうしたいのですが……大勢の男の子たちに囲まれてしまうと……怖こわくて」

「…………」

　このとき空太は彼女の言っていることがよく分からなかった。

　何故ならば――。

　空太はこれまで『恐きよう怖ふ』というものとは無む縁えんの生活を送ってきたからである。

　幼い頃に両親を亡くした空太は、自分より強い大人たちから本気で怒おこられた経験というものがなかった。

　施設の人間たちは空太が何か問題を起こす度に注意を促うながすものの、そのどれもが何処か事務的なものに感じられ『恐怖』という感情を覚えるには至らなかった。

　それでも空太は彼女が困っているということだけは理解していた。

　そして空太は困っている女の子に対し、ただただ放置を決め込むほど薄はく情じような人間でもなかった。

　空太は「分かった。ならこうしよう」と前置きした上で。

「これから昼休みはお前……ここら辺で遊んでいろよ。俺は普ふ段だん、そこの木の上で昼寝しているからさ。そんとき起きていたらまたあいつらのことを追い払ってやるよ」

　そう言って提案する空太であったが、冬華の表情からは不安の色が消えなかった。

「…………もし貴方あなたが寝ねていたら？」

「……あー」

　冬華の指し摘てきを受けた空太はバツの悪そうな表情で頭を掻く。

　貴重な睡すい眠みん時間が削けずられるのは惜おしいが、目の前で女の子が困っているというのに自分だけ呑のん気きに昼寝を決め込んでいるというのも寝覚めが悪い。

　だから空太は――。




「んー。仕方ねーな。分かった。分かった。これからは何があっても俺がずっとお前のことを守ってやるから。約束だ」




　照れくさそうに笑いながらも目の前の少女と指切りをする。

　約束。

　原点に回帰すれば幼い頃に少女と交かわしたこの約束こそが、皐羽空太という少年が剣けん術じゆつを修めるに至った直接的な要因となったのだ。




×　×　×




（……あのとき俺にもっと力があれば……彼かの女じよのことを守ってやることが出来たのだろうか？）

　ベッドで横になりながらも空太は当時のことを思い起こしていた。

　あの日のことを思い起こすと今でも心の奥おく底そこから、暗くら闇やみがせりあがってくるかのようである。

　約束の日から三年が経過したとある日のことだった。

　その日――。

　後に大厄災と呼ばれる人類史上最悪の禍鬼襲しゆう撃げき事件により、一日にして世界中で数百万人にも上る人たちが命を落とすこととなった。

　突とつ如じよとして襲しゆう撃げきした禍鬼たちは、空太たちが居住していた施設を滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいし、空太たちから次々と大切なものを奪うばっていった。

　このとき。

　空太は生まれて初めて『恐怖』という未知の感情を思い知ることになる。

　初めて『それ』を見た空太の頭の中は恐怖という名の感情で一いつ杯ぱいになってしまい完全に思考がフリーズした。

　空太の眼前には、禍鬼という名のこの世に存在するあらゆる絶望を体現したかのような異形の生物があった。

　禍鬼は動物、昆こん虫ちゆう、植物など様々な種類のものが存在しているが、共通点としてまるで人類を捕食するために作られたかのような大きな口を有している。

　現在確認されている中で最も小型の個体ですら全長十メートルにも達するとされる彼らに一度襲おそわれれば、人間など一ひと溜たまりもなく食い物にされてしまう。




「助けて！　ソラくん！」




　背後から自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

　振ふり返るとそこには――瓦が礫れきに足を挟まれ血まみれになりながらも身動きが取れずにいる幼おさな馴な染じみの姿があった。

　――今に至るまで最後に冬華の姿を見たのはそれきりだ。

　初めて味わった『恐怖』という名の感情に支配された空太は、手足が竦すくみ、そのまま彼女が瓦礫に埋うもれていくのを、ただただ見ていることしか出来なかったのである。

　それから。

　彼女がどうなったのかは分からない。

　当時施設に通っていた子供たちの中で生き残った者は、政府の指示によりそれぞれバラバラの精神病院に通院させられ連れん絡らくを取る術すべを断たたれてしまったのである。

　空太はその晩。

　自分が剣の道を歩く原因となったのは「今よりもっと強くなって大切な人を守れるだけの力を手に入れること」だったと再確認をする。

　ここまで考えたところで空太の意思は決定していた。

　空太はあの事件からの七年間。

　今よりもっと……ひたすらに強くなることだけが彼女に対する唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいなのだと考え剣の修しゆ行ぎように明け暮れてきた――。

　生きているかどうかすら分からない彼女のことを今度こそ守ってやれる『強い男』になるために我が武む者しや羅らに剣を握にぎり続けてきた。

　強い想おもいを内に秘ひめたまま天に向かって一直線に手を翳かざす。

　これまで一心不乱に磨いてきた剣の腕にそれなりに自信を持つことが出来たからなのだろうか。

　不思議と今なら天上の雲でさえも掴つかめるような気がした。

（……俺おれの剣に更さらなる可能性があるのなら……試ためしてみるのも悪くないか……）

　こうして空太は天空都市への居住を決意する。




「待っていろよ……天空都市……」




　窓の向こうから覗のぞく巨大な空中要よう塞さいを目に焼き付けながらも、空太は一人部屋で呟くのであった。







第二話　学園唯一の男







　窓の外から景色を覗くと雲一つない快晴がそこにあった。

　しかし、果たしてこれを『快晴』と表現して良いものか空そら太たにとって甚だ疑問であるところであった。

　正確に言えば本日の天候は雨時々曇くもり。

　地上にいる人間たちは今いま頃ごろ、ジメジメとした湿しつ気けに悩なやまされている頃である。

　けれども、環かん境きよう操作の魔ま術じゆつによって常に快適な気温と湿度を保つことが可能なこの都市は、地上の気象はお構いなしに燦さん然ぜんと照り輝かがやく太陽の下で今もゆっくり移動を続けている最中であった。




「ほら！　あの人が例の学園初の男子生徒じゃない？」

「嘘うそ!?　入学早々……着き替がえ中の教室に突とつ入にゆうしたって言う伝説の!?」




　今現在。

　空太は演えん武ぶ学がく園えんの新入生歓かん迎げいオリエンテーションと呼ばれる講座を受講していた。

　当然のことながら教室にたった一人しかいない男子生徒である空太は、他生徒たちから注目の的である。

　付け加えて今朝方起きたアクシデントは、元から高かった空太の知名度に拍はく車しやをかけるものであった。




「――学園内の施設の紹しよう介かいは以上だ。続けて神機アーテイフアクトの基本構造の説明に移ろうと思うが此こ処こまでで何か質問のある者はいるか？」




　教きよう壇だんの上に立ちながらも生徒たちにそう問いかけるのは、空太にとって見知った顔の人物であった。

　演武学園において学年主任のポストに就つく沖おき浦うら静しず流るは、灰色の軍服を身に纏い今回のオリエンテーションの取りまとめ役を務めていた。

「質問がないのであれば本題に移ろう。神機の解説に当たり欠かせないのはまずはこの兵器の開発経けい緯いとなる」

　静流が合図を送ると補ほ佐さを務める教員がパソコンの操作を進める。

　すると、教壇の前の電子モニターに神機の立体映像が映し出される。

「見ての通り神機は人ひと型がた鎧よろいの形状をした魔術兵器であるが、同じ魔術兵器である魔道具レガリアとは決定的に違ちがう所がある。端たん的てきに言うならばそれは――禍か鬼きの討伐を主しゆ軸じくに置いた兵器か否いなかという一点に尽つきるだろう」

　静流がそう言うと電子モニターの映像が切り替わる。

　映し出された映像は、複数の魔術師が一匹の禍鬼を取り囲み戦っているものであった。

「この映像は、神機が開発される以前の、今から四十年以上前のものになる。神機が開発される以前は人災級マーダークラスと呼ばれる禍鬼の中で最も戦闘能力の低い個体ですら、熟練の魔術師が五人がかりで討伐するのが限度だったと言われている。

　その理由は禍鬼やつらの持つ特とく殊しゆな皮ひ膚ふにある。

　禍鬼の持つ強きよう靭じんな皮膚はかつて人類が用いてきた科学による通常兵器はおろか、魔術による攻撃さえも生半可な威い力りよくでは弾はじき返してしまう厄やつ介かいなものだ。

　魔道具でこの皮膚を貫かん通つうして禍鬼にダメージを与あたえるには、何層にも《追加実装オーバーライド》を重ねた《応用魔術》が不可欠になるが……構築に長い時間が必要な応用魔術を地上で行おうものなら一いつ瞬しゆんにして禍鬼の餌えさとされてしまうだろう」

　そこまで言い切ったところで、教壇の上に備え付けられた電子モニターは神機の立体映像を映したものに切り替わる。

「そこで人類は新たに《重力領域ドメイン》の魔術基盤コア・メソツドを開発し空中から禍鬼を討伐しようと考えた。禍鬼の攻撃が届かない空中でならいくらでも応用魔術を構築するための時間を稼かせぐことが可能だからな。

　けれども、ここで新たな問題が浮ふ上じようすることになる。

　それは制空権を得るために必要な重力領域の魔術基盤は小型化が難しく、人間が手に持つにはあまりにも大き過ぎることにあった。

　そういう訳でこの兵器は手足の自由や十分な視界を確保するために鎧の形状にするのが最も理に適かなっていたという訳だ。

　つまり――今でこそ禍鬼たちの体内メカニズムを模も倣ほうして製造された《魔力エンチヤウン障壁ト・シールド》と呼ばれる万ばん能のう防ぼう御ぎよシステムばかりが注目されている神機だが、元をただせば単なる一領域の魔術基盤に過ぎなかったということになる」

「「「…………」」」

　教室に集められた新入生たちは静流の解説を食い入るように聞いていた。

　何故ならば――。

　この場にいる生徒たちは空太のような例外を除けば、世界で唯一、禍鬼と対等に渡わたり合える可能性を秘めた《神機》という兵器に憧あこがれ、学園の門を叩たたいたからである。

　けれども、空装騎き士しという職に就くことは狭せまき門である。

　たとえ専門の育成機関を卒業した人間であっても、その先に待ち受けているのは合格率一割未満とも言われている厳しい適性試験である。

　空太のような特例を除けば、入学資格の一つに潜在魔力量《Ａランク》以上という常識外れのハードルが設けられた、演武学園の卒業生であったとしても、魔術省直ちよつ轄かつの騎士部隊である――《碧へき落らくの蒼そう刃じん》に所属できる人間は事実上二割にも満たないとされている。

　ましてや学生の内にその才能が認められ、事実上《碧落の蒼刃》の内定を勝ち取った《特待生》ともなれば、学園全体の中でも一パーセント未満の存在であり、必然的に周囲の人間たちから羨せん望ぼうの的となる。

　まさか自分がそのような特待生とくべつな地位にいる人間であるとは……この時点では周囲の女生徒はもちろん空太自身でさえも気付いていなかった。




×　×　×




　午前の新入生オリエンテーションの講座を終えた空太は静流に「キミに見せなければならないものがある」と呼び出され、第一訓練施設と呼ばれる場所に連れられていた。




「……着いたぞ。キミに見せたかったものはこの施設の中にある」




　静流は慣れた手つきで扉とびらに備え付けられたタッチパネルを操作し、パスワードを入力する。

　と、目の前のシェルターが開かれた次の瞬しゆん間かん。

　空太の視界に飛び込んできたのは――眩まばゆいばかりの白だった。

　神機アーテイファクト。

　人型に模した機械鎧は間違いなく人類が誇ほこる最強の兵器に違いない。

　けれども、空太は目の前のそれを見るなり強い違い和わ感かんを覚えた。

「えーっと……念のために確かく認にんしておきたいのですが、これは神機なんでしょうか？　先さき程ほどのオリエンテーションの時間に見せて貰もらった機体と比べると随ずい分ぶんとデザインが違うように見えるのですが……」

「ふふ。こいつをあんな時代遅おくれの骨こつ董とう品ひんと一いつ緒しよにして貰っては困る」

　静流は何ど処こか悪戯な笑えみを浮うかべ。




「覚えておくと良い。こいつの名は――閃煌エスペランザ。世界で初の試みとなる近接戦せん闘とう特化型の《第三世代》神機であり――政府が直々に貸し与えることになるキミだけの《専用機》さ」




　専用機。

　それは禍鬼討とう伐ばつ任務において多大なる武ぶ勲くんを立てた者にのみ与えられるとされている、騎士たちにとっての憧れの象しよう徴ちようである。

　一般的な生徒たちが使用する《汎はん用よう機き》と比ひ較かくするとその製造コストは桁けたが違う。

　魔術先進国である日本ですら《専用機》は数えるほどしか流通しておらず、まして学生という身分で《専用機》の貸たい与よを許されているのは、《七星騎士》と呼ばれる存在を除いて他はなかった。

「この閃煌は既き存そんの神機とは根本的に構造の異なる特別製でな。魔術の構築をサポートする強化外腕ストレングスアームを削そぎ落とした分、近接戦闘に求められる機動性や操作性を向上させることを可能にしている。剣けん技ぎで禍鬼を討伐する上では、これ以上の機体はないだろう」

「……どうして俺なんかにそんな代しろ物ものを？　本職の騎士ですら汎用機を使っている人が多いと聞きますが……」
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「ふむ。残念ながら私も詳くわしい経緯を聞かされていない故。あくまでこれは私個人の推測になるが……おそらく魔術省の内部の人間の中でも相当な地位についている者が、キミのことを特別に気にかけているのではないかと私は考えている。

　でなければ何の功績もない一いつ介かいの学生に専用機を貸し与えるなんてバカげた真似はしないだろう。逆に私の方から質問したいくらいだよ。キミの親しん戚せきに心当たりのある人物はいないかな？」

「……いいえ。特にないと思いますが」

　空太は静流の言葉を即そく座ざに否定する。

　幼い頃に両親を亡くし、幼少期のほとんどを施設で生活していた自分に何か特別なコネがあるとは到とう底てい思えなかった。

「ところで一つ心配なことがあるのですが……」

　空太はそう前置きした後、以前から気になっていた疑問を尋たずねる。

「前の時間に聞いた話では神機の中ちゆう核かくを成しているのは重力領域の魔術基盤らしいのですが……果たしてこいつは俺なんかに動かせる代物なんでしょうか？　正直に言いますと、魔術基盤の扱あつかいに関する技術で言うのならば俺はその辺の小学生にも負ける自信がありますよ」

　静流は苦く笑しようした後。

「結論から言ってしまえば問題なく動かすことは可能だろう。最さい新しん鋭えいの神機は搭とう乗じよう者しやの脳波を素材ソースにしてオートで魔術式スクリプトを作成する機能を標準搭とう載さいしている。

　神機を動かすに当たり最低限必要なエネルギーも外付けの魔力炉リアクターから抽ちゆう出しゆつすることが可能となっているから、移動や防ぼう御ぎよなど基本的な動作だけなら魔術の才能はほとんど関係がないと言って良いだろう」

「……はは。それを聞いて安心しました」

　空太が天空都市に居住するに当たり一番心配していた所はそこにあった。

　長年の修行の成果か剣術に関してはそれなりに自信を付けている空太であったが、魔術に関してはからきし誇れる部分がない。

　もし仮に――。

　剣術以前の部分が原因で『戦力外』の烙らく印いんを押おされてしまったら悔くやんでも悔やみきれない結果となっていただろう。

「さて。前置きはこれくらいにしてそれではさっそく訓練を始めようか」

「……え。今からですか!?」

　唐とう突とつな提案に驚おどろきを隠かくせない空太であったが、静流はそれが当然のことであるかのように落ち着き払った様子であった。

「ああ。神機の扱いに関しては早く覚えておくのに越こしたことはないだろう」

　そう言って静流は目つきを凄すごませて。

「一応言っておくが、キミは我わが校の在校生の中でも選ばれた一パーセント以下の存在である――特待生として入学を果たしているのだ。いつまで経たっても神機の基本動作を覚えられないようではキミの入学を強く推おした私や学園長の面子メンツを潰つぶすことになるということを自覚して欲しい」

「ははは……。それは責任重大ですね」

「なに……キミの心配には及およぶまい。近ちか頃ごろの神機は日増しに操作が簡略化されているからな。基本的な動作だけなら直すぐにでもマスターすることが出来るだろう」

　そう宣言した後。

　静流は神機搭乗時に着衣する防護服プロテクターが入った袋ふくろを空太に対して投げつける。

　こうして空太の初訓練は、その第一ステップとして防護服の着衣方法を習得することからスタートするのであった。




×　×　×




　それから三時間後。

（……参ったな。流石さすがにこれは……上の人間にどうやって報告したものか……）

　沖浦静流は戸と惑まどっていた。

　ある意味では嬉うれしい誤算ではあるが……限度と言うものがあるだろう。

　結論から言うと――。

　皐さつき羽ば空太という男は本来であれば、静流が二カ月かけてマンツーマンでみっちりと教え込む予定であった神機の基本動作を、ものの三時間足らずで全て自分のものとしてしまったのである。

　もしも今起きているありのままの事実を報告書にまとめ、魔術省うえの人間に提出しようものならば、一時間もしない内に「ふざけるな！」と激しい怒ど号ごうを頂ちよう戴だいするに違いない。




（なんだ……今の動きは……!?　私の目の錯さつ覚かくか……？　今一瞬、彼かれの機体が消えたように見えたぞ……!?）




　訓練室のモニター越しに見える一人の少年の未知なる動きに動どう揺ようを隠せない静流。

　たった今。

　少年が見せた動作が、最遅から最速に加速――最速から最遅に減速――。

　その一連の動作を刹せつ那なの間に高速で繰くり返すことにより瞬間移動をしたような錯覚を抱だかせる皐羽流剣けん術じゆつの全十二種ある剣技の一つ――。

　その肆よんの太た刀ちである《瞬しゆん脚きやく》を応用したものであるとは……当然のことながら静流にとって知る術がなかった。

　静流が事前に説明した通り――。

　神機の基本動作は時代の進歩と共に簡略化が進み習得難易度は格段に下がっている。

　しかし、そうは言っても神機の基本動作の習得は一日や二日でマスターできてしまうような生易しいものではない。

　指定された二カ月という期間では「あまりに短過ぎる」と当初の静流は上の人間に対して直じき訴そしたくらいである。

　神機の自動魔術式作成機能に欠かせない技術はつまるところ一つしか存在しない。

　それは――可能な限り思考ノイズを排はい除じよして、意識を『神機を操縦する』という一方向に集中させることである。

　この技術は搭乗者の脳波を素材ソースとして魔術式スクリプトを構築する神機という兵器にとって当然欠かすことの出来ない技術であり才能の一つとも呼べる。

　沖浦静流は――間ま違ちがいなく皐羽空太という男を買っていた。

　正直に言えば、彼の『剣術』に可能性を感じていた人間などは、天空都市広しと言えども自分を除けば、彼の入学を強く勧めた学園長くらいのものだと思う。




（それでも尚なお……私は彼という男を過小評価していたということなのか……）




　否。過小評価と判断すること事態がある種の驕おごりなのかもしない。

　何な故ぜならばそれは……自分たち魔術師が剣士のことを上から評価している他ならない証しよう拠ことなるのだから。

（これはもう……認めるより他はあるまい）

　今でこそ世界の覇は権けんを握る立場にある魔術という概がい念ねんであるが、その歴史は所しよ詮せん七十年あまりの短いものに過ぎない。

　――精神の鍛たん錬れんという一分野に関しては、彼ら剣士に一日の長があった。

　とどのつまり、それだけのことなのだろう。

　しかし、考え方を変えてみればこの件は上層部の人間にとって誠まこと、嬉しい誤算であると同時に実に残念な話でもあった。

　何故ならば――。

　もし仮に彼が魔術の才能に長たけた女性としてこの世に生を受けていたのならばその素質は……あの七星騎士にすら近づくことが出来たのかもしれないのだから――。

「最先端の神機って本当に凄いんですね！　本当にこんなに直ぐに動作を覚えることが出来るとは思いませんでしたよ」

　モニターを通じて欲しかった玩具おもちやを買い与えられた少年のように、無む邪じや気きな笑え顔がおを見せる空太。

「……ああ。そう言って貰えると……こちらとしても喜ばしい限りだよ」

　表面的には冷静さを取り繕つくろいつつも静流は一人部屋の中で溜息を吐はく。




「たしかに私は直ぐにでもマスター出来ると言ったが……今日の内に覚えることが出来るとは一言も言っていないのだけれどな……」




　その後。

　静流は彼が時折見せる不可解な動きに驚きよう愕がくし、そして、頭を抱かかえながらも魔術省うえの人間に提出する資料の作成に励はげむのであった。




×　×　×




「ちょっと。あの男の子……凄過ぎない?!　神機に搭乗したのが今日初めてって……絶対に嘘でしょ！」

「そんなことよりあの人が搭乗している神機ってもしかして《専用機》じゃない……？　どうして皐羽くんが専用機を使っているの!?」

　一方そのころ。

　モニター越しに噂うわさの転校生の様子を窺うかがっていたのは静流だけではなかった。

　彼女たちは、不運にも空太に着替えを見られてしまった高等部一年Ａクラスの生徒である。

「というかあの人……よく見ると少し格好良くない？」

「うーん。格好良いというか……どちらかと言うとワイルド系？　どちらにせよルックスはそんなに悪くないわね！」

「どうしよう!?　チャンスがあれば私……あの人のこと狙ねらってみようかなー」

「ちょっと待って！　一人だけ抜ぬけ駆がけしようなんて無しだからね！」

　更こう衣い室しつのディスプレイに映し出された空太の姿を目まの当たりにして、女生徒たちは色めき立っていた。

　本来であれば――。

　他の訓練室の様子を無断で覗くことはレッキとした校則違い反はん。

　そんなことがバレたら停学間違いなしであるのだが……前ぜん代だい未み聞もんの男性騎士の初訓練の様子を窺えるのであればそのリスクを背負うだけの魅み力りよくがあった。

　そして。

　入学早々『変態』の烙印を押されていた空太であったが、ここに来て彼女たちの中に一つ変化があった。

　訓練開始から瞬またたく間に専用機を扱いこなし、ルックスもそんなに悪くない空太の株は女生徒たちの中で急きゆう上じよう昇しようを遂とげていた。

　人間の評価というのは往々にして第一印象が悪いときほど、ふとしたことがきっかけで反転することが多いのである。




（……っ。面おも白しろくない）




　そんな中。

　女生徒たちによる掌てのひら返しが始まる一方で、今回の出来事を快く思わない人物がいた。

　彼女の名はフェリシア・フォン・フランベルク。

　燃えるような紅色の髪かみを持つその少女は何を隠そう入学早々、空太に対して炎ほのおの魔術を浴びせた人物であった。

（何かしら……この気持ち……）

　フェリシアは胸の内より湧わき出す、正体不明の感情を抑おさえることが出来ずにいた。

（……同じ特待生として自分より注目を浴びている……あの男に対して嫉しつ妬としているのかしら？）

　一瞬、そんな考えが脳のう裏りに浮かんだフェリシアであったが即座にそんなことは有り得ないと結論付ける。

　何故ならば彼女は特待生の中でも特別中の特別。

　魔術省を以もつてして世界最強の称しよう号ごうを与えられた《七星騎士》の一人であるからだ。

　七星騎士。

　それは空装騎士の頂点に君臨する七人の人間のみに与えられる《最強の称号》である。

　魔術基盤には《適性値》と呼ばれる魔術の才能を測る指標が存在しており、七種の領域において各おの々おのの最高適性値を誇る人間のみが七星騎士を名乗ることを許されている。

　これまで過去二十年間に渡り七種類全ての最高適性値は《不老のクローズド魔女・ウイツチ》と呼ばれる一人の天才騎士の手によって守られてきた。

　けれども。

　過去二十年間に渡り一度たりとも破れなかった七つの大記録は近年、一年と経たない内にその全てが塗ぬり替かえられていくことになった。

　性格も生おい立ちもそれぞれバラバラの幼い少女たちの手によって――。

　フェリシア・フォン・フランベルク。

　魔術省から《煉獄姫プルガトリオ》の異名を授さずかった彼女は、炎領域の魔術を扱えば《世界最強》の実力を誇り、空太と同じく学生という身分でありながらも《専用機》の貸与を認められた異例の存在である。

　従って同じ特待生といえども、入学初日の新入生の才能に嫉妬することなど有り得ないことなのである。

　自身の中にある苛いら立だちの出所について考え込むフェリシア。




「気になるんですか？　あの男の子のことが？」




　と、そんな彼女に対して声をかける人物が一人。

　同じクラスの霧きり崎さき沙さ紀きである。

　他のクラスメイトたちは七星騎士という途と方ほうもない肩かた書がきを持つフェリシアに対して一線を引いて接しているが彼女だけは違った。

　成績はせいぜい中の上。

　男性受けしそうな大和やまと撫なで子しこ然ぜんとした容姿以外にはこれと言って特に目立った点がない彼女であったが、中等部にいた頃ころから沙紀だけはフェリシアのことを特別扱いせずに接していた。

　少々スキンシップが過か剰じような面がある感は否めないものの、フェリシアは何かに付けて気さくに話しかけてくれる彼女のことが嫌いではなかった。

「……はい？　誰だれが誰に対して気になるって？」

「もちろんシアちゃんが噂の転校生くんに対してですよ」

「サキ。怒おこるわよ。どうしてアタシが入学初日から女子の着替えを覗くような変態のことを気にかける必要があるのかしら」

「んー。そうですかー。私の目に狂くるいがなければ転校生くんに褒ほめられている時のシアちゃんは満まん更ざらでも無さそうな様子でしたけど」

「……ッ。誰があんな変態に褒められて喜ぶものですか！」

「ふふ。ムキになるところが益ます々ます怪あやしいですねー」

「…………」

　沙紀の言葉を受けて押し黙だまるフェリシア。

　落ち着け。

　ここで取り乱せば彼女の思う壺つぼである。

　騎士としての才能においては他の追つい随ずいを許さない圧あつ倒とう的てきな能力を誇るフェリシアであったが、こと舌ぜつ戦せんにおいては沙紀のペースに乗せられることが多かった。

　この件に関しては、これ以上考えないようにしよう。

　そう判断したフェリシアは、ひとまず先程からずっと気になっていた問題から片づけることにした。

「ところでサキ。人が着き替がえている最中に当然のようにビデオカメラを回すのは止やめてもらえるかしら？」

「……!?」

　フェリシアの指し摘てきを受けて視線を泳がせる沙紀。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、シアちゃん！　私たち……女の子同士じゃないですか。何も私はやましいことをしている訳ではないんですよ？」

「やましい所がないですって……!?　なら……どうしてさっきから貴方あなたのカメラは執しつ拗ようにアタシの胸ばかりを映しているのかしら？」

「そ、それはその……日々の暮らしにおいて第三宇宙速度に匹ひつ敵てきするスピードで成長していくシアちゃんのお胸むね！　その成長過程を映像に残さなければという義務感に駆かられてしまったと言いますか……」

「…………（ギロリ）」

「ほ、本当にやましい意味はないんですよ？　これはそう……純じゆん粋すいに私の中にある学術的な好こう奇き心しんが疼うずいた結果に過ぎません！　だから撮さつ影えいしている最中も『ああ。叶かなうことなら今すぐにでも小人さんに生まれ変わってシアちゃんのお胸に挟はさまれて圧迫死したいなぁ』なんてことは微み塵じんも思っていませんでしたからね!?」




「ふんっ！」




「ふぎゃああああああああ!?　私のビデオカメラがああああああああああ!?」

　何やら不ふ吉きつな予感を覚えたフェリシアは、沙紀が持っていたビデオカメラを手に取りポッキリとそれを二つ折にして見せた。

「うぅ……。酷ひどいです。シアちゃん。三年間に渡り収録しドキュメンタリー仕立てに編集するつもりだった……私の唯一の楽しみがぁ」

「…………」

　沙紀は涙目になりながらも地面に散らばったビデオカメラの部品を掻かき集める。

（まったく。サキったら……人の胸こんなものなんか見て何が楽しいのかしら……）

　友人の奇き行こうに対して溜ため息いきを吐くフェリシア。

　けれども。

　一見して不毛と思われた先のやり取りの中で、フェリシアは一つ大きな収しゆう穫かくを得ることになった。

　ああ。ようやく喉のどの奥おくの小骨が取れた気分である。

　自身のプロポーションに関する話題が出たことで理解することができた。

　どうして自分が空太かれに対して無む性しように苛立ちを覚えてしまうのか――。




（――許さない。アタシのことをポッチャリ扱いしたあの男だけは……!!）




　ギリッ、と。

　強く拳こぶしを握りしめながらも怒いかりの感情を押し殺すフェリシア。

　たしかに自分のＢＭＩ値は、時折全国の女子平均を若じやつ干かん上回ることはあるが、概おおむね平均以下に収まっている。

　よって――何処の馬の骨とも分からない男にポッチャリ呼ばわりされる筋合いはないのだ。……断じて。

　このような経緯を経へてフェリシア・フォン・フランベルク（現在の体重五十六キロ）は話題の転校生に対して静かな殺意を芽生えさせるのであった。




×　×　×




「……大だい丈じよう夫ぶ。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない。アタシは絶対に太っていない」

　寮りように戻もどったフェリシアはいの一番にシャワーを浴びることにした。

　その後。

　クローゼットの中から自身が所持している全ての下着をテーブルに並べ、その中でも一番大胆セクシーな下着に穿はき替えて鏡の前に立ち、日課であるプロポーションチェックに励んでいた。

「……ふふふ。何も不安に思うことはないわ」

　上下左右。

　あらゆるアングルから見ても、しっかりとウエストのくびれは確認できる。

　見る者を強く惹ひき付ける力強さと美しさの両方を一遍に兼かね備えた大きな眼めは『欧州一の美女』との呼び声が高かった母親から色いろ濃こく授かった遺伝子から由来するものだ。

　ナルシストと言えば聞こえが悪くなるが、フェリシアは日を増す毎ごとに最愛の母親に近付いていく自分の容姿が嫌きらいではなかった。

「えへへ。やっぱりアタシ……結構イケているじゃない。アタシにかかればどんな男子も一いち撃げき悩のう殺さつなんだからっ！」

　調子に乗って上半身を反らし自らの武器むねを最大限に強調したポーズを取るフェリシア。

　が、次の瞬間。

　鏡の中で自らの背後に映った人ひと影かげを見て、フェリシアの表情からは一気に血の気が引いていくことになる。




「……すまん。なんというかその……間が悪かったよな。良かったらそのまま続けて貰っても全然構わないから」




　振ふり返るとそこに――奴やつがいた。

　皐羽空太。

「な、な、な……」

　よりにもよって一番会いたくない男が最悪のタイミングでそこにいた。




「こ、このド変態ぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」




　想定外のアクシデントに直面し、頭上から沸ふつ騰とうしたヤカンのように蒸気を上げるフェリシア。

　取り乱した彼女は、侵しん入にゆう者しやに向けて手当たり次し第だいにテーブルの上に並べた下着を投げつけていく。

「わ、悪かったって！」

「うっさい！　黙れ変態！　大体どうして!?　どうして貴方がアタシの部屋にいるのよ!?」

「……私が呼んだのだ」

「……あっ」

　突とつ如じよとして現れた人物を前にして、急激にテンションを下げていくフェリシア。

「し、静流先生!?」

　教え子の下着パンツを頭上に被かぶりながらも、普ふ段だん通りの冷静沈ちん着ちやくな面おも持もちを崩くずさない静流。

　その絵面は傍はたから見てかなりシュールなものがあった。

「我が校を代表する特待生の立場でありながらこうも簡単に背後を取られるとは……最近たるんでいるのではないか。フランベルク」

「た、たるんでいる!?　アタシのお腹なかは別にたるんでなんか……!?」

　何を勘かん違ちがいしているのか涙目になりながら自らの腹肉をツンツンするフェリシア。

　そんな教え子の様子を前にして、静流は溜息を吐く。

「……以前から思っていたのだが、フランベルク。貴様には少々、我が校の特待生としての自覚が足りていないようだ。大体なんだ？　その下着としての機能を最初はなから放ほう棄きしたかのような奇き怪かいなデザインをした布きれは？　貴様は一体……何のためにこの学園で騎士としての戦せん闘とう技術を学んでいる」

「……も、申し訳ありません」

「分かったらとっとと服を着ろ。そしてその男に媚こびたような下げ賤せんな下着を二度と私の前で見せないでくれ」

「…………ふ、ふぁい」

　フェリシアにとって大だい嫌きらいな男に下着姿のまま鏡の前でポーズを決めている所を見られることの精神的なダメージは計り知れないものであった。

　しかもその上、担任の先生から説教を食くらうというＷパンチである。

　結果――。

　下着姿のまま地面にペタンと腰こしを落とし、涙目になってしまうフェリシア。

　そんな彼女の様子を目の当たりにした空太は、言われようのない罪悪感を抱くのであった。




×　×　×




「はぃぃぃいいい!?　それは一体どういうことですか静流先生!?」

「どうと言われても……言葉通りの意味に受け取って貰って構わないよ。これから貴様には皐羽と同じ部屋で生活をして貰う」

「ぜ、絶対に無理ですよ！　こんな変態と同じ部屋で一晩を共にしろだなんて……飢うえたライオンを入れた檻おりの中に子ウサギを放り込むようなものです！」

「聞いてないですよ！　俺おれも男女が同じ部屋で寝ね泊とまりするなんて無理があると思います！」

「悪いがこれは決定事じ項こうだ。文句があるのならば、私ではなくこの判断を下した学園長に直訴してくれ。尤もつとも私個人の意見を言うのならば今後同じクラスに所属する《特待生》同士を相部屋にするという判断は妥だ当とうなものだと思うがな」

「「…………」」

　空太＆フェリシアは一様にして取り乱してしまう。

　静流曰いわく。

　急きゆう遽きよ入学が決定した空太の部屋は現在改装準備中であり、それまでの間の一時的な措そ置ちとしてフェリシアの部屋に間借りされることが決定したと言うのだ。

（無理無理無理ッ！　そんなの絶対に無理……ッ！）

　フェリシアにとってこの決定は是ぜが非でも覆くつがえさなければならないものであった。

　何故ならばそれは――。

　これから彼女が目の前の男と一日中、顔を会わせながら生活しなければならないことを意味するのだから――。

「私からは以上だ。二人ともこれからは共に将来を期待されている《特待生》同士、仲良くするように。特にフランベルク。

　皐羽は天空都市にやってきたばかりでまだまだ分からないことも多い。中等部から上がった先せん輩ぱいとして彼のことをサポートしてやってくれ」

「…………」

　あからさまに「腑ふに落ちない」というフェリシアの表情を受けて視線を強める静流。

「言っておくがこれは担任命令だ。故ゆえに貴様に拒きよ否ひ権けんはない」

「……はい」

「よろしい。生あい憎にくと明日の授業の準備があるのでな。それでは私はここらで失礼させて貰うよ」

　そう言い残し、静流は部屋を後にした。

「…………」

「…………」

　カチカチと時計の秒針が刻まれる音だけが部屋に響ひびく。

　静流が去った後の部屋は、腐海のように淀よどんだ空気がその場を支配していた。




×　×　×




　それから。

　暫しばらくの時間が経過した後。

「……で、貴方。いつまでアタシの部屋にいるつもりなの？」

　半ば永遠に続くかのように思われた気まずい沈ちん黙もくを破ったのは、フェリシアであった。

「悪い。とりあえず今晩は何も言わずに泊とめてくれないか」

「……はい？　突とつ然ぜん何を言い出すのよこのド変態！　そんなのアタシが認めるはずがないでしょう！」

「いや、さ。俺も若い男女が同じ部屋に泊まるなんて間違っていると思うし、抗こう議ぎしようと思っている。けどさ、今日はもう遅おそいしこの時間から学園長に抗議しにいく訳にもいかないだろう？」

「……ふーん。貴方の言い分は分かったわ。けど、残念。その手には乗らないわ！　情に訴うつたえて女子を手て籠ごめにしようだなんて随ずい分ぶんと巧こう妙みような手口を使うじゃないのこの性犯罪者！」

「……だからあれは事故だって」

「あー。そうですか。一日に二回も人の下着姿を見ておいて事故ですか」

「仕方ないだろ。偶ぐう然ぜんそうなっちまったんだから」

「この期ごに及んで言い訳ですか。貴方は何？　少年漫まん画が誌しに連れん載さいしているラブコメ漫画の主人公にでもなったつもりなの？　その内、転んだ拍ひよう子しに女子のスカートの中に頭を突っ込みながら下着を脱ぬがすようなことがあっても『あれは事故だ！』だの『これは不ふ可か抗こう力りよくだ！』だのと言っちゃうつもりなの!?　いい加減にしなさいよ！　このエロポンタン！」

　激げき昂こうしたフェリシアはそのまま部屋の窓を全開にし、空気清せい浄じよう機きのパワーを最大出力マキシマムに設定。

「アタシはもうこれ以上、一秒たりとも貴方と同じ空気を吸いたくないのよ。分かったら即そつ刻こくアタシの部屋から出て行って。でないと本気で通報するわよ！」

「…………」

　フェリシアの身勝手な物言いに思わず空太もムッとなる。

　いくら相手が女子とは言えここまで酷い扱いを受けて黙っていられるほど、空太は弱よわ腰ごしな男ではなかった。

「通報するって何処にだよ」

「……はい？」

「お前、あれだけ怒られていた癖くせに先生の話を聞いていなかったのか？　今日からここはもう事実上、半分俺の部屋でもあるんだぞ。そんなに俺のことが気に入らないのならお前の方が出て行けば良いだろう。そうすれば全てが丸く収まる」

「…………ッ」

　空太の言い分は多少乱暴な部分もあるものの一応の筋は通ったものであった。

　けれども、フェリシアとてここで引き下がる訳にはいかない。

　いかに空太との同居が気に食わないとはいえども、今日一日で荷物をまとめて別室に転居などという芸当は不可能であるし、ここで譲じよう歩ほするのも負けを認めるようで釈しやく然ぜんとしない。

「……!?」

　瞬しゆん間かん、フェリシアの脳裏に一つのアイデアが思い浮うかぶ。

　それはフェリシアにとって自らの部屋の防衛と同時に、気に食わない相手に屈くつ辱じよくを与あたえることが出来る一石二鳥のアイデアであった。

「……分かったわ。そういうことなら特別にチャンスをあげる」

　フェリシアは高らかにそう宣言して。




「ここは騎き士しらしく互たがいに部屋の所有権を賭かけた決けつ闘とうにより決着を付けましょう」




「……決闘？」

　オウム返しに尋たずねるとフェリシアは自身の頭の中にあったアイデアを饒じよう舌ぜつに語り始める。

「そう。決闘。神機を用いた一対一の戦いよ！　この学園には学生同士の揉もめ事を解決する際に一対一の決闘を行う伝統があるのよ」

「あー。つまりは何か？　その決闘とやらで部屋の所有権を賭かけて戦うってことか？」

「そういうこと。アタシが勝てば貴方は即刻この部屋から出て行くこと。万が一貴方が勝てたら……そうね。出血大サービスよ！　アタシは貴方の下げ僕ぼくとして一生何でも言うことを聞いてあげる！」

「…………」

　フェリシアの提示した条件について検討を始める空太。

「……ケチを付けるのは好かないが、騎士としてのキャリアが違ちがい過ぎてこの決闘が対等な条件とは思えないな」

「ふふ。もちろんアタシも全力で挑いどむつもりはないわ。実はアタシも……剣術こつちの方に腕うでに覚えがあるの」

　フェリシアは帯刀した細剣レイピアに手を置きながら。




「貴方、剣術の特待生として学園に入学したんでしょ？　だったらハンデとしてこっちも剣術だけで戦ってあげる」




　高らかに宣言するのであった。







第三話　剣術　ＶＳ　剣術







　それから。

「そういう訳で決闘が終わるまでの間この部屋はアタシのものだから！」という半ば強ごう引いんな理り屈くつにより部屋を追い出されてしまい寝ね場ば所しよを失った空そら太たは、ひとまず妹である愛あい海りに相談を持ちかけてみることにした。

　空太から電話を受けた愛海は「でしたら是ぜ非ひ！　愛海のお部屋でお泊とまりして下さいませ！　お兄さまのために二段ベッドを用意しておきますから！」と、鼻息を荒あらくしながらも主張。

　この歳としになって妹と同じベッドで眠ねむることには抵てい抗こうがあるので最悪野宿することも覚かく悟ごしていた空太であったが、兄きよう妹だいで別々のベッドを用意して貰もらえるのであれば倫りん理り的てきに問題はないだろうとホッと胸を撫なで下ろす。







　次の日の早朝。

　けれども。

　そんな空太の期待は妹の魔まの手によって案の定、脆もろくも崩れ去ることになる。

　布ふ団とんを捲めくり上げながら上体を起こす、と。

　スヤスヤと気持ちの良さそうな寝ね息いきが聞こえてきた。

　皐さつき羽ば愛海。

　隣となりで寝ねていたのは、血の繋つながった妹だった。




　ちなみに全ぜん裸らだった。




「……なあ。愛海。一つ聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

「おはようございます。お兄さま。はい。なんでしょうか」

　空太が尋ねると愛海は小さく欠伸あくびをしながらも寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こする。

「どうしてお前はナチュラルに裸はだかのまま兄の布団の中に入ってくるんだい？」

　心底うんざりしたような表情を浮かべながら尋ねる空太に対して妹は、コツンと自らの頭を小こ突づき、わざとらしいドジッ娘こスマイルを浮かべる。

「申し訳ありません。どうにも愛海……最近、寝ね相ぞうが悪いみたいで」

「…………」

　ペロッと舌を出しながらもそう答える妹に対して空太は無性に苛立ちを覚えた。

「どうやったら寝相で二段ベッドに登れるのか俺には理解できないんだけど。何ど処この世界に寝相で縦たて軸じく移動をする奴がいるんだよ!?」

「えへん。愛海の寝返りはジャイロ回転により空気抵抗を最大五十パーセント軽減できますから。地上の物理法則くらい多少は無視することが可能です」

「そうか。ジャイロ回転か。ジャイロ回転なら仕方ないな」

「……あれ？　お兄さまったら今日は偉えらくご機き嫌げんなのですね」

「ん。まぁな」

　色々とツッコミたい部分はあったものの、今回に限って言えば先に無理を言い出したのは空太の方である。

　従って妹の部屋に泊まることが決まった時点で愛海の奇行に対して多少は目を瞑つぶるつもりでいたのだった。

「やはりフェリシアさんとの戦いを楽しみにしていらしているのですか？」

「……なるほど。それもあるのかもしれないな」

　妹の指摘によって空太は、自身ですら気付かなかった自らの内面に気付かされる。

　端たん的てきに言って――空太は強者との戦いの機会に飢えていた。

　数ある剣術の中でも暗殺を主眼に置いた皐羽流剣術は、本来一対一の戦いを想定して作られた流派ではない。

　だがしかし。

　自分より強い相手と戦いたいという欲求は二年前――自身の師し匠しようであり義理の父親でもある皐羽鉄てつ心しんと完全に連れん絡らくが取れなくなってからというもの、空太の中に募つのるばかりであった。

「やっぱり凄すごいのか？　アイツって？」

　何気なく尋ねると愛海の面持ちは珍めずらしく神しん妙みようなものになる。

「ええ。それはもう。彼女が持つポテンシャルは『化物じみている』の一言に尽つきますね」

「……やはりそこまでのものなのか」

　特待生という立場にいる以上、フェリシアの魔ま術じゆつ師しとしての才能が非ひ凡ぼんなものであることは容易に推おし量れることである。

　けれども、妹の口から此こ処こまでの言葉が出てくるとは……空太にとっても予想外の展開であった。

「フェリシア・フォン・フランベルク。恐おそろしい人です。愛海が極ごく秘ひのルートから調達した資料によれば彼女のスリーサイズは上から 88 66 88。

　グラビアアイドルも裸足はだしで逃にげ出すダイナマイトバディです。

　まったく何ですか。この嫌いやみな数字の並びは！　８がいっぱい……略してパイパイってことですか!?」

「いや。それを俺に聞いてどうしろと？」

「……更さらに驚おどろくなかれ、このデータは実を言いますと彼女が中学三年生の時のものなのです。愛海の見立てによれば、現在の彼女のバストサイズは優に九十センチを超こえています。このペースで彼女が成長を続ければ……卒業までには一メートルクラスに達することも夢ではないと思います。まさに……日本人離ばなれした化物じみたスペックです」

「一メートルクラス……だと……!?」

　妹に乗せられて「たしかに衝しよう撃げき的てきなサイズだったなぁ……」と想像の翼つばさを広げかけた空太であったがすぐさま軌き道どう修正を試みる。

「……って。あのな、愛海。俺が聞きたいのはそういうことじゃなくてだな」

「あはは。もちろん、分かっています。今のは軽いジョークです。強いですよ。少なくともウチの学園の生徒たちの中で彼女とまともに対たい峙じできる女の子はいないのではないでしょうか」

「……つまりは学園最強ってことか？」

「うーん。もっと正確に言うのなら学園史上最強……と言い換かえた方がいいのかもしれません。入学以来、彼女は学園の公式試合において、九十四戦九十四勝という驚きよう異い的てきな成績を残しています。

　彼女の連勝記録は演えん武ぶ学がく園えんの歴史の中でも二位にトリプルスコアを付けるほど規格外のものです。実際、彼女の実力はかの七星騎士に数えられるほどのものですし」

「……!?」

　七星騎士。

　長きに渡わたり山やま籠ごもりを続けていた空太ですらその存在については以前より把は握あくしていた。

「はは。知らなかった。というか静しず流る先生も教えてくれれば良かったのになー。まさか同居人アイツがそこまで凄いやつだったなんて」

　カラカラと笑う空太はベッドから飛び降りた後。

　そのまま身み支じ度たくを整え始める。

「お兄さま。朝の鍛たん錬れんに出かけるのですか？」

「ああ。新調した刀の切れ味も確かめておきたいしな」

　空太の手に握にぎられた大おお太た刀ちは以前から使用していたものと全く同じ形状をしていながらも、その実、新たに一つの機能が付け加えられていた。

　それ即すなわち――神機アーテイフアクトの顕けん現げん化か。

　魔術省より専用機を与えられた人間はその管理も自身に任せられることが通例となっている。

　空太が手にした刀の柄えの部分には《転移領域ドメイン》の魔術基盤コア・メソツドが埋うめ込まれ、この機能により空太は好きなタイミングで自らの専用機である閃煌エスペランザに搭とう乗じようすることができる。

　ちなみに神機の顕現化に用いる転移領域の魔術は自動魔術式スクリプト作成機能により自分の意識一つで行える仕様となっているため。

　空太のような魔術の才能に乏とぼしい者でも出し入れを自由に行えるようになっている。

「でしたら愛海もお供致いたしますので少し待っては頂けませんか。お兄さまはまだこの辺りの地理に疎うといことでしょうしお役に立てることもあると思います」

「おう。サンキューな」

　このとき愛海は相手フエリシアの実力を知りながらも臆おくするどころか――むしろ嬉うれしそうにしている実兄の様子を少しだけ恐ろしく思った。

　愛海は確信している。

　現時点では幼少の砌みぎりより共に剣術を学び、兄の才能を誰よりも近くで見てきた自分以外に知る者はいないだろう。

　実兄の持つ剣術が秘ひめる潜せん在ざい的てきな能力はそれこそ――現代の魔術社会の常識を根本からひっくり返しかねないほど『化物じみた』ものであることを――。




「……お兄さま。たとえ相手が誰であれ……愛海にはお兄さまが負ける姿だけはどうやっても想像することが出来ませんよ」




　早朝の鍛たん錬れんを行うための運動着に袖そでを通しながらも愛海は――誰に向けるでもなく一人呟つぶやいた。




×　×　×




　放課後。

　フェリシアとの決闘は演武学園三十階に存在する《決闘アリーナ》と呼ばれる施し設せつで行われる予定となっていた。

　約束の時間キッチリに空太が決闘アリーナに足を踏ふみ入れると、そこには既すでに仰ぎよう々ぎようしく魔道具レガリアを携たずさえた彼女がいた。




「ふーん。ま、とりあえず逃げないでここまで来られたことだけは評価してあげるわ」




　アリーナに入った空太の姿を見るなりフェリシアは帯刀していた細剣レイピアを抜ぬく。

　神機を顕現化する鍵トリガーとしての機能と、炎ほのお領域の魔術を構築するために必要な魔術基盤としての機能を両立したそれは、フェリシアにとって長きに渡り使用してきた愛刀とも呼べる存在であった。

　一体何処から情報を嗅かぎ付けたのか――場内の観戦席は既に超ちよう満まん員いんである。

　学園史上最強との呼び声の高いフェリシアと、話題の新入生が決闘を行うというニュースは瞬またたく間に学園中に広まっているようだった。

「うわぁ……。なんか思った以上に俺たち……注目されてないか？」

「そうみたいね。けれど、こちらとしてはむしろ好都合。貴方の醜しゆう態たいを全校生徒の前に晒さらし出すチャンスだわ」

「……自分が負けるなんてことは微塵も考えてなさそうな物言いだな」

「当然。まさか貴方……自分がどんな相手に喧けん嘩かを売ったのかすら調べないまま此処まで来たのではないでしょうね？」

「いや。残念ながらお前のことについては一通り妹から聞いたよ。驚いたよ。まさか同居人があの七星騎士の一人だったなんてな――」

「……呆あきれたわ。アタシの実力を知りながら平然としていられるなんて。貴方ってもしかして超が付くほどのおバカさん？　それとも自じ慢まんの剣術とやらによっぽどの自信を持っているのかしら？」




「――さぁな。それは自分の眼で確かめてみろよ」




　ここで空太も自らの腰に差した刀を抜く。

　空太が刀を抜いた次の瞬間。

　騒さわがしかった会場の空気は嘘うそのように張りつめたものになる。

　鞘さやから刀を抜く。

　ただそれだけの動作を此処まで美しく、優ゆう雅がに行えるものなのかと会場の人々は度ど肝ぎもを抜かれてしまったのであった。

（本当に……気に入らない男……。今に化けの皮を剥はがしてやるんだから！）

　フェリシアは自身の実力を知りながらも臆するどころか嬉き々きとして向かってくる相手に対し、複雑な感情を抱だいていた。




「「神機アーテイファクト――展開！」」




　二人が神機を顕現化したのはほとんど同じタイミングであった。

　刹せつ那な。

　空太は初めて目まの当たりにする神機を纏まとったフェリシアの姿に魅み入いってしまっていた。

　その要因となったのは過か剰じようとも言えるほどに露ろ出しゆつの激しい防護服プロテクターのデザインにある。

（噂うわさには聞いていたが……まさかこれほどのものとは……）

　何な故ぜこのようなデザインのものが世に蔓延はびこっているのかと言うと、極力衣服の類たぐいを身に着けない方が、空気中の魔ま力りよく元素を効率的に体内に取り入れることが出来るものだと最近の研究によって判明したからである。

　空太の身に着けている防護服は、「女性だらけの環かん境きようで育った乙おと女めたちには男性の裸ら体たいは目に毒だろう」という静流の判断の元、露出の少ないタイプになっているのだが――。

　どちらかというとこちらのタイプの防護服を身に着けている者の方が少数派である。

　互いに神機に搭乗した後。

　先に動いたのはフェリシアの方であった。

　フェリシアは、元よりこの決闘がまともな勝負になるとは思っていなかった。

　その根こん拠きよとなったのは二人の間に広がる圧あつ倒とう的てきな潜せん在ざい魔力量の差にある。




「――一いつ瞬しゆんでかたを付けてあげる！」




　フェリシアがそう啖たん呵かを切ると空太の視界から彼女の機体が消失した。

　魔力加速リア・ブーストと呼ばれるこの技術は、潜在的な魔力量に乏しい空太のような人間には絶対に真ま似ねすることができないものである。

　神機の動力源となっているエネルギーは大きく分けて二つある。

　それは近年の神機に標準搭とう載さいされている魔力炉リアクターと呼ばれる外付けのエネルギー源と、搭とう乗じよう者しやの魔力それ自体である。

　魔力加速リア・ブーストとは後者の動力源を使用することで、神機の速度を底上げする技術。

　乱用すれば搭乗者の魔力を枯こ渇かつさせかねないリスクを孕はらんではいるものの――。

　この技術を習得しているか否いなかで神機の最大速度には天と地ほどの差が生まれることになる。

　現に――今現在の両者の機体の最大出力差は優に二倍を超えていた。

（そこっ！）

　魔力加速を利用し空太の死角に入り込んだフェリシアはこの時点で自らの勝利を確信していた。

　何故ならば――フェリシアが魔力加速を用いて位置取った場所は空太の背後……それに加えて彼かれの機体を見下ろすことの出来る上方である。

　この背後上空からの攻こう撃げきは神機を用いた立体的な戦せん闘とうに慣れていない新入りルーキーにとって、最も対応が困難とされている箇か所しよである。

　――が、完全に死角を突ついたかのように見えたフェリシアの剣撃は寸前のところで空太の持つ刀によって受け流される結果となった。

「へぇ。ちょっと意外。貴方あなた……アタシの動きに付いて来られるんだ」

　流石さすがは『剣術使い』という異例の枠わくで学園に入学を果たしただけのことはある。




「――けど、残念でした。剣術は何も……貴方だけの十八番おはこじゃないんだからっ！」




　フェリシア・フォン・フランベルクは皐羽兄妹と同じく魔術の繁はん栄えいに伴ともない剣術という概がい念ねんが衰すい退たいした現代においては非常に珍しい剣術の心得がある少女であった。

　欧おう州しゆうのとある小国で育った彼女は幼少期より祖父からフェンシングを習った経験があり、剣術方面でも常に表ひよう彰しよう台だいの一番上に立ち続けるような天てん賦ぷの才の持ち主として周囲から評価されてきた。

　従って。

　たとえ剣術ＶＳ剣術という変則的な戦いにおいても自分が遅おくれを取るはずがないと……今の今までそのように考えていた。

　依い然ぜんとしてフェリシアに優位な態勢であることには変わりはない。

　フェリシアは互いに地に足を付けた戦では考えられない――。

　雨を降らすような剣けん撃げきの嵐あらしを上方から空太に対して浴びせにかかる。

　澄すました顔でフェリシアの剣撃を受け流し続ける空太であったが、彼女の眼めは見み逃のがさなかった。

　一連の剣けん戟げきにより空太の守りが僅わずかに崩れかけようとしていたことを――。

　勝負を掛けるのならば今が絶対の好機。




（この勝負……貰ったわ！）




　フェリシアはそのまま手にした細剣により最速の一撃を打ち浴びせる――つもりだった。

「……!?」

　けれども、完全に攻撃が決まったと思われた寸前のところでフェリシアの視界からは空太の姿は消失した。

（え……っ。今一瞬、アイツの機体が消えて……）

　自身の首筋に一本の赤い線が走ったことに気付いたのは――振ふり向き様に自らの後方にいる空太の機体を確かく認にんした後のことであった。

　――これが神機を用いた戦闘でなければ、間ま違ちがいなく即そく死しだった。

　空太の放った痛つう烈れつな一撃は、フェリシアにそう思い込ませるのに十分なものであった。




（まさかこのアタシが……剣筋を追うことすら敵かなわないなんて……）




　フェリシアの背筋に悪お寒かんが走る。

　まるで剣術という概念を超越した……得体の知れない『何か』に触ふれてしまったような筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい感覚であった。

「…………ッ」

　なまじ剣術の心得があるばかりに――この時フェリシアは確信してしまった。

　少なくとも事剣術の腕うで前まえにおいて空太かれは、自分より遥はるか高みの領域に立っているのだ――と。

（……って。しっかりしなさいよアタシ！）

　しかし、騎士として長年の経験を積んできたフェリシアのメンタルはこの程度のことで乱されるほど柔やわなものではかった。

　認めよう。

　たしかに事剣術の腕前において自分はあの男よりも劣おとっているのかもしれない。

　それならば、相手の土俵で勝負をしなければ良いだけの話。

（この勝負……思った以上に長期戦になるかもしれないな）

　何やら覚悟を決めた眼まな差ざしのフェリシアを見て空太はそんなことを考えるのであった。




×　×　×
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　それから。

　勝負の行末は空太の思おも惑わく通りに長期戦へと突とつ入にゆうしていた。

　一体……会場にいる生徒たちの何人が予想していただろうか？

　後世に間違いなく名を残すであろう学園史上最強の騎士――フェリシア・フォン・フランベルクが入学二日目の新入生ルーキーに苦しめられる展開になるだなんて。

　まともに刃やいばを交える展開になれば苦戦は避さけられないと確信したフェリシアは正面から打ち合う勝負を避け――。

　魔力加速により空太の死角に入り込み攻撃後。

　すかさず距きよ離りを取るという機動力を活いかした戦術を取っていた。




（……ッ!?　こいつの眼は三百六十度全部に付いている訳!?）




　けれども。

　魔力加速という圧倒的なアドバンテージを持ちながらもフェリシアの刃は――空太の機体に掠かすることさえなかった。

　その要因となっているのは皐羽流剣術における全十二種ある剣けん技ぎの一つである《索さく影えい》と呼ばれる技術によるものである。

　数ある剣術の中でも『暗殺』を主眼に置いた皐羽流は、現代剣術においては非常に珍しい『夜戦』をも想定した剣術である。

　自らの視界に頼たよった戦い方が出来ない夜戦においては、相手の気配を探知し動きを探さぐる能力が求められる。

　人の気配……という半ばオカルト染じみた概念の正体が、後の研究により生物が無意識の内に対外に放出する《魔力》によるものであったということが判明するまでに、人類は長年の時間を要した。

　だがしかし。

　皐羽流剣術にとっては古くより《魔力》という概念は、《氣》という言葉に置き換えられて長きに渡り認にん知ちされた存在であった。

　皐羽流剣術・参の太刀――《索影》は人間が無意識の内に対外に放出する《氣》を察知し、相手の居場所を特定する技術である。

　この技術を極きわめた者であれば、たとえ目を瞑っていたとしても相手の気配を察知しその居場所を特定することが可能である。

　故に――皐羽空太という男に死角という概念は存在しない。

　フェリシアは現在の状じよう況きように対して焦あせりを覚え始めていた。

　本来であれば魔力加速という技術は今回の戦いのように乱用が許される技ではない。

　緊急時の攻こう撃げき回かい避ひや奇き襲しゆう攻撃をかける時など、要所要所のタイミングで用いるべき技術であるのだ。

　それでもこれまで戦ってこられたのは、彼女が持つ人類が体内に持ちうることが出来る限界値とも言われている《Ｓランク級》の潜在魔力量によるところが大きかったが、流石の彼女もこの長期戦の中で疲つかれが見え始めてきた。




（……まずいことになったわね。このままでは先に《強制解除パージ》されるのはアタシの方かもしれないわ）




　強制解除とは決闘における勝利条件の一つである。

　神機とは人間の生命エネルギーの源とも言える魔力を動力源とする兵器。

　そのため。

　搭乗者の魔力が枯渇することを防ぐためのセーフティー機能として、強制解除システムが標準搭載されているのである。

（こんな時……自由に魔術が使えたら……ッ）

　自分の戦い方をさせて貰えない悔くやしさからフェリシアはギュッと拳こぶしを固める。

　もし仮に魔術さえ使うことが出来れば、間違いなく一いつ矢しを報むくいることが出来るだろう。

　当然のことながら、フェリシアにとってこのまま敗北を喫きつすることは、己おのれのプライドに賭けて許されない事態である。

　けれども、自らが提示した戦いのルールを破るような行いは彼女にとってそれ以上に許せないものであった。




「……いいよ。使ってみろよ。魔術」




　ポツリ、と。

　空太は唐とう突とつにそんな言葉を口にする。

「……はい？」

「いや、さ。なんというか気が変わった。俺おれとしても本気でない相手と戦っていても退たい屈くつだし。本気を出したお前の実力を見たくなった。だからさ。事前のルールとか無視して魔術を使ってきても俺は全然構わないぜ」

「…………」

　このとき空太は気付かなかった。

　純じゆん粋すいに強い相手と戦いたいという欲求から生じた発言がフェリシアのプライドを深く傷つけるものであったことを――。




「……さない」




「……ん？」

「……許さない。その発言……絶対に後こう悔かいさせてやるんだからっ！」

　この男は一体……どこまで自分のことをバカにすれば気が済むのだろうか。

　フェリシアが激昂した次の瞬間。

　彼女が手にした魔道具が魔力を帯びて紅色のオーラに包まれる。

　その直後、彼女の魔道具から放たれたのは炎領域魔術の中でも《基本魔術》に位置する《火炎球フアイア・ボール》と呼ばれる魔術であった。

「……!?」

　しかし、空太は正面から飛んでくる《火炎球》を見るなり戸と惑まどいを覚える。

　何より圧巻なのはそのサイズ――。

　彼女の放った《火炎球》はかつて空太が地上で見たそれと比ひ較かくして優に十倍を超える大きさであった。

（おいおい。マジかよ!?）

　空太は未いまだかつてこれほどまでに強力な魔術を見たことがなかった。

　しかも、これが魔術の中でも初歩の初歩である基本魔術に属するものだと言うのだから炎領域最強の騎士の名は伊だ達てではない。

「……クッ」

　空太は皐羽流剣技の一つである《瞬しゆん脚きやく》を使ってこの窮きゆう地ちを回かい避ひする。

　会場の生徒たちは、瞬間移動を使ったかのようにして回避してみせた空太の動きを見て歓かん声せいを上げる。

「……本当に舐なめられたものだわ。この期ごに及およんでまだそんな技を隠かくし持っていただなんて」

　ここまで来ると一周回っていっそのこと清すが々すがしくすらある。




「けれども、その余よ裕ゆう……一体いつまで続くかしら？」




　何処か嬉しそうにフェリシアが笑えみを零こぼした次の瞬しゆん間かん。

　彼女の神機の左右に備え付けられた強化外腕ストレングスアームが駆く動どうを始め、幾いく重えにも文字列が連なった魔ま方ほう陣じんが発現する。

　彼女が構築しているのは《応用魔術》と呼ばれる高度な技術を要するものであった。

　応用魔術とは――。

　魔術基盤というパッケージに対して標準的に搭載されている《基本魔術》を術者の裁量によりその機能を拡張したものを指す。

　この機能拡張技術は一いつ般ぱん的てきに追加実装オーバーライドと呼ばれており、幾重にも追加実装オーバーライドを重ねることで魔術の威い力りよくを飛ひ躍やく的てきに伸のばすことが可能になっている。

　フェリシアが構築した魔術は炎の基本魔術である《火炎球》に《攻こう撃げき範はん囲い拡張》という追加実装を加えた《炎衝波フレイム・ウエーブ》と呼ばれるものであった。

　両側の強化外腕ストレングスアームから放たれる《炎衝波フレイム・ウエーブ》はアリーナ全体を覆おおい尽くすかのような勢いで広がっていく。

　空太は日々の鍛錬により培つちかってきた超ちよう人じん的てきな反射神経を以もつて、なんとかこれを回避しようと試みる。

　が、数ある炎魔術の中でも攻撃範囲に特化したそれを完全に避け切ることは敵わなかった。

「……ッ」

　ジリジリと皮ひ膚ふの表面が焼けるような激痛が走る。

　折しもそれは今回の決けつ闘とうにおいて空太が初めて受けるダメージとなった。




「ふふ。貴方の力はそんなものなの？　もっとアタシを楽しませなさい！」




　元よりフェリシアが搭乗している神機――《真スカーレツ紅ト・ノヴア》は空太の《閃煌エスペランザ》とは対照的に遠えん距きよ離りからの魔法攻撃を放つことに特化した神機である。

　従って魔術を構築し始めてからの彼女は、水を得た魚のように自らのペースを取り戻もどしていた。

　相手の接近を炎の壁かべで阻はばみながらも、遠距離から一方的に強力な魔術を打ち出すフェリシアの戦闘スタイルは空太から徐じよ々じよに余裕を奪うばっていく。




（ああ。久しく忘れていたな。この感覚……）




　空太は久方振ぶりに味わう強者と戦うことが出来る喜びを噛かみしめながらも、一寸ちよつとの見切りにより彼女の攻撃を避け続ける。

　けれども。

　そう簡単に攻撃を躱かわし続けられるほど炎領域最強の名を冠かんする彼女の攻撃は生なま温ぬるいものではなかった。

　時間の経過と共に空太の気力と魔力は徐々に削けずり取られていく。

　アリーナの壁かべ際ぎわに追いつめられた空太は逃げ場を失い絶体絶命の窮地に陥おちいっていた。




「……ようやく追いつめた。楽しかったわよ。正直貴方が此処までやる男とは思わなかった。本当にちょっとだけだけど……貴方のこと見直したわ」




「はは。そりゃあどうも」

「……けれども、長かった勝負もこれで終わり。これが最さい後ごの攻撃よ！」

　強化外腕ストレングスアームから放たれた《炎衝波》は空太の周囲を取り囲み、素す早ばやくその退路を断たつ。

　この時――会場にいた誰だれもが空太の敗北を予想し……同時にフェリシアの勝利を確信した。

　たった一人……空太の妹である愛海を除いては――。

　異変が起きたのは、ほんの一瞬――。

　フェリシアの放った炎の魔術が空太の体に命中する寸前のことであった。




「何が……起きたの……？」




　フェリシアの視界に映ったのは、自らが構築した魔術が直撃しながらも平然としている決闘相手の姿であった。

「まさか……あのフェリシア様が構築コーデイン不備グ・エラーを起こすなんて……」

「うーん。流石の彼女も長期戦で集中力を乱していたのかしら……」

　見学席にいた生徒たちは一様にして今回の出来事をフェリシアが魔術の構築に失敗したためと考えていたが、当事者である彼女は違ちがった。

（違うっ！　アタシが構築した魔術は完かん璧ぺきだったはず！）

　思い返せばこの状況は自分が初めて空太と相対した時のものと酷こく似じしていた。

　つまりこの状況は一時の偶ぐう然ぜんによるものではなく、彼が必然的に狙ねらって起こしたものに違いない。

　けれども、ならば一体何故？

　どうして自分が構築した魔術は、相手に命中する前に消失してしまったのか。




「ふふ。これこそがお兄さまだけに許された能力ちから――」




　決闘の様子の一部始終を見ていた愛海は不敵な笑みを浮うかべる。

「……魔術という絶対の理ことわりを打ち破る可能性を秘めた――世界にたった一つの剣技です」

　この一連の出来事について、相手が構築した魔術の最重要クリテイカル基点・ポイントを神速の一撃によって破は壊かいし、魔術のロジックを根本から消しよう滅めつさせるという空太だけが会え得とくしている剣技。

　皐羽流剣技――終つい新しん・二の太刀《破は鬼きの皇こう剣けん》が引き起こしたものであることは会場にいる者の中でも愛海だけが気付いていた。

　目の前で一体何が起きているのか……理解が追い付かずに静まり返るアリーナ。




「貴様ら！　一体何をしている?!」
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　と、それまでの静せい寂じやくとした空気から一転。

　突とつ如じよとしてスピーカーの音割れと共に凄すさまじい怒ど号ごうがアリーナの中で響ひびき渡る。

「皐羽。それにフランベルク。私は昨日言わなかったか？　同じ特待生として共に仲良く学園生活を送るように……と」

「し、静流先生!?」

「それなのに一体この様はなんだ!?　説明してみろフランベルク！」

「これはその……違うんです！　アタシたちはアタシたちのやり方で平和的な問題解決を試みた結果と言いますか……」

「――情けない。この期に及んで言い訳か？　どちらにせよ担任の許可なくアリーナを使用することは校則で固く禁じられている。二人とも後で第三訓練室まで来るように。教師の命令に背そむくとどんな処しよ罰ばつが待っているか……じっくりと時間をかけて分からせてやろう」

「「…………」」

　こうして二人の決けつ闘とうは中断されて引き分けという形で決着を迎むかえることになる。

　神機を解除し制服姿に戻った二人は暫しばらく静流からの説教を聞かされることになるのであった。




×　×　×




「なんというか……一周回って元の鞘に収まっちまった感じだな」

「そうね。今回の戦いの続きは次の機会に持ち越すとしましょう」

　決闘終しゆう了りよう直後。

　二人はそんなやり取りを交かわしながらもアリーナを後にしようとしていた。

（なにかしら……この気持ち……）

　決闘の結果こそ消化不良なものに終わってしまったものの、フェリシアの気分は不思議と晴れやかなものであった。

　一体いつ以来だろうか？

　自分がこんなにも一人の相手に苦戦を強しいられるなんて――。

　戦いの後、フェリシアの胸を満たしたのは皐羽空太という人間が培ってきた《剣術》に対する純粋な興味であった。

（……知らなかった。こいつの背中ってこんなに大きかったんだ……）

　目の前を歩く少年の背中を見ながらもフェリシアは考える。

　思い返してみれば、こうしてまともに空太かれのことを眺ながめるのは初めてのことかもしれない。

　フェリシアの興味は自らの《魔術》を打ち負かした《剣術》から、次し第だいにその使い手自体にシフトしていく。

（……って。一体何ど処こを見ているのよアタシは!?）

　無意識の内に視線が空太の背中を追っていることに気付いたフェリシアは、胸の奥おくがザワつくような……未知なる感情を覚えるのであった。




×　×　×




「……それで結局。部屋の割り振りはどうしようか？」

　部屋に戻った二人は事前の取り決めであった部屋の所有権の問題についての相談を始めていた。

「認めたくはないけど……今回はアタシの完敗よ」

「ん。……どうしてだ？」

「当然でしょう。事前の取り決めを破って魔術を構築したのにも拘かかわらず、アタシは貴方のことを追いつめることが出来なかったのだから」

「いや、魔術を使っても良いって言ったのは俺の方だったし……そこは別に関係ないんじゃないか？」

「関係大ありよ！　なんというか……このまま引き分けってことにされるのはアタシのプライドが許さないのよ！」

　感情を露あらわにしながらもフェリシアは自らの胸の内を打ち明ける。

「正直に言ってアタシはこの決闘がまともな勝負になるとは考えてもいなかったわ。だってそうでしょう？　入学してたった二日の新入生が学園ランキング戦トップのアタシとまともに戦えるなんて誰が考えるって言うのよ。

　それなのに結局……アタシの剣は一度たりとも貴方の機体に届くことはなかった。だから今……アタシの胸の中は敗北感で一いつ杯ぱいなの。本当に驚おどろいたわ。まさかこの学園でここまでアタシのことを追いつめる生徒が現れるなんて思ってもみなかったんだから……」

「……奇き遇ぐうだな。俺も今回の勝負は全く自分が勝ったっていう気がしないんだ。だってお前……本気で魔術を使い始める前の段階で既に体中の魔力のほとんどを神機の駆動に使っちまっていただろ？」

「……そ、それはそうかもしれないけれど」

（こいつ……戦いの最中にそんなことまで気付いていたわけ……!?）

　未だに底を見せない空太の実力を目の当たりにしてフェリシアは驚きよう愕がくする。

「もし仮にお前が最初から全力を出して戦っていたら……負けていたのは俺の方だった。……たぶん、だからだろうな。全く勝ったっていう気分になれないんだ。だから……今回の戦いは俺の負けでいいよ。このまま俺の勝ちってことにされても譲ゆずられているみたいで納なつ得とくいかないし」

「そんなこと言い出したらアタシだって同じよ！　このままじゃ勝ちを譲られた気がして納得できない！　だから貴方は大人しくアタシに勝ちを譲られておきなさい！」

「…………」

　頑かたくなに自らの主張を変えようとしないフェリシア。

　暫くすると空太は何か考えが浮かんだのか、悪いた戯ずら心ごころを起こした少年のような笑みを浮かべる。

「分かった。なら俺の勝ちってことでいいや。けれど、そうなるとお前は一生俺に対して服従を誓ちかう下げ僕ぼくってことになるけどそれで良いのか？」

「……え？」

　一瞬「何を言われているのか分からない」と言いたげな表情で体を硬こう直ちよくさせるフェリシア。

「まさか事前の取り決めを忘れたわけじゃないよな？　俺の記き憶おくが正しければ俺が負けた場合は俺がこの部屋から出て行くこと。お前が負けた場合、お前は俺の下僕として一生何でも言うことを聞いてくれるっていう話だったと思うんだけど」

「………ッ!?」

　まさか自分が敗北するとは夢にも思わなかったのだろう。

「も、もちろん！　覚えているわよ！　当然じゃない！」

　暫しばしの沈ちん黙もくの後。

　あたかもたった今思い出したかのような口ぶりで肯こう定ていするフェリシア。

「そうか。ちなみに当然命令にはエッチな要求も含ふくまれているがそれについても問題ないよな？」

「……へ？　…………へ？」

　何を言われているのか理解することが出来ずフェリシアは悪戯に目を白黒とさせる。

　幼少の頃ころより男子禁制のカトリックスクールで育ち、中学に上がってからはずっと天空都市で生活してきたフェリシアにとって、男という生物はほとんど未知と言って良いほどの存在であった。

　男性に対して全く興味がなかったという訳ではなかったものの、『とある過去の出来事』により『強くなること』のために己が人生の大半を魔ま術じゆつの修しゆ行ぎように捧ささげてきたフェリシアにとっては、色いろ恋こい沙ざ汰たに時間を割さいている余裕はなかったのである。

　そんなこんなで彼女の保有する性知識は、中学三年生の時に同級生である沙さ紀きから教えを乞こうまでは、『どうやったら赤ちゃんが生まれるか？』を正確に説明することすら出来ない有様であった。

「だってお前言ったじゃん。負けたら俺の下僕として何でも言うことを聞いてくれるって」

「うぅぅ……」

　正論を言われたフェリシアの口からはグゥの音も出なかった。

「ごめんなさい。アタシ……そういうことに疎うとくてよく分からないのだけれど……。もしかしてそれはその……貴方が……アタシとその……せ、性せい交こう渉しように及びたいという意味……なのかしら？」

　声を震ふるわせながらもフェリシアは、怯おびえたような表情で確認を取る。

「……お、おう」

　空太としては頑なに自らの主張を曲げようとしないフェリシアに対して軽くからかってやるつもりでの発言だったのだが。

　ここまで真しん剣けんに受け止められてしまうと、何とも言えない罪悪感が芽生えてしまう。

（……お、落ち着くのよ。フェリシア・フォン・フランベルク。サキだって言っていたじゃない。地上の女の子たちは普ふ通つう、アタシたちくらいの年ねん齢れいになればそういうことを経験するものだって。けれど……このまま行くとアタシはこの男にあんなことや、こんなことをされてしまうのかしら……）

　気持ちを落ちつけようと呼吸を整えるフェリシアであったが、頭の中の想像は止めることができない。

　独りよがりな妄もう想そうを膨ふくらませ続けた結果。

　フェリシアの頬ほおは熟れたリンゴのように赤くなっていく。




「ふがああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　と、何を思ったのか突如としてフェリシアは、奇き声せいを発しながら自らのベッドにダイブした。

　そして紅潮した顔を枕まくらで隠しながらも、やっとの想おもいで自らの胸の内を吐と露ろする。

「うぅぅ……。やっぱり、いきなりそれは無理っ！　物事には順序ってものがあるのよ！」

　空太は「順序さえ踏ふめば問題ないのかよ！」というツッコミを入れたい気持ちを我が慢まんしつつも謝罪の言葉を口にする。

「いや。悪かった。全部その……冗じよう談だんだから。お前があまりにも頑がん固こな態度を取るものだから少しからかってみたくなっただけなんだ」

「冗談……ですって……？」

　全身からメラメラと怒いかりの炎ほのおを発するフェリシア。

　その眼光から放たれる強きよう烈れつな殺気は、長年培ってきた剣けん士しとしての勘かんが空太の脳のう髄ずいに全力で「ここは逃にげろ！」という警けい鐘しようを発するほどのものであった。

「お、おう。本当悪い。すまなかったと思って……ごふっ?!」

　空太が言いきる前にフェリシアの方から枕が飛ぶ。

「よ、よくもこのアタシの……乙女の純情をモテ遊んでくれたわね！　この変態！　変態デビル！」

「変態デビル!?」

　まっとうな人生を送っている人間ならば、一生言われる機会がなさそうな罵ば倒とうを受けて軽くショックを受ける空太。

「……よし！　決めた！」

　と、何を思ったのかフェリシアはベッドの上に立ち唐突に高らかに宣言をする。




「貴方……今日からアタシと同じ部屋に住みなさい！」




「……え？」

「アタシ……今日の戦いが終わってから色々と考えていたんだけど……やっぱり貴方のことを部屋から追い出すのは危険だわ。だって追い出したところで結局……誰かが貴方と相部屋にならなければならないかもしれないじゃない。

　どちらにせよ誰かが犠ぎ牲せいにならなくてはいけないのなら……やっぱりそこは学園を代表してアタシが責任を取らなきゃいけないのかなって……」

　フェリシアはあえて言葉を省いたが。

　彼女の中には、自分を打ち負かした男の強さの秘密を近くで見てみたいという気持ちもあった。

「……何気に酷ひどい言い草だな。けど、いいのか？　男と二人きりで同じ部屋で生活だぞ？」

「問題ないわ。部屋の中央をカーテンで仕切れば互たがいのプライベートはある程度保てるでしょ？」

「カーテン……か……」

　効果がないとは言わないものの、果たしてそんな簡単に行くものなのかと空太としては疑問であった。

「…………はっ。も、もしかして貴方またいやらしいことを考えているんじゃないでしょうね!?」

「……え？」

「言っておくけど……今度着き替がえている最中とかにアタシのことを覗のぞいたら容よう赦しやしないからね！　そのときこそ絶対に部屋から出て行って貰もらうんだからっ！」

「なんか色々と言っていることが矛む盾じゆんしてないか!?」

「うっさい！　結局勝負は引き分けだったんだから部屋も半分ずつ使うのが一番理に適かなっているでしょう？」

「……まぁ、それはそうかもしれないけど」

　空太としては異性と同じ部屋で二人きりの生活……という状況に嬉うれしさ半分、不安が半分の気持ちである。

　けれども。

　前向きに考えれば「これは女性に対する免めん疫えきを付ける良い機会かもしれない」と強ごう引いんに自分を納得させることにした。

「あ、それと！　これからはルームメイトになるんだからいつまでも『お前』呼ばわりは止やめなさいよね！　アタシのことは今後キチンと名前で呼びなさい」

「はいはい。分かったよ。フェリシア」

　言われた通りに名前で呼んでみる空太。

「…………」

「ん。どうした？」

　と、フェリシアは何な故ぜか赤面しながらも体を小刻みに震わせていた。




「き、急に馴なれ馴れしく呼ばないでよバカッ！」




「ふごッ!?」

　唐突に枕を顔面にぶつけられた空太は鈍にぶい悲鳴を上げる。

「ちょっと待て。今のは理り不ふ尽じんにもほどがあるだろ！　いきなり何てことしてくれるんだよお前はさ!?」

「それはこっちの台詞せりふよ！　年とし頃ごろのレディに対していきなりファーストネーム……しかも呼び捨てで呼ぶだなんて信じられない！　貴方は何？　アタシの心臓を過労死させるつもりなの!?　これはレッキとした犯罪！　労働基準法違い反はんよ!?」

「あー。分かったよ。じゃあ呼び方を変える」

「……ふんっ。それが当然よ」

「これからよろしくな。フォンさん」

「フォンさん!?　……って、何処の中華系民族よ！　どうしてそこでミドルネームをチョイスするの!?　そんな斬ざん新しんな呼ばれ方をされたのは生まれて初めてだわ!?」

「面めん倒どう臭くさいやつだな。そんなに言うんだったら自分でどう呼ばれたいのか指定してくれよ……」

　フェリシアは一つ溜ため息いきを吐はき。

「……こうなったらもう普通に『フェリシア』で良いわ。貴方のマイペースっぷりを見ていたら気にしているこっちがバカらしくなってきちゃった。その代わりアタシの方もこれから貴方のことを『空太』と呼ばせて貰うからね。それでこそ対等でしょ」




「……了りよう解かい。これからよろしくな。フェリシア」

「こちらこそよろしくね。そ、空太……」




　紆う余よ曲きよく折せつを経たものの――。

　部屋の所有権問題は仲良く半々に分けることで決着が付くことになる。

　こうして演武学園における《魔術》と《剣術》の特待生たちの奇き妙みような同居生活は、スタートするのであった。







第四話　それぞれの思おも惑わく







　それは――五年前のとある日の出来事。

　いつものように空そら太たが実家近くの山やま奥おくで剣術の修行に励はげんでいたときのことであった。




「……師し匠しよう。それで俺は一体いつまでこの修行を続ければいいんだ？」

「無論。お前が成功するまでだ」




　師匠こと皐さつき羽ば鉄てつ心しんは、傍そばにいる弟で子しの愚ぐ痴ちを聞き流しながらも岩場の陰かげで難解な魔術関連の書物を読み耽ふけっていた。

　空太にとって師匠は近いようで遠い――水面に映した月のように掴つかみ所のない存在であった。

　その男はとにかく自分のことについて多くを語ろうとしない。

　普ふ段だんは空太たち兄きよう妹だいに対して熱心に剣術の指導を施ほどこしているのだが――。

　そうかと思えば唐突に音おと沙さ汰たもなく自分たちの前から姿を消して、一週間以上も家を空ける日すらあった。

　空太たち兄妹が「一体何処で何をしていたのか？」と問い詰つめてもまともな答えが返ってきた例ためしはない。

　そのため。

　空太は頑なに自らを打ち明けようとしない義父の態度に対して、一いち抹まつの不安を覚えることがあった。

「クソッ！　いい加減にしてくれよ！　これでもう二週間もずっと洞どう窟くつの前に立ちっぱなしだぞ！　そろそろ体を鍛きたえておかないと剣の腕が錆さび付いちまうよ！」

「責任を他人に押おし付けるな。たとえ剣の腕が鈍ったとしてもそれはいつまで経たっても上達の成果を見せないお前が悪い」

「……ッ。だからって常識的に考えれば誰にでも分かるだろ。風なんか斬きれっこないってことくらいはさ！」

　空太は二週間ほど前から洞窟の前に立ち続けて『吹ふき抜ぬけてきた風を斬る』という修行を課せられていた。

　修行に入る前に鉄心が一度、実演を見せてはいたものの、当時の空太にとって『風を斬る』ということは天上の雲を掴むのと同じくらい不可能なものに思えてならなかった。

　事実。

　こうして二週間も洞窟の前に立ち続けては時折、吹き抜けている風に向かって刀を振ふり回しているものの――。

　その剣筋は空むなしく空から振ぶりを続けるのみであり、一向に上達の手て掛がかりを掴めずにいた。

「……仕方ねえな。ここらで一つ種明かしでもしてやろうか」

　そろそろ空太の不満が限界に達する頃ころ合あいかと見計らい鉄心は、手にした本をそっと閉じてアドバイスを送る。

「たしかにお前の言う通りそれが自然に発生した風なら斬ることは出来ねえが、ここの洞窟から吹き抜ける風は特別でな。洞窟全体が一つの魔術基盤コア・メソツドのような働きをしていて魔ま術じゆつと同じ法則に則のつとった風が吹くんだぜ？　前に教えたことがあったよな？　たとえそれが何であれ魔術に関わるものであれば斬れないもんはねえ。こういうパワースポットみたいな所っていうのは実は全国各地にあるんだよ」

「これが……魔術……？」

「おうよ。なまじ視みえないものだからこそ斬れないものだと思いこんじまっているんじゃねえのか？　いいか空太。風全体を一つの塊かたまりとして捉とらえてみろ。お前がこれまで散々肌はだで受けてきたそれは風であって風ではない……一定のロジックに基もとづいて構成された魔力元素の集合体だ」

「…………」

　鉄心のアドバイスを受けた空太はそっと目を閉じて次なる機会を窺うかがった。

　それから暫く時間が経過し――空太の集中力が弱まりかけようとしたそのときであった。

　洞窟の奥から一陣の風が吹き抜ける。

「…………!?」

　空太の視界に映ったそれは鉄心の言う通り。

　風であって風とは異なる――無数の線で結ばれた大小様々なサイズの魔晶物オブジエクトの結合体であった。

　空太の反応を目まの当たりにした鉄心は心の中で動どう揺ようを隠せないでいた。

（まさかこいつ……もう視えるようになってきたのか……？　予定より二カ月ほど早い。この俺ですら……その領域ドメインに立つまでに一年はかかったというのに……）

　今までとは全く違う世界。

　まるで突如として宇宙の中に投げ出され初めて地球の外から星々を眺めたかのような――この世のものとは思えない不思議な光景を目の当たりにした空太は暫くその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「……悪い。師匠。ちょっと一回休きゆう憩けいを挟はさんで昼飯にしよう」

「なんだよ。もう諦あきらめちまったのか？」

「いや。どうにも今の刀が手に馴染まないというかしっくりと来ないんだよなぁ……。この刀ではどうやったって『アレ』を斬れるイメージが湧わいてこないんだ。先に道場に帰って刀を替えてくる」

「別に構わないが。今月でそれ何度目だ？　まぁ、道具に拘こだわるようになってきたっていうのは悪いことではないけどな」

「…………」

　――自分の商売道具を大切に出来ないやつは一生その道のプロにはなれない。

　思い返してみれば、この言葉こそが空太が初めて鉄心より教わった剣術を修めることに対する心構えであった。

　空太の興味は次第に鉄心が腰こしに差している年季の入った刀それにシフトしていく。

「そう言えば師匠はその刀……どれくらい使っているんだ？」

「俺おれか？　俺はもう十年以上こいつを使っているよ」

「十年も!?」

「おうよ。長年剣士をやっていれば誰だって自分にとっての最高の相棒を見つけられる日がくるものなんだよ」

「……そういうもんなのかなぁ」

　未いまだ釈しやく然ぜんとしない様子の空太に対し、鉄心は何か覚かく悟ごを決めたかのような面おも持もちで。

「なあ。空太。こういう話を知っているか？」

「……なんだよ急に？」

「昔、俺がまだ子供ガキだった頃。親おや父じから繰くり返し聞かされていた神話の中にこういう伝説があるんだよ。――その刀は誰よりも強さを求めし者に与あたえられる。――その刀はあらゆる絶望を穿うがつ矛ほことなる。その刀を手にした者はこの世界の森しん羅ら万ばん象しようを総すべる――覇は者しやとなる資格が与えられる」

「……神話？　師匠ってそういうオカルトを信じる性質だったか？」




「――その刀の名は《神聖剣アークブレイド》。長年に渡わたり俺が探し求めてきた最強の剣士にのみ与えられる業わざ物ものさ」




　何故、あのとき義父が唐とう突とつにそんなことを言い出したのか。

　空太は未だにその答えを見いだせずにいる。

「……よく分からないけど、それは可お笑かしな話だな。最強の剣士に与えられる刀ならどうして師匠は未だにその刀を探し求めているんだ？」

　けれども。

　そのとき義父が見せた何処か影かげのある眼まな差ざしは今でも鮮せん明めいに思い描えがくことが出来る。

「フフ……。今なら分かる。どうして天は俺にその刀を与えなかったか。簡単なことだ。結局……天が選んだのは俺でなくお前の方だったということか……」

「……師匠。何言っているんだよ……。俺が師匠を超こえられる日が来るとするのならばそれはアンタが墓の下に入る時だぜ」

「おいおい。俺は本気だぜ。空太。お前はいつの日か俺を超える剣士になるだろう。必ずな……」

「…………」




×　×　×




「……空太。ねぇ、空太。聞いているの？」

　それから翌日のこと。

　空太とフェリシアは神機アーテイフアクトをメンテナンスするための機材にゾウキン掛がけをしていた。

「……あ。うん。聞いているよ」

「ちょっと！　ボサッとしないでよね！　見てみなさいよ！　この山のような機材の数々を！　うぅぅ……。そもそもどうしてアタシがこんな仕事をしなくちゃならないのよ……」

「仕方ないだろ。むしろ静流あの先生の命令に背いた罰ばつ則そくがこの程度のもので良かったと前向きに捉えなくちゃ」

「はぁ……。貴方あなたのその無む駄だに前向きなメンタルが羨うらやましいわ。こんな雑用をしている暇ひまがあったらアタシは一秒でも長く魔術の修行に時間を割いていたいのに……」

　先日の決けつ闘とう以来――。

　空太に対するフェリシアの態度は明らかに軟なん化かしていた。

　そのきっかけを作ったのは自らの『魔術』を打ち負かした空太の『剣術』に対する惜おしみなき『賞賛』と『興味』に他ならない。

　現代を生きる人間ならば小学生でも理解しているこの世界の常識として、『剣は銃じゆうには勝てず、銃は魔術には勝てない』という言葉がある。

　フェリシアの脳のう裏りに焼き付いて離はなれないのは、先日の決闘の最後に放った魔術が空太の剣術により一方的に打ち消される光景であった。

　――魔術が剣術に敗れる。

　果たしてそんなことがあり得るのだろうか？

　もし仮にそんなことが実現してしまえば、目の前の少年はこの世の常識を同時に二つも破ることになる。

　一体どれほどの研けん鑽さんを積み重ねれば、かような奇き跡せきを起こすことができるというのだろうか。

　先日の決闘を終えてからというもの空太に対するフェリシアの興味は尽きなかった。

　この人の戦いをもっと近くで見ていたい――。

　フェリシアの想いは時の経過と共に強さを増すばかりであった。

　故ゆえに彼女は空太に対し……とある重大な相談事を持ちかけることにした。

「ねえ、空太。唐突な話で悪いのだけど……」

「ん。なんだ？」




「アタシ専属の守護騎士ガーデイアンになってみない？」




「……？　守護騎士？」

　まるで初めて聞く単語を耳にしたかのように呆然とした表情の空太。

　フェリシアは「そうか。まずはそこから説明を始めないといけないのか……」と独り言のように呟つぶやいた後。

「なら質問を変えましょうか。空太は世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアって聞いたことがある？」

「んー。まぁ、言葉くらいなら」

　世界魔術決闘舞台。

　それは五年に一度開かい催さいされる空装騎士たちの戦いの祭典である。

　前衛を務める守護騎士と後衛を務める攻魔騎士ソーサリーがペアになって世界最強の称しよう号ごうを賭かけて競きそい合う。

　優勝者にはこの世界を総べる覇者に成り得るだけの莫ばく大だいな富と権力が与えられているとされており、開催時には世界各国から選よりすぐりの騎士たちが集つどう。

「良かった。それなら話は早いわ。世界魔術決闘舞台は簡単に言ってしまえば二人一組で出場する世界最大規模の空装騎士の決闘の場よ。そこでは前衛を務める人を守護騎士、後衛を務める人を攻魔騎士って呼ぶことになっているの」

「ん。ちょっと待てよ。ていうことはまさかさっきの言葉……俺とその世界魔術決闘舞台とやらに二人で出場したいって意味なのか？」

「早い話がその通りよ。どうかしら？　前向きに考えてくれると嬉しいのだけれど……」

「……どうして俺なんかが？　他にお前の実力に見合った奴やつはいくらでもいるんじゃないか？」

「……いいえ。おそらく守護騎士としての素質において貴方を上回る人なんてそうそういないと思うわ」

　フェリシアはそう前置きした上で空太に対して守護騎士の役割について説明する。

　曰いわく、

　守護騎士の役割は大きく分けて二つある。

　一つ目は近～中ちゆう距きよ離り戦せん闘とうによって相手の陣じん形けいを崩くずし攪かく乱らんすること。

　二つ目はパートナーである攻魔騎士を敵の攻こう撃げきから守り味方の魔ま術じゆつ構築時間を少しでも稼かせぐこと。

「空太。前々からずっと気になっていたのだけれど……貴方がアタシとの決闘の最後で見せたあの技わざ……。もしかして貴方の剣術は相手が構築した魔術を一方的に打ち消すことが出来るのではないのかしら？」

「……まぁ、色々と必要な条件はあるけど、出来るか出来ないかで言えば出来るってことになるのかな」

「…………」

　剣術により魔術を打ち消す。

　事前に予想はしていたものの、全国の敬けい虔けんな魔術信しん仰こう者しやが聞けば即そく座ざに猛もうバッシングを貰いかねない言葉を受けて、フェリシアは一いつ瞬しゆん、背筋が凍こおるかのような感覚を覚えた。

「差さし支つかえなければ教えて欲ほしい。どうして貴方の剣術はそんな特別なことができるのかしら？」

「……簡単に言うと、俺が修めていた剣術は普通の剣術とは少し違ちがっていて、他の剣術と比べて周囲の《氣》の流れを読むことに長たけた流派だったからなんだ」

「氣の流れを読む……？」

「氣っていうのは今でいうと魔力と同じ意味になるのかな。とにかく俺が修めている剣術は周囲の魔力の流れを読む技術に重きを置いた流派だったから、相手が構築した魔術の内容を細かく分ぶん析せきしてその魔術の最重要クリテイカル基点・ポイントを探し当てることができるんだ。

　後はその最重要基点を刀で壊こわせば、相手が構築した魔ま術じゆつを打ち消すことが出来るっていう理り屈くつだよ」

「…………」

　空太が口にした理屈は一見単純なようでいて、少しでも魔術を齧かじった経験のある者であれば、それが机き上じようの空論であることを即座に理解出来るものであった。

　魔術とは一定の規則に則ったロジックから成る魔力元素の集合体であるため、魔術を構築するための核を成している最重要基点を破は壊かいすることが出来れば、そのロジックを根本から破壊することは理論上可能である。

　最重要基点とはコンピュータソフトウェアにおけるセキュリティホールに近いものがあり、どんなに正確に構築された魔術であっても必ず何ど処こかに脆ぜい弱じやく性せいが存在するのである。

　けれども、最重要基点を肉眼で捉えることなど普通に考えれば不可能なことであった。

　喩たとえるならそれは、人間が空気中に含まれている無数の元素を肉眼で捉えられないのと同じような理屈である。

　だがしかし。

　実際にそれを目視したフェリシアは、空太の言葉を疑うことが出来なかった。

　尤もつとも空太が会え得とくしている終つい新しん・二の太た刀ち《破は鬼きの皇こう剣けん》は正統な皐羽流剣術の技ではないのだが、そのことをフェリシアに伝えても余計な混乱を招くだけだと判断し、空太はあえて説明を省くことにした。

「説明感謝するわ。……益ます々ますこれで確信出来た。空太。やっぱり貴方の守護騎士としての才能は世界最高クラスのものだと思う。だってそうでしょう？　後衛の攻魔騎士を護まもることが最大の役割である守護騎士にとって、相手の魔術を打ち消すことが出来るのは、凄すさまじいアドバンテージだもの」

「うーん。そういうものなのかなぁ」

「だからお願い！　アタシ専属の守護騎士になって！　アタシの持っている世界最強の炎ほのお魔術と空太の持っている世界最強の剣術があればきっと無敵のユニットが誕生すると思うの！」

「…………」

　感情の籠こもった声こわ音ねで一方的にまくしたてるフェリシア。

　空太はそんな彼女の様子を目の当たりにして一つの疑問を覚えていた。

「その前に一つ教えてくれないか？　どうしてフェリシアはそんなに世界魔術決闘舞台に拘るんだ？」

「……それは」

　空太が尋たずねると心なしか表情を曇くもらせながらも、フェリシアは自身の生おい立ちについて話し始める。

「今でこそ日本で暮らしているのだけれど実はアタシ……元々は欧おう州しゆうのとある小国の王族として生まれたんだ」

「えーっと。それってもしかして……フェリシアって実は……一国の御お姫ひめ様さまだったのか？」

「……そうね。かつてはそういう扱あつかいを受けていたこともあったわ」

「マジかよ!?　えーっと……なんというか申し訳ない。よくよく考えてみれば俺って……一国の御姫様に向かって色々と失礼なことを言っていたみたいだな」

「ううん！　そこは別に気にしないで！　むしろそうやって変に気を遣つかわれる方がアタシは嫌いやだから！　それにその……もしかしたらガッカリさせてしまうかもしれないけれど、今となってはアタシも貴方たちと何も変わらない一いつ般ぱん市民に過ぎないの」

「……そうなのか？」

「ええ。アタシの家族と親しん戚せきは七年前に起きた大厄やく災さいによってほとんど死んでしまったの。力を失ったアタシの家は没ぼつ落らくし、政治の実権を家臣たちに奪うばわれることになってしまったから」

「……!?」

「大厄災が起きたそのときからは本当に……地じ獄ごくのような日々が続いたわ。アタシたちの国は移り変わった悪政により毎日のように暴動が起きて……弱い者が虐しいたげられ、悪あしき者がのさばる混乱が今も続いているの」

「そうか。そんなことがあったのか……」

　一日にして数百万人規模の人間が命を落としたとされる大厄災は、今も尚なお世界の各地に凄せい惨さんな悔かい恨こんを残している。

　空太もまた大厄災により大切なものを失った人間の一人であったため、彼女の言葉は他人事とは思えないものがあった。

「両親が死んでからのアタシは毎日のほとんどを魔術の修行ばかりに費やしてひたすら強さのみを追い求めていたわ。

　空太。世界魔術決闘舞台の優勝賞品って何か知っている？　それはこの世界を総べる覇者に成り得ることすら可能と言われているだけの莫大な富と栄えい誉よよ！

　だからアタシは絶対にこの舞台に立って優勝する必要があるの！　アタシは世界魔術決闘舞台での優勝を足あし掛がかりにして、一族の権力を取り戻もどして生まれ故郷を再生したいと思っている。だって――そのためにアタシは騎士になったんだから！」

「…………」

　フェリシアの言葉に自らの過去を重ね合せる空太。

　境きよう遇ぐうこそ違うが、空太はフェリシアに対して不思議な親近感を覚えていた。

（……思えば俺も冬華アイツのことを助けられずにいたあの日からは、強さばかりを追い求めてきたな）

　空太としては困っている人がいるのならば助けになってやりたい気持ちは大いにあった。

　けれども、状じよう況きようが状況だけに彼女の持ちかけた提案は、安易な気持ちで引き受けて良いものではないことは容易に推おし量ることが出来た。

「……悪いが、今すぐに返事は出来ないかな。少しだけ考える時間をくれないか？」

「そう。まぁ、突とつ然ぜんのことだしアタシもこの場で良い返事が貰えると思っていたわけではないから構わないわ」

「おう。悪いな」

　空太としては空装騎士としての修行を積み重ねて、彼女の実力に見合うような実力を付けることが出来るようになる日が来れば――迷わず彼女の提案を受け入れるつもりであった。

　けれども――。

　空太は知らなかった。

　このとき自分の気持ちをハッキリと伝えなかったため、今後様々な女の子たちからパートナーになることを迫せまられて悶もん々もんとした日々を過ごすハメになることを――。




×　×　×




　罰当番が終しゆう了りようし、空太がフェリシアと別れてから数分後。




「ふふふ。聞いていましたよ。お兄さま」




　何処からともなく聞こえてきたのは、空太がよく知る声であった。

「……とうっ！」

　と、突とつ如じよとして天てん井じように備え付けられていた鉄てつ格ごう子しを開けて、忍にん者じやのように現れたのは愛あい海りだった。

「悪あく趣しゆ味みなやつだな。もしかしてお前……今までの会話、全部聞いていたのか？」

「ふふ。まぁまぁ。良いではありませんか。恋こいに奥おく手てな兄の後あと押おしをするのは全世界の妹キャラの義務と言うべき仕事ですから」

「……はい？　誰だれが誰に恋をしているって？　言っておくけど俺とアイツは全くそんなんじゃないからな」

「それは分からないですよ～。たとえお兄さまにその気はなくてもフェリシアさんの方は既すでにお兄さまに対してゾッコンＬＯＶＥな状態かもしれないじゃないですか」

「ははは。ないない。そっちの方がもっと有り得ないって」

　そう言ってカラカラと笑う空太の言葉には謙けん遜そんの『け』の字も含ふくまれていなかった。

「はぁ……。たしかに長年山に籠こもって修しゆ行ぎようの日々に明け暮れていたお兄さまにとって、年頃の乙おと女め心ごころを理解するのは少し難しかったかもしれませんね。フェリシアさんも可か哀わい想そうに……」

「……で、結局お前は何をしに来たんだよ。用事がないならさっさと俺も部屋に戻もどりたいんだけど……」

「ふふふ。そう焦あせらないで下さいよ。愛海がここに来た理由――それはお兄さまにこれを渡すためなのです！」

「……？」

　そう言って愛海が空太に渡したのは、今時なかなか見る機会のないハートのシールで閉じられた一枚の封ふう筒とうであった。

　訝いぶかしがりながらも封ふうを開けてみるとそこには――何やら二枚綴つづりのチケットのようなものが入っていた。

「ん。なんだこれは……？」

　尋ねると愛海は「こほんっ」と軽く咳せき払ばらいをして。

「何を隠かくそうそれは……明後日の土曜日にオクタヴィアに新設される予定となっている大型ショッピングモールの優先入場券です」

「俺が聞きたいのはそういうことじゃなくてだな……。どうしてそんなものをこのタイミングで渡そうとしたんだ？」

「もちろんそれはお兄さまとフェリシアさんにデートして頂くために決まっています！」




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はい？」




　あまりに唐突な提案を受けてポカンと口を開いたまま呆然としてしまう。

「どうして俺とフェリシアがデートする必要があるんだよ!?」

「いいですか。お兄さま。愛海の見立てでは現在フェリシアさんは所いわ謂ゆる一つの『デレ期』というやつに入っています。ここでお兄さまがもうひと押しすればフェリシアさんはコロッとお兄さまのことを好きになるに違いありません！　お兄さまだってフェリシアさんに嫌きらわれるよりかは好かれた方が良いと思うでしょう？」

「たしかにそうかもしれないけど……お前の言うことはいちいち極きよく端たん過ぎるんだよ」

「まぁまぁ。お兄さま。デートと言ってもそう難しく考える必要はないと思いますよ。お兄さまはまだ天空都市に来てから間もないですし休日を利用して友達に街案内をして貰う感覚でお出かけすれば良いのではないでしょうか。変に相手を異性として意識してしまってはこの先、同居生活に支障が出るかもしれませんよ？」

「……うーん。そういうものなのかな」

　妹の口車に乗せられて段々とその気になっていく空太。

　何故ならどちらにせよ空太は明日、生活必ひつ需じゆ品ひんを買いに天空都市中を歩き回る予定でいたのである。

　天空都市移住の話自体が急なものであったため、下着や洗せん剤ざいなど空太には色々と足りていない物資があったのだ。

　フェリシアに街案内を頼たのむことが出来れば、必要な物資の買い出しも色々と捗はかどるのかもしれない。

　けれども。

　妹から受けた提案には一つ……空太にとってどうしても腑ふに落ちない点があった。

「……で。どうしてお前はフェリシアと俺のことを無理やりくっつけようとするんだ？　お前の魂こん胆たんが見えて来ないことにはこの話は引き受けられないよ」

　当人としてはあまり認めたくはない話ではあるが、空太には実の妹から恋れん愛あい感情を抱だかれている自覚があった。

　愛海にとってフェリシアの存在は、恋こい敵がたきであり間ま違ちがっても応おう援えん対象となる存在ではないはずである。

　尋ねると愛海は自らの持論を打ち明ける。

「いいですか。お兄さま。念のために言っておきますが見ての通り愛海は今でもお兄さま一筋の激ラブ状態なのですよ？　愛海はお兄さまのことなら目の中に入れても……いいえ、膣ちつの中に入れても痛くないくらいに愛いとおしく思っています。そこはむしろ、気持ち良いはずです！　……ポッ」

「いきなり何言っているのお前!?　そこは普ふ通つうに目の中に入れても痛くありませんで良かっただろ！」

「え？　お兄さまったら愛海の目の中に入れたいんですか？　意外です。まさかお兄さまにそんな特とく殊しゆ性せい癖へきがあったとは……流石さすがの愛海も少し引いてしまいました」

「奇き遇ぐうだな……。俺もお前の発言にドン引きしている最中だよ……」

「…………」

「…………」

　愛海は「申し訳ありません。話が脱だつ線せんしてしまいましたね」と言って仕切り直し。

「……と、本音を言うのなら明日だってフェリシアさんの代わりに私が街案内をしてあげたいくらいなのです。

　けれども、先日お兄さまに夜よ這ばいを仕し掛かけて以来、愛海は気付いてしまったのです。

　残ざん酷こくなことに私たちは血の繋つながった兄妹であり……愛海がどんなにお兄さまにアタックを仕掛けようともお兄さまが愛海の気持ちに応えてくれることはないのだ……と」

　何処か虚うつろな眼まな差ざしで自らの想おもいを吐と露ろする愛海。

「……気付くの、遅おそいな」

　空太が言いたいことはとにかくその一言に尽きた。

「けれども、愛海はお兄さまのことを諦めた訳ではありませんよ！　諦めたらそこで恋は終了ですから！」

「……いや、その心がけは立派だとは思うけど人間諦めが肝かん心じんな時っていうのもあると思うぞ!?」

　空太の牽けん制せいをスルーしながらも愛海は続ける。

「とにかく！　このままではいくら愛海が努力したところでお兄さまとの関係は平行線の一いつ途とを辿たどることになるでしょう。私たちの恋愛を成じよう就じゆさせるためには何か……起き爆ばく剤ざいとも呼べる存在が必要だと思うのです」

「……起爆剤？　それでお前はフェリシアに目を付けたって訳か？」




「ふふ。フェリシアさんだけではありませんよ。愛海はズバリ！　この学園にいる生徒たち全員を手て駒ごまにしてお兄さまをものにしてみせるつもりです！」




　ビシッと指を立てながら愛海は自ら立案した計画の内容を打ち明ける。

「愛海は常つね日ひ頃ごろから思っていたのです。そもそもお兄さまは……長きに渡り山やま籠ごもりの生活を続けたため女性に対する関心が薄うすすぎるのだと。性欲だって……実際にあるか怪あやしいものです。六十歳を過ぎたおじいさんですら女子高生に痴ち漢かんして捕つかまる時代だと言うのにお兄さまときたら……」

「おい。なんだよその可哀想なものを見る目は……。俺の存在は痴漢で捕まるオッサン以下なのかよ」

「ふふ。しかし！　愛海としては逆にここに突とつ破ぱ口こうがあると考えています。何な故ぜなら……もし仮にお兄さまが女性の体の味を覚えて、女を見れば見境なく発情する肉食系男子に変へん貌ぼうを遂とげたのなら……そこに愛海に付け入る隙すきが生じるかもしれませんから。

　名付けて！　お兄さま野獣化計画です！」

「…………」

　血の繋がった実の妹からあまりにアレ気な計画を聞かされた空太は、思わずその場に蹲うずくまってしまいたくなるほどの頭痛を覚えた。

「……色々とツッコミたいことはあるけどさ。お前はそれでいいのかよ？　俺だったら自分が好きな相手には一時的とは言っても他の異性との関係を持って欲しくないと思うけどな」

「……まぁ、愛海としてもたしかにそういう想いが全くないわけでもないのですが……その辺りのことに関してはとっくに吹っ切れたつもりです！

　何故なら……お兄さまが世界で一番格好良いのは魔ま術じゆつを用いても覆くつがえすことのできないこの世界における唯ゆい一いつにしての絶対の理ことわりであり、そんな世界一格好良いお兄さまの下に女性たちが集まるのは当然のことなのですから！」

　一欠けらの混じり気もないほどのキラキラとした好意を実の兄に対して向ける愛海。

「……そうか。お前の考えはよーっく分かったよ」

　空太は妹の口から発せられる一直線の愛を受け止めた上で「けどな、お前の兄の立場として頼むからこれだけは言わせてくれ」と前置きをして。




「言っておくけど俺とお前は空と海！　何処まで線を伸のばしても絶対に交わらない運命なんだからな!?」




　これ以上、妹の気持ちが自分に向かないように念のため釘くぎを刺さしておく。

　だがしかし。

　当の愛海は空太の警告を全く気にも留めていない様子であった。

「ふふふ。お兄さまったら。上う手まいこと言ったおつもりですか？　海にだって巨きよ大だいな爆ばく弾だんを落とせば空に向かってその水みず飛沫しぶきが届くことがあるかもしれませんよ？」

「…………」

　不敵に笑う妹の様子を前にして空太は「俺の妹がブラコンを卒業するのは当分先になりそうだな」と静かに悟さとるのであった。




×　×　×




　翌日。

（……で。勢いで受け取っちまったものの……どうしたものかな）

　空太の手には昨日妹から受け取ったチケットが握にぎられていた。

　昨日は上手く妹の口車に乗せられてしまったが、冷静になって考えれば昨日今日に会った男と二人きりで外出しようだなんて……絶対に断られるに決まっているだろうなと空太は思う。

　けれども。

　せっかく妹が用意してくれた手前、チケットを無駄にしてしまうのも気が引ける。

（……一応ダメ元で誘さそってみるか）

　そう判断した空太は、授業の合間の休み時間に既に席を立っていたフェリシアのことを捜し始めるのであった。




×　×　×




　一方、フェリシアはというと――。

「……それでシアちゃん。噂うわさの転校生くんとの調子はどうですか？」

「どうって……別になんともないわよ。至って普通の関係を築いているわ」

「またまたー。クラスの女の子たちは皆みんな噂していますよ？『絶対にあの二人は何かあるに違いない！』と。なんでも二人が酷ひどく打ち解けた様子で会話している様子を目もく撃げきした生徒がいるのだとか」

「はぁ……。本当にここの連中ときたらゴシップ好きのバカばかりなんだから。まぁ、これだけ女だらけの環かん境きようで生活していれば無理もないとは思うけど」

「それでシアちゃん。実際のところはどうなんですか？　シアちゃんは彼かれのことをどう思っているんですか？」

「サキ。いい加減しつこいわよ。アタシにとってアイツは単なる同じクラスに所属しているルームメイト。それ以上でもそれ以下でもないわ」

「むー。色気のない返事ですねー。その話は本当ですか？」

「本当よ。本当の本当にそれ以上の想いはないんだからッ！」




「おーい！　フェリシア！」




　廊ろう下かを歩いている途と中ちゆう、見覚えのある紅色の髪かみの女生徒を見つけた空太は大きな声でフェリシアの名前を呼ぶ。

「ひ、ひゃい！」

　噂をすれば影かげである。

　唐突に話題の中心であった人物に名前を呼ばれたフェリシアは完全に上うわ擦ずった声で返事をしてしまう。

「……あれ。さっきまでお前……誰かと話していなかったっけ？」

「そ、そうね。紹しよう介かいするわ。この子の名前は霧きり崎さき沙さ紀き。アタシとは中学三年間同じクラスで生活してきた腐くされ縁えんよ」

「紹介って？　当の本人はとっくに何処かに消えちまったみたいだけれど」

「……!?」

　空太の言う通り。

　二人の円えん滑かつな関係を邪じや魔ましまいと気を利きかせた沙紀は、野の良ら猫ねこのように俊しゆん敏びんな動きで廊下の物もの陰かげに隠れていた。




（シアちゃん！　ファイトですよ！）




　物陰に隠れながらも沙紀はフェリシアにのみ聞こえるような小声でエールを送る。

（あ、あのバカ……。絶対に面おも白しろがってやっているわね。後で絶対に後こう悔かいさせてやるんだからッ……!!）

　フェリシアは強く握り拳こぶしを作り親友に対する復ふく讐しゆうを心に誓ちかう。

「……それで皐羽くん。アタシに何か用かしら？」

「ん？　皐羽くんって……？　互たがいに名前で呼び合うことにしようって言い出したのはお前の方だったじゃないかフェリシ……」




「わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　開口一番。

　フェリシアにとって核かく爆ばく弾だんにも等しい発言を放り投げる空太。

　咄とつ嗟さに大声を上げて誤ご魔ま化かそうとするフェリシアであったが、結果としてそれは余計に周囲の注目を集めることになり完全に裏目に出てしまった。

「そんなまさか!?　あのフェリシア様が皐羽君と既に互いに名前で呼び合うような関係になっていただなんて……」

「あーあ。せっかくウチの学園にも待望の男子生徒が入って来たって言うのに残念。でもまあ、相手があのフェリシア様って言うんなら諦あきらめも付くかなぁ」

「…………」

　周囲から完全に誤解された雰ふん囲い気きを感じ取りフェリシアはガックリと消しよう沈ちんする。

「どうしたんだよお前……さっきからいきなり大きな声を出したりそうかと思ったら急に黙だまったりしてさ。何か変なものでも食ったのか？」

「……別に。なんでもないわ」

　フェリシアとしては空太に悪気がないことは分かっていることであり、互いに名前で呼び合うことを提案したのは他ほかならぬ自分自身である。

　故に、空太に対して怒いかりをぶつけるような理り不ふ尽じんな真ま似ねは出来なかった。

「……それで一体アタシに何の用？　貴方あなたの方から声をかけるなんて珍めずらしいじゃない」

「あー。えーっと。なあ、フェリシア。突然で悪いんだけど明日の土曜日に時間あるかな？」

「……へ？　明日の土曜日？　時間はまぁないことはないけど……突然どうしたのよ？」

「ほら、これなんだけど。実は妹から二枚綴りのチケットを貰もらっちまってさ。明日新設されることになるショッピングモールの優先入場券らしいんだけれど……せっかくだから一いつ緒しよにどうかなって」

「　　　　　　　　」

　空太からの提案を受けたフェリシアは、魂たましいが抜ぬけたかのように体を硬こう直ちよくさせていた。

「おーい。フェリシア、生きているか？」

「……ぁ。まぁ……ふぁい」

「そうか。なら良かった。何か今一瞬、完全に意識が飛んでいるように見えたんだけど俺おれの見み間ま違ちがいか」

「…………ねえ、空太。一応念のために確かく認にんしておきたいのだけれど、そ、それってつまり……アタシのことをデートに誘っているという解かい釈しやくで間違いないのかしら？」

「うーん。そういうことになるのかな。けどまあ、あんまりそこは深く考えないでくれよ。俺としてはこの辺りのこととか良く分かんないし、誰か買い物に付き合ってくれると心強いなって思っただけだから」

「…………」

　素す直なおに思ったことを口に出す空太であったが、彼女の表情は晴れないものがあった。

　その様子は、まるで水みず揚あげされて漁船に上がった直後の鰯いわしのように口をパクパクさせており――。

　いかにも「心此こ処こにあらず」と言ったものであった。

「あー。すまん。やっぱりダメだよな。知り合って二、三日しか経たってない男と二人で出かけようなんて……普通に考えれば断られるに決まっているよな。悪い。邪魔したな。明日の件はやっぱり他を当たってみるわ」

　無言で押おし黙るフェリシアを見て「案の定ダメだったか」と判断をし、踵きびすを返そうとする空太。




「ま、待って！」




　と、フェリシアはそんな空太のことを強く袖そでを引っ張り呼び止める。

　思いのほか力強く引っ張られたので空太の動どう悸きも心なしか一段速まってしまう。

「か、勝手に決めつけないでよね！　空太がその……どうしてもって言うのなら同どう伴はんすることも吝やぶさかではないわ」

「本当か!?」

「……うん。で、でも、変な誤解はしないでよね！　これにはその……特に深い意味はなくてアタシも丁度そのショッピンなんとかに行ってみたいと思っていたところだったから……仕方なく付き添そってあげるだけなんだから！」

「そうか。良かった。フェリシア。お前がいると心強いよ」

　自身の誘いを断られなかったことに安あん堵どした空太は穏おだやかな笑えみを浮うかべる。

「――――ッ！」

　このとき――フェリシアの視界には空太の笑え顔がおが途と方ほうもなく眩まぶしく見えた。

　元々、男性に対する免めん疫えきがなかったフェリシアにとって空太の笑顔は一瞬、白馬に乗った王子様のそれと見み紛まがうほど美しいもののように映った。

（この男……よく見ると凄すごく綺き麗れいな顔立ちをしているのね。クラスの子たちが騒さわぐのも頷うなずけるわ）

　空太に対して熱っぽい視線を送っていることに気付いたフェリシアはペシンッ！　と大きな音を立てて頬ほおを叩たたく。

（……って、しっかりしなさいアタシ!?　アタシには男に現うつつを抜かしている時間なんて一秒たりともないんだからッ！）

「ごめん！　ちょっとアタシ、体を動かしたくなってきたからグラウンドに走り込みに行ってくる！」

「え、今からか？　次の授業始まるまでもう五分もないけど!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫！　さ！　そうと決まったら一秒でも長く修行しなきゃ！　頑がん張ばるのよアタシ！　ファイトッ！　オー!!」

　今にも漏もれ出してしまいそうな乙おと女めとしての自分を隠すため――。

　傍はたから見ると滑こつ稽けいなまでにテンションを上げながらもフェリシアは――全速力で廊下を駆かけ抜けるのであった。




×　×　×




　と、勢い良く廊下を走り抜けたフェリシアであったがその目的地は当然のことながら学園のグラウンドではなかった。

　フェリシアは自らの誤解を解くべく一目散に親友の下に向かう。

「ふふふ。何とも想っていない男の子からのデートの誘いに応じてしまうだなんて……シアちゃん。貴方のお尻しりはいつからそんなに軽くなったんですか？」

「うっさい！　こ、これは……新入生とは仲良くしろという静しず流る先生の命令のせいで断れなかっただけだから！」

「……はいはい。シアちゃんがそう言うのでしたらそういうことにしておいてあげます。はぁ……。私はたった今……最愛の一人ひとり娘むすめを手放す父親の気持ちが分かったような気がしますよ」

「うぅ……。サキったら……人のことをバカにするのも大たい概がいにしなさいよ！　いいこと？　アタシには世界魔術決闘舞台で優勝して母国を再生するっていう夢があるの！　アタシを一年中男のことばかり考えているそこらの尻軽女と一緒にしないで！」

「ふふふ。これはこれは失礼致いたしました。

　たしかにシアちゃんのお尻はふっくらとしているにも拘かかわらずモチモチとした極ごく上じようの弾だん力りよくがありますし、物理的には重たそうですよ……ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！　グリグリだけは!?　頭をグリグリするのだけは勘かん弁べんして下さい!?」

（デート……。アタシがあの男とデート……か……）

　親友に鉄てつ拳けん制裁を下しながらもフェリシアの頭の中は明日のデートのことで一いつ杯ぱいの状態であった。




「ちょっとシアちゃん!?　聞こえていますか!?　いつにも増して力が入っていて……これはシャレになっていませんよ!?」




　明日のことを考えると頭がボーッとし始めて周囲の景色が何も見えなくなってしまう。

「ひゃうううううっ！　このままでは私……何か新しい性せい癖へきに目覚めてしまうかもしれません……あへぇ」

　今にも意識が飛びそうな激痛を与あたえられているにも拘わらず――。

　どういう訳か沙紀は、恍こう惚こつとした表情であった。

　けれども。

　注意力を欠いたフェリシアが、親友の異変に気付くには幾いく分ぶんの時間を要した。




×　×　×




　同刻、空太はというと――。

（一体なんだったんだろう……あれは……）

　どういう訳かフェリシアが唐とう突とつに走り去ってしまったためポツンと一人廊下に取り残されていた。

　まったく……乙女心というやつはよく分からないと空太は思う。

（さて。することもないし教室に戻るか）

　そう考えて廊下を歩き始めようとした刹せつ那な。




　何ど処こか見覚えのある人物とすれ違ちがう。




　彼女の姿を見るなり空太は時間が止まったかのような錯さつ覚かくを覚えた。

　ストレートに下ろした艶あでやかな髪。

　何人たりとも寄せ付けない神こう々ごうしささえも感じてしまう処女雪のように透すき通った肌はだ。

　そして何より決定的だったのは、彼女が耳につけていた六花の形をしたイヤリングであった。

　それはかつて――空太が幼おさな馴な染じみにプレゼントしたものと同じデザインをしていた。

　瞬しゆん間かん。

　空太の脳のう裏りに七年前のトラウマがフラッシュバックする。




『助けて！　ソラくん！』




　いつだって空太の脳裏に投とう影えいされるのは、瓦が礫れきに挟はさまれて血まみれになりながらも自分に助けを求める幼馴染の姿であった。

「……うっ」

　空太は一いつ瞬しゆん、吐はき気を催もよおしそうになり自らの掌てのひらで口元を押おさえる。

「あ……れ……？」

　目を瞑つぶっていたのはおそらく数秒にも満たない時間だったと思う。

　けれども。

　空太の視界からは、たしかにそこにいたはずの少女は消失していた。

（疲つかれているのかな。単なる俺の見間違い……だったのだろうか……？）

　なにぶん彼女が視界に入ったのは一瞬の出来事であったため、空太は自身の記き憶おくに確証を持つことが出来ないでいた。

　結局。

　その後は校舎の中をいくら歩き回っても彼女の姿を見つけることが出来ず――。
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（いつになったら俺は……あの日のトラウマを払ふつ拭しよく出来る日が来るのだろうか）




　未いまだに七年前の事件を引きずっていることに気付いた空太は、己おのれの弱さに対して辟へき易えきとするのであった。




×　×　×




　一方そのころ。

　けれども、決してそれは空太の見間違いなどではなく――。

　天あま宮みや冬ふゆ華か――改め雪ゆき城しろ冬華はたしかに演えん武ぶ学がく園えんの廊下を歩いていた。

　七年前の事故を経て、魔術の世界において日本屈くつ指しの名家と呼ばれる《雪城》の家に養子として迎むかえられた彼女は空太の知らないところでその名字を変えていた。




「……裏切り者」




　誰に向けるでもなく冬華はポツリと呟つぶやく。

　空太が見間違えてしまうのも無理はない。

　彼女の表情にはかつてのような無む邪じや気きさは何処にもなく――。

　七年という月日を経て天宮冬華という少女は、見る者全てを凍いてつかせる氷のように冷たい印象を抱かせる美少女に変貌を遂げていた。

（……イライラする）

　空太の姿を見てからというもの冬華の苛いら立だちは募つのる一方であった。

（まさか……七年振ぶりに再会した幼馴染うらぎりものがあんな……公衆の面前で女子とデートの約束を取り付けるような軟なん派ぱな男に成り下がっていただなんて……）

　今となっては冬華にとって皐羽空太という男は取るに足らない存在である。

　少なくとも本人は……今の今までそう考えていた。

　しかし、ならば何故？

　どうして自分は幼馴染のことを考えてこんなにも苛立ちを覚えているのだろうか？

　そう考えるとまるで……自分が未だに決別したはずの幼馴染うらぎりもののことを引きずっているみたいで余計に腹が立つ。




（それになによ！　女の子たちに囲まれてニヤニヤしちゃって！　バカみたい！）




　ズドンッ！　と。

　昼の校舎に地鳴りのような轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　轟音の原因はイライラがピークに達した冬華が校舎の壁かべに向かって拳を振るったことにある。

　七年前から変わらない。

　冬華にはその優等生然とした外見とは裏腹にイライラすると周囲の壁やものなどをストレスの捌はけ口として利用してしまうという悪あく癖へきがあった。

　自身の中に募る苛立ちを一方的に吐き出した冬華は、目的の人物に会うべく再び歩みを進めるのであった。




×　×　×




　冬華の向かった先は彼女の転入手続きを請うけ負っていた静流が普ふ段だんから仕事場として使用している第六職務室と呼ばれる施し設せつであった。

「キミの編入を歓かん迎げいするよ。雪城冬華くん。まさか七星騎き士しの一人、魔術省から《氷ひよう血けつ鬼き》の異名を授さずかっているキミを引き抜くことが出来るとは思わなかった。これは一体どういう風の吹ふき回しだい？」

「……別に。ただのきまぐれですよ。特にこれと言って語るべき理由はありません」




「皐羽空太」




「!?」

　空太の名前を口にした瞬間、冬華のポーカーフェイスが僅わずかに崩くずれるのを静流は見み逃のがさなかった。

「悪いが、キミの過去についてある程度調べさせて貰ったよ。どうやらキミは幼少のみぎり、彼と同じ施設で育った経けい緯いがあるそうだね」

「…………」

　静流の追つい及きゆうに対して押し黙る冬華。

「まぁ、話したくなかったら構わないさ。どうやらキミたちの育った施設は七年前の大厄やく災さいによって壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを被こうむったらしいからね。そこにはきっと様々な事情があったのだろう」

　静流としては大厄災の被災者である冬華に対して最大限に気を配ったつもりであったのだが、その配はい慮りよは逆に冬華の逆げき鱗りんに触ふれてしまうことになる。




「……何も知らない癖くせに。知ったような口を利かないで下さい」




　そう言って呟く冬華の双そう眸ぼうは、黄昏たそがれの闇やみよりも暗き絶望の色で染まっていた。

　一体どれほどの凄せい惨さんな過去を背負えば彼女と同じ眼差しを持つことが出来るというのだろうか。

　騎士として百ひやく戦せん錬れん磨まの経験を積んだ静流ですら一瞬、怖おじ気けが走るほどの常じよう軌きを逸いつした気き迫はくが冬華の眼差しには込められていた。

（噂には聞いていたが……やはりこの子は危あやういな。学園長は一体何を考えて……この子の編入を推おし進めたのだろうか）

　彼女が普通の生徒であれば「教師に向かってその口の利き方はなんだ！」と説教の一つでもするところである。

　けれども、これ以上、大厄災に関する話題を出そうものなら直すぐにでもトラブルに直面しかねないと判断した静流は、思い切って話題の転てん換かんに踏ふみ切ることにした。

「――ところでキミにこれを返しておこう」

　そう言って静流が投げ渡したのは長年に渡り冬華が愛用していた専用機――《銀雪スノーホワイト》のデータが格納された魔道具レガリアであった。

　この魔道具はオクタヴィアに居住するに当たり学園側が冬華から預かっていたものであり、本来であれば直ぐに返へん還かんが許されるものではない。

　前例を踏まえるならば、学園が冬華に対し専用機を所持するに足る人間かどうかのしかるべきテストを行った上で、受け渡すことになっていたものである。

「……転校初日の生徒に対して神機を内蔵した魔道具を受け渡すとは迂う闊かつにも程ほどがありますね。オクタヴィアの方々は少々私のことを信しん頼らいし過ぎではないでしょうか？」

　想定外の事態に直面し、表情をしかめる冬華。

　と、静流はいつになく厳しい面おも持もちで重い口を開く。




「――悪いが、我々オクタヴィアはこのところ人材不足が深刻でね。つい先日も《ユベル》のメンバーが天空都市に紛まぎれ込んだという報告を部下から受けたばかりなのだよ」




「……!?」

　ユベル――。

　それは人類を捕ほ食しよくする禍か鬼きを《神》として称たたえ、崇あがめ奉たてまつるカルト集団のことである。

　その人的規模は全世界で数十万人近くにも上るとされており、彼らが起こす反社会的な活動は世界各国で社会問題となっているほどである。

　ユベルの活動理念はただ一つ。

　それは魔術に染まってしまった世界をリセットして、再び科学に基もとづいた世界に戻もどすことである。

　ユベルのメンバーは一同にしてこの世の理を捻ねじ曲げてエネルギーを創造する《魔術》の存在そのものを憎にくんでいる。

　何故ならば――。

　人類が魔術を使用し始めるまで《禍鬼》という存在はこの世に出現しなかったからだ。

　ユベルの構成員たちの多くは《禍鬼》によって大切なものを奪うばわれた人間たちである。

　そんな彼らが禍鬼を神として崇めるのは、憎むべきは禍鬼ではなく禍鬼を生み出す魔術という概がい念ねんであり。

　禍鬼という存在は魔術という名の悪あく魔まに魅み入いられてしまった人類に鉄てつ槌ついを下すべくこの世に産み落とされた神の使いなのだという思想を有しているからである。

　ユベルはその独自の宗教理念から、日本に存在する《魔術省》を始めとする世界各国の魔術機関との衝しよう突とつが絶えなかった。

「この情報が確かであれば近い内に何かしらの血ち腥なまぐさい事件が起こらないとも限らない。我々としては万が一の事態に備えて使える駒こまは全て使っておきたいと考えているのだよ」

「……分かりました。そういうことでしたら私も身の安全を守るためにも受け取らざるを得ません」

　雪城冬華にはこの世の中で許せないものが三つある。

　一つ――幼い頃ころに自分の居場所を奪った禍鬼の存在。

　二つ――あろうことかそんな禍鬼を神として崇める愚おろかな人間たち。

　三つ――七年前に自分を見殺しにした初はつ恋こいの相手。




（……やっぱり此処に来たのは正解だったかしら）




　冬華は心の中で呟くと、返還されたばかりの拳銃型の魔道具を強く握りしめるのであった。







第五話　初めてのデート







　翌朝。

　ついにやってきたフェリシアとのデートの当日。

　けれども、つい先日まで世間の常識から隔離された山やま奥おくでの生活を送ってきた空そら太たは、朝早くからさっそくそのカルチャーショックを受けてしまう。

　そもそもにしてデートにおけるマナーの『マ』の字すら身に付けていなかった空太は普段着にしているボロボロの運動着のままデートに臨もうとしたのだが――。




「なんですか!?　その無課金のアバターみたいなファッションは!?」




　寸前の所で愛あい海りからツッコミを入れられ、珍しく妹より説教を受けるハメになってしまった。

「大体以前から思っていたのですが、お兄さまは素材の良さを無む駄だ使いし過ぎですよ！　愛海とてこんなことは言いたくはありませんが、お兄さまの頭皮からは時々カブトムシみたいな臭いがするんですよ！

　愛海のような上級者ならともかくフェリシアさんのような女性に対してはその臭いはマイナスポイントにしかなりません！　愛海の使っているシャンプーを貸してあげますから今すぐ頭を洗って下さい！」

　等々、散々なダメ出しを受ける始末。

　けれども。

　そんな妹からの厳しいファッションチェックの甲斐もあってか、最終的に空太の服装は嫌いやみを感じさせない程度に小奇麗にまとまっていた。

　これならば流行に敏い同世代の若者と比ひ較かくしても見劣りしないだろうと、愛海からも太鼓判を押されたくらいである。

　尤もつともそのせいで、フェリシアとの約束の時間から一時間以上も遅ち刻こくするハメになってしまった訳であるが――。




（というか……最悪もうフェリシアの奴やつは帰っているかもしれないな。元々そんなに乗り気って感じの雰囲気でもなかったし）




　妹から貰った地図を頼りに空太が向かった先は天空都市の第三区画というエリアである。

　天空都市オクタヴィアには大きく分けて第一、第二、第三という三つの区画がある。

　第一区画とは天空都市の中心に位置し、学園都市として機能を果たしているオクタヴィアにとって主役とも呼べる存在である――学園本体が建築されているエリアである。

　また第一区画の地下には《セントラル・コア》と呼ばれる大型の魔術基盤コア・メソツドがある。

　この施設では天空都市が浮遊し続けるために必要な動力源の抽ちゆう出しゆつから、都市内の気温や紫外線調節に至るまで多様な役割を果たしている。

　第二区画とは第一区画を取り囲むように存在している言わば、学園関係者たちの居住区画である。

　そして今回空太が訪れることになっている第三区画とは――一いつ般ぱんの人々にも開放されている商業エリアとなっている。

　第三区画には地上から観光に来た人間はもちろん、魔術省が斡旋した業者に属する人々が性別を問わずに生活している。

　この日。

　初めて第三区画を訪れた空太は、天空都市に自分以外の男性がいるのを見て感動を覚えたほどだ。




「……本当悪い。遅くなっちまった」




　空太たちが待ち合わせ場所に定めたのは、第二区画の東門から第三区画に入ってすぐ傍にある時計台の前であった。

　周囲にはそれなりに人だかりが出来ていたのだが、目的の人物は一瞬にして見つけることが出来た。

　何な故ぜなら単純に――。

　それほどまでにフェリシアの容姿は美しく、人目を惹ひき付けるものであったからである。

　普段の制服姿にも捨てがたいものがあるが、上品なワンピースを纏まとった私服姿のフェリシアは、改めて見ると本当に一国のお姫様みたいだと空太は思う。

「……ぁ。えーっと。大丈夫。アタシも今来たところだから」

「お、おう。……そうなのか」

（いいのか？　たぶん気を遣ってくれているだけなんだろうけどその台詞せりふは……お前も一時間以上遅刻したってことになると思うんだけど……）

　空太は心の中でそうツッコミを入れつつも。

「じゃあ、さっそくだけど行こうか」

「……うん」

　ぎこちない様子でフェリシアをエスコートする。

（このまま無事に何事もなく終わってくれるといいんだが……）

　空太にとっては妹以外の女性と二人で街を出歩くという機会は、これまで全くと言ってよいほどなかったため先行きは不安である。

　よくよく考えてみれば長年に渡り禁欲的な山やま籠ごもりの修しゆ行ぎようを続けてきた空太にとっては『自分の隣となりで女の子が歩いている』……ただそれだけのことですら非日常的な事態であるのだ。

　けれども、覆水盆に返らず。

　既すでに賽は投げられてしまっているのだ。




（これはもう……腹を括るしかあるまい）




　そんなこんなで――。

　こうして空太とフェリシアの初めてのデートはスタートするのであった。




×　×　×




「わ！　見て見て！　空太！　この人形可か愛わいい！　凄く可愛いわよ空太！」

「そ、そうかぁ？」

　それから。

　空太の予想に反してショッピングモールに到着してからの雰囲気は次し第だいに打ち解けたものになっていた。

「え？　もしかしたら空太……このキャラクターを知らないの!?　それなら覚えておきなさい！　この人形は今オクタヴィアの女の子たちの中で一大ムーブメントを起こしている超人気のキャラクターなんだから！」

「へぇ……。そうなのか」

「うん！　この人形は『萌もえっ娘こ☆モンスター』というＴＶアニメのメインヒロイン……臓物娘ゾンミちゃんね。キュートな顔立ちとは裏腹に腹部から容よう赦しやなく飛び出したグロテスクな内臓がギャップ萌えの作中一の人気キャラクターなんだから！」

「…………」

　ガラスケース越ごしに件くだんの人形を見てはしゃぐフェリシアであったが、空太にはフェリシアがオススメするキャラクターの魅み力りよくが今一つ理解できなかった。

　空太は思う。

　フィクションの世界とは言え、内臓丸出しの美少女を商品化するのは、悪あく趣しゆ味みにもほどがあるだろう。

「あ！　見て空太！　あんなところに！」

「……はいはい。今度は何ですか」

　空太としては当初フェリシアに自分の買い物を手伝ってもらう予定でいたのだが、どうやらその立場はすっかりと逆転しているようだった。

「ほら！　見てこれ！　凄いわよ！　アタシ……まさか天空都市に水着売場が出来るとは夢にも思わなかったわ！」

「……水着売場ってそんなに珍しいものなのか？」

「まぁ、そりゃあそうでしょ。天空都市には当然海なんかないし。あ！　そう言えば近々、第三区画に大型プールが建設されるって話だから、それに合わせてオープンしているのかもしれないわね」

「プールまであるのかよ!?　何でも有りの場所なんだな。天空都市って」

「ふふ。天空都市って言っても第三区画だけは特別よ。この場所は基本的に地上から受け入れた観光客や技術者たちが生活するスペースだから。政治や軍事とは全くの無関係。要するに天空都市と言っても第三区画だけは地上とそんなに変わらないってわけ」

「へぇ。なるほどな」

「ねえ。空太。少しこの店に寄ってもいい？　そう言えばアタシ……天空都市ここに住んでから自分の水着って持ってないのよね。良い機会だし買っておこうかしら」

「まぁ、別に構わないぞ」

（……この分だと俺の分の買い物は明日になりそうだな）

　そんなことを考えながらも苦く笑しようする空太であったが、不思議と嫌いやな気分はなかった。

　コロコロと表情を変えるフェリシアと二人でいるのは楽しいし、何だかんだ言っても、空太は今回のデートを楽しんでいた。

「うわぁ……。凄い。ここにあるの全部水着なんだ」

　店内に足を踏み入れると、フェリシアの両眼はキラキラとその輝きを増した。

　商品のほとんどを女性向きに絞っているからだろう。

　オーソドックスなワンピースタイプから「こんなものを着用して通報されないのだろうか？」と疑問に感じるほど際どすぎるデザインをしたマイクロビキニまで――。

　空太たちの入った水着売場は、地上のそれと比較しても全く見劣りしない品揃えを誇ほこっていた。




「……空太。一つ聞きたいことがあるのだけど……やっぱり男の子はこういうのが好きだったりするの？」




　そう言ってフェリシアが手に取って見せたのは所いわ謂ゆる、紐ビキニと呼ばれているタイプのものである。

　通常のビキニと比べると布面積は小さくなっている分、露ろ出しゆつ度どは高めであった。

「まぁな。女の子の水着姿が嫌きらいな男なんて世の中にはいないと思うよ」

「……ふーん」

　目の前の男に対して好意を悟られないようフェリシアは素っ気なく返事をする。

　けれども。

　フェリシアはここで一つ決心を固めていた。




「空太。もしよければアタシの水着を選んでくれない？」




「……え!?」

「こ、これにはね。別に変な意味はないのよ？　アタシ……中学に上がって直ぐに天空都市に住んでいるから水着のこととかよく分からないのよ。だから空太が選んでくれると助かるなーって」

「……うーん」

　空太は最初、条件反射的にこの話を断ろうとした。

　女性用の水着に関する知識がないのは、山籠もりの生活が長かった空太とて同じことであったからだ。

　けれども。

　気恥ずかしそうに頬を赤らめているフェリシアの面持ちを目まの当たりにして考えを改める。

　空太は推測する。

　フェリシアにとって男に水着を選んで貰もらうというのは、とてつもなく恥ずかしい行こう為いであったに違いない。

　それでも尚なお、自分に水着を選んで欲ほしいと頼み込んで来ることから察するにフェリシアの水着選びに対する意気込みは相当なものなのだろう。

　ならば無下にこの話を断る訳にはいかない。

「……んー。そういうことなら協力するよ。けど、自信ないなぁ。俺おれのセンスにはあまり期待しないでくれよ？」

「本当!?」

　空太の返事を聞いたフェリシアはパァッと花が咲いたような笑えみを浮うかべ。

「大丈夫、大丈夫♪　よし！　そうと決まればアタシは試着室で着き替がえてくるから待っていてね！　直ぐに着替えてくるから！」

　近くにあった水着を何着か手に取り、試着室の中に消えていった。

「ふぅ……」

　思いがけないタイミングで一人になった空太は、近くにあったベンチに腰こしを下ろす。

　そこで一息つこうとしたそのときであった。




　空太の視界を何処か見覚えのある少女が横切った。




　以前に会ったときは直ぐにその姿を見失ってしまったものの、今度はハッキリと確かく認にんすることが出来た。

　間ま違ちがいない。

　そこにいたのは空太が七年間捜し続けていた幼馴染の少女であった。




「もしかすると……キミは……!?」




　少女は視線が合うなり、何処か含みのある笑みを浮かべて人ゴミの中に消えていく。

「おい！　待ってくれ!?」

　人目も気にせず大声を出して彼女の背中を追いかける。

　空太は必死だった。

　何故ならば七年前――彼女を見捨てて逃げ出してしまったあの日からずっと彼女に対して言ってやりたい言葉があったのだ。

　ようやく今。

　その機会を得ることが出来るかもしれない――。

　そう考えた空太は速まる鼓動を押おさえながらも、人ゴミを掻かき分け、少女の背中を全力で追いかけるのであった。




×　×　×




　幼馴染のことを追いかけて辿たどり着いた先はショッピングモールの最上階に位置する屋上であった。

　開店初日ということもあり来場者たちは場内を回ることに必死だったのだろう。

　屋上には彼女以外の姿はなく――。

　先さき程ほどの人ゴミが嘘うそのような閑散とした雰ふん囲い気きであった。

「どうしたの一いち之の瀬せくん。そんなに慌てて」

「……やっぱり冬ふゆ華かだったのか。驚おどろいたよ。まさかこんな所で再会できるなんて」

「ああ。そう言えば先生たちから聞いたわ、貴方あなたは皐さつき羽ばと名字を変えていたのかしら。ごめんなさい。私ったらつい昔の癖で……」

　一之瀬という名字は、空太が皐羽の家に養子入りするまで名乗っていたものである。

　当時の空太の名字を知る者の多くは、大厄災によって命を落としてしまったので旧姓を知る者はそう多くはない。

「貴方が驚くのは無理もないわ。私がこの学園に転校してきたのはつい昨日のことだもの」

「どうしてこの学園に転校を？」

　尋ねたいことは山のようにあったが、最初に口から出たのはそんな言葉だった。

「ふふ。もちろんそんなの貴方に会うために決まっているわ」

　一体何ど処こまで本気なのかは定かではないが――。

　冬華の口から出たのは空太にとって実に意外な言葉であった。

　空太が動どう揺ようしたタイミングを見計らったかのようにして――冬華は何の躊躇ためらいもなく過去の核心に迫る話題を切り出した。




「ねぇ。空太。七年前の事件のこと……覚えている？」




「……ああ」

　短く肯こう定ていする空太。

　二人の間には、七年前の出来事を直接経験した者にしか分からない悲痛な空気が流れていた。

「……ねえ、どうして？」

「……」

「どうしてあのとき貴方は瓦礫に足を挟まれて動けないでいた私のことを見殺しにしたの？　私……信じていたのに。空太だったら私がどんな窮きゆう地ちに陥おちいっている時も助けてくれるって……そうやって信じていたのに……」

「…………ッ」

　胸が苦しい。

　体中の血管が今にも破裂しそうなほど強く脈打っている。

　直ぐにでもこの場から逃げ出してしまいたい。

　けれども。

　それでは七年前と同じではないかと空太は思う。

（俺はもう逃にげない。今度こそ俺は……同じ過ちを繰くり返したりしない）

　寸前のところで空太に勇気を与えたのは、これまで彼かれが七年間励はげんできた剣術で鍛えた心の強さであった。




「ごめん！」




　開口一番。

　空太の口から発せられたのは短い謝罪の言葉であった。

「あのとき俺が冬華のことを見殺しにしちまったのは……純じゆん粋すいに俺が弱かったからなんだ！　けれども、今は違ちがう！　この七年間で俺は強くなった！　沢たく山さん修しゆ行ぎようして心も体も七年前と比べて見違えるように強くなったんだ！　だからもし……今後同じような状じよう況きようが起きたとしても絶対に俺はお前のことを見殺しになんかしない！　絶対に……今度こそ俺はお前のことを守り切って見せる！」

　気付くと空太の口からは決壊したダムのように言葉が溢あふれ出ていた。

　七年間、吐はき出すことの出来なかった想おもいをようやく口にすることが出来たからだろう。

　空太の気分は以前よりも少しだけ軽くなったような気がした。

　けれども。

　冬華の表情は晴れないままであった。

「修行して強くなった……？　口だけならなんとでも言えるわよね。正直に言ってあげましょうか。私の目から見て貴方の強さは昔と比べてちっとも変わっていないわ。ある程度の鍛たん錬れんを重ねた魔ま術じゆつ師しなら一目見ただけで相手の力量を推し量ることができるのよ。貴方の体内に内蔵されている魔力量はハッキリ言って人並み以下よ。どうしてこの学園に入学できたのか不思議なくらいにね」

「……たしかに俺は修行したと言ったが、魔ま術じゆつに関しての修行とは言っていない」

「へぇ。それでは一体貴方はこの七年間で何の修行をしてきたというのかしら？」

「俺はこの七年間強くなるためにずっと《剣術》の修行に打ち込んできたんだ！」

　空太の言葉を聞いた冬華は凍えるような笑みでクスリと笑う。




「ふふ。剣術……？　聞いて呆あきれるわ。勝手な自責感に駆かられて七年もそんな無駄なものに時間を費やしてきたのね。滑こつ稽けいだわ」




「…………ッ!?」

　悔くやしさのあまり空太は唇を強く噛かみ締める。

　別に冬華だけが特別ではない。

　空太とて最初から分かっていたことであった。

　どちらかというとフェリシアのような過去に剣術を修めていた人間がレアケースなだけであって、多くの魔術師たちは冬華のように剣術を始めとする武術を過去の産物として見下している節があった。

「それと一つ聞き捨てならない発言があったわね。貴方が私のことを守るですって？　笑わせてくれるわ。いいこと空太。私はもう七年前の私ではないの。あの事件から起きたことをありのままに伝えてあげましょうか」

　そう前置きをした冬華は自らの過去を打ち明ける。

「禍か鬼きの襲しゆう撃げきにより瓦が礫れきに足を挟はさまれた私は……下半身の自由を失って医師たちからはもう一生自力では立ち上がることすら出来ないだろうと診断されたわ」

「……え？」

　冬華の告白は空太の精神を激しく揺さぶるものであった。

「ショックだった。絶望したわ。私は動かなくなった足を押さえながら毎晩、絶望と孤こ独どくに明け暮れる毎日だった。

　けれども、不思議なことに絶対に動かないと診断されていた私の足は日増しに動くようになっていったの。

　医師たちはみな口を揃そろえて奇き跡せきだと言ったわ。

　これは後々になって分かったことなのだけど……私の体には人間が持ちうることの出来る限界値とも言える、Ｓランク級の潜せん在ざい魔力が存在することが判明したの。

　だからこそ、通常ならば完治不可能とされた怪け我がから回復することが出来たのよ。今にして思えば怪我の功名ということだったのかしら。

　そんな経緯があったからこそ私はその魔術の才能を見込まれて……日本屈くつ指しの魔術の名家である《雪ゆき城しろ》の家に引き取って貰えることになったの。

　それからの私は……私のことを拾ってくれた雪城の家に恩を返すためにも日々のほとんどを魔術の修行に費やし続けたわ。

　そしてその結果――今では《水領域ドメイン》最強の七星騎士の一人として数えられるまでになったのよ」

「……!?」

　空太は驚きのあまりその場で立ち尽つくすことしかできなかった。

　七年前。

　あの、空太にとって守るべき対象でしかなかった冬華が――自身の力で絶望を乗り越え、自分など及およびも付かないほど高みの領域に足を踏み入れていただなんて――。

　空太は次第にその双眸に絶望の色を宿していく。

　冬華はそんな空太の様子を見て満足気な笑みを浮かべる。

「空太。正直に言うと独りよがりな自責感に駆られて、貴方が貴重な時間を剣術などと言う無駄なものに割さいているのを見ていると、こちらとしても良い迷惑なのよ。

　少なくとも今のこの状況は……自分のせいで他人の人生を狂わせてしまっているようで後味が悪いのよね。だから空太。もうお互たがいに過去に縛しばられて生活を送るのは止やめにしましょう」

「…………」




「……さてと。言いたいことは言えたし。私はもう満足したわ。有あり難がとう。私の話に付き合ってくれて。……さようなら。皐羽くん」




　そう言い残して冬華は空太の下から離はなれて行く。

　一人屋上にポツリと残された空太は、空虚な感情に満たされていた。

　――空太が剣術を始める直接的なきっかけは、目の前にいた天あま宮みや冬華という少女を守ることの出来なかった過去のトラウマが起因するものであった。

　けれども、七年という歳月を経て天宮冬華は変わってしまった。

　それこそ自分の助けなど必要としないくらいに強く逞たくましい女性に成長していた。

　本来であれば彼女の成長は喜ぶべきところなのかもしれない。

　けれども。

　空太はそんな幼おさな馴な染じみの成長を素す直なおに喜べないでいた。




（それなら俺は何のために……剣術の修行をしてきたって言うんだよ……!?）




　冬華の放った言葉の一つ一つが、心に対し抉えぐるようにして突き刺さる。

　自分の人生の全てを否定されたような気がして……空太は気を抜けばその悔しさから今にも涙なみだが溢れ出そうな状態に陥っていた。

　けれども、男としての最後のプライドが空太の涙を押し止とどめる。

「フェリシア。そこにいるんだろ？」

　彼女が扉とびらの向こうにいることに気付いたのは、冬華と別れてから暫しばらく時間が経たった後のことであった。




「……ごめんね。盗み聞きするつもりはなかったのだけれど」




「いや、先に謝らなければならないのは俺の方だ。ごめんな。買い物の途と中ちゆうだったのに勝手に抜け出したりして……」

「……そんなこと、今更どうだっていいのよ」

　少なくとも、二人の話を聞くまでフェリシアはかなり怒おこっていた。

　付け加えて言うのならば空太が好きだというから勇気を出して水着姿になろうとしたというのに……いざ着替えてみると当の本人は何処にもいないという信じられない状況に直面して「アタシって……そんなに魅力がないのかしら……」と一時魂たましいが抜ぬけたようにショックを受けていた。

　しかし、空太が冬華と話している場面に遭遇して――。

　皐羽空太という男が初めて『弱さ』を曝さらけ出している場面を目の当たりにして――。

　フェリシアの怒いかりは何処か遠くに吹き飛んでいた。

　やがて彼女の思考は次第に「どうすれば空太の力になってあげることが出来るのだろうか？」という一点のみに向かうようになっていた。




「……ううん。やっぱりダメ！　全然良くない！」




　一度は許そうとしたフェリシアであったが、何かを思いついたような様子で前言を撤回する。

「デートの最中の女の子をほったらかして別の女の所に行っていたなんて貴方って本当にサイテーな男ね！」

「本当にごめん。この埋うめ合わせはいつか必ず……」

「ダメよ。いつかと言わずに今にして！　ここに来るまでの途中でね……美お味いしそうなケーキを売っている店を見つけたのよ！

　奢おごりなさい！　今回に限って特別にそれで許してあげるわ！」

「……ああ。分かった。それでフェリシアの機き嫌げんが戻もどるなら安いもんだよ」

「……フンッ。思い上がるのも大たい概がいにしなさい。アタシはそんなに安い女ではないわ。けれど、今日のアタシは百兆年に一度あるかどうかってくらいに奇跡的な割合で機嫌がいい日なの！　ケーキを奢ってくれたらその見返りとして……その……さっきのこと、相談に乗ってあげてもいいわよ」

「…………」

（そうか。フェリシアのやつ……俺に気を遣ってくれているのか）

　このときフェリシアが見せた不器用な優しさは、暗くら闇やみに染まる空太の心に一筋の光を与あたえるのであった。







第六話　暗躍する影かげ







　七年前。

　空そら太たたち兄きよう妹だいが育った施設には、下は五歳から上は一五歳までの子供が合計で二十九人入居していた。

　けれども、禍か鬼きの襲撃によってその内、二十人が死亡。

　五人が冬ふゆ華かのように一生後遺症が残るほどの重症を負い、病院に搬はん送そうされることとなった。運良く生き延びた空太のような四人の子供たちも、政府の指示によって精神病院の中に閉じ込められることになる。

　何故ならば――。

　禍鬼の襲撃によって大切な人を失った者は、禍鬼の発生を生み出している原因とされている『魔術』そのものを憎にくむようになり、科学社会の復活を願い《ユベル》に入信してしまうケースが後を絶たないからである。

　だがしかし。

　幸か不幸か空太は魔術を憎むようなことはしなかった。

　それどころか毎日のように看護師たちの目を盗んで病院を抜け出して、魔術の鍛錬を行うようになっていた。




（……そうさ。憎むべきは俺の弱さ以外にありえない）




　空太は近場の魔術用具店で投げ売りされていた旧式の魔道具レガリアを用いて、山奥の川辺で修行を開始した。

　炎ほのお領域ドメインの基本魔術《火炎球フアイア・ボール》。

　数ある基本魔術の中でも基礎中の基礎と言って良いこの魔術を、けれども、空太は思い通りに構築することが出来ないでいた。

（おかしいな。どうして上う手まくいかないんだろう……？）

　人間が魔術を構築するためのステップは、大きく分けて二つある。

　一つめは魔術基盤コア・メソツドに搭とう載さいされている基本魔術の魔術構文モジユールを術者が脳内で構築した魔術式スクリプトを用いて体内に取り込む解析コンパイルという作業である。

　二つめに解析作業を経て体内に取り込んだ魔術構文に対し、術者が魔力を流し込むことにより、基本魔術は発動する。

　空太が上手く魔術を発動出来ない原因は一つめの解析作業にあった。

　空太の構築した魔術式は彼の必死の修行の成果により徐じよ々じよに精度を増していた。

　けれども、たとえどんなに完かん璧ぺきな魔術式を構築出来たとしても稀まれに解析作業を正常に行えない人間が存在する。

　何故ならば――。

　魔術基盤には各人の才能の度合いを測るための《適正値》と呼ばれる指標が存在しており、空太には炎領域の適正値が致ち命めい的てきに足りていなかったのである。

　そのことに気付いた空太はその後、様々な領域の魔術基盤の使用を試みるものの――その全てが同じように失敗に終わっていた。

　修行を開始してから三カ月ほどが過ぎた頃ころだった。

（……クソッ。俺はちゃんと本に書いている通りにやっているのに……どうして上手くいかないんだよ!?）

　自らの無力さに苛いら立だちを覚えた空太は、買ってきたばかりの水領域の魔術基盤を地面に叩たたきつける。




「あー。ダメダメ。お前って本当……ビックリするくらい魔ま術じゆつに対する才能がないんだな。これ以上の鍛錬なんてやるだけ無む駄だだ。分かったらとっとと止めちまえ」




　そんなときだった。

　空太にとって後の師し匠しようであり父親となる――皐さつき羽ば鉄てつ心しんという男に出会うことになったのは――。

　その男は地面から立ち上る陽かげ炎ろうのように気配なく、空太の前に現れる。

「……ッ。なんだよ。オッサン。急に出てきたと思ったら勝手に決めつけやがって。アンタに一体……俺の何が分かるっていうんだよ!?」

　その男が持つ、これまで出会ったどの大人とも違う異様な雰囲気は、空太に警戒心を抱だかせるのに十分なものであった。

「分かるさ。俺はこの三カ月間、ずっとお前のことを見てきたからな」

「…………っ」

「おっと……変な勘かん違ちがいするなよ坊主。生あい憎にくと俺にそっちの趣味はねえからな！　お前……ここんところ毎日欠かさずこの辺りで魔術の修行をしていただろ？　この川かわ縁べりは俺にとっての帰宅道なんだ。だから見てきたって言ってもせいぜい一日数秒程度のことだからな」

「…………」

「お前だって薄うす々うす気付いているんだろ？　自分に魔術の才能がないことを――。だからこそさっきは魔道具を地面に叩きつけたんじゃねえのか？　気持ちは分かるが……よーっく覚えとけ。たとえどんな道を目指すにしろテメェの商売道具を大切に出来ないやつは一生その道のプロにはなれねえぜ」

「……うるさい。そんなこと……今更オッサンに言われなくても分かっているんだよ」

　この三カ月間。

　空太は死にもの狂ぐるいで魔術の修行に励んできた。

　けれども、自分が構築する魔術には一いつ切さいの進歩が見られない。

　悔しいが空太も自らの才能について薄々と自覚し始めていたところであった。

「……なら、オッサン。教えてくれよ。そんなに偉そうなことを言うならさ」

「……あん？」




「俺は誰だれよりも強くならなきゃならないんだ！　けれども……どうやら俺には魔術の才能が全くもってないらしい。なあ！　どうすれば俺は強くなれる!?」




　空太は藁わらにも縋すがる想いで内に秘ひめた想いを口にする。

　その眼まな差ざしには、十代にも満たない子供とは思えないほどの――燃えるように強い意識の色が宿されていた。

（この坊主……ガキの癖くせになんて眼めをしてやがる。それに前々から思っていたがこいつの修行中の集中力は異常だぜ。まるで何かに取り憑つかれているみたいに精神が一方向に集中していやがる。もしかしたらこいつは……将来、使い物になるかもしれねえな……）

　鉄心は、目の前の少年の頭にポンと手を乗せて。

「……坊主。悪いが俺は魔術の専門家ではないからな。そのことに関してお前さんに教えられることは何一つとしてねえ。代わりと言っちゃなんだが……」

　そう前置きした上で、自らの腰に差していた刀に手を当てて、その後の空太の人生を一変させた言葉を口にする。




「俺がお前に特別な《剣術ちから》を授けてやろう」




　そのとき目にした光景は――空太にとって生涯忘れることのないものになるだろう。

　強く言葉を放つと同時に腰に差した刀を抜く鉄心。

　刹せつ那な。

　辺りで羽を休めていた水鳥たちが、一斉に羽ばたき飛び立って行く。

　身の毛がよだつような感覚が空太を襲う。

　やがて空太の体は立っていることすらままならない状態に陥り、両膝を地面に付けることになる。




（なんだよ……この感覚……!?）




　自身にそう問いかけるものの、空太は既すでに胸の内より湧わき上がるその感情の名前を知っていた。

　けれども。

　一度それを認めてしまえば、これから二度と幼馴染との再会を果たすことが出来ないような気がして――空太は頑かたくなにそれを拒んだ。

　空太の胸を満たしていたのは――絶対的強者と相まみえた時に抱く恐きよう怖ふという名の感情であった。

「なあ。坊主。たしかお前……強くなりたいんだってな？」

　全身の震えを止めることが出来ない。

　空太は痙けい攣れんした手足を押さえ、自らの想いを口にする。

「……ああ」

「ふふ。良い面構えだ。ならば俺から最初のアドバイスを送るとしよう。『己おのれの弱さを受け入れられるだけの強さを手に入れろ』。それが出来たなら――お前は今よりきっと強くなれる」

「………」

　目の前の男が持つ圧あつ倒とう的てきな『何か』に可能性を感じた空太は、すぐさま彼に『剣術』の教えを乞こうようになった。

「そう言えばまだ名前を聞いちゃいなかったな。坊主。お前の名はなんという？」

「俺の名前は空太。一之瀬空太だ」




「……クク。空太か。良い名だ。ならば俺がお前に何処までも高い『空』を目指すことのできる『羽』を与えてやろう」




　それから。

　元々、身寄りのなかった空太たち兄妹と、気に入った人間に対する面倒見だけは人一倍良かった鉄心が家族になるまでに多くの時間はかからなかった。

　それから――更さらに五年後の話になる。

　皐羽鉄心が謎の失踪を遂げ空太たち兄妹の前からパッタリとその姿を消したのは――。

　周囲の人間たちは一様にして「修しゆ行ぎようの最中に事故に遭い息絶えたのではないか」と噂うわさをしていたが、空太だけは確信している。

　あの親おや父じが簡単に死ぬはずがない。

　今も何処か遠い地で剣術の修行に明け暮れているさ、と。




×　×　×




「そっか。そんなことがあったんだ……。けれど、驚いた。まさか貴方と雪ゆき城しろ冬華の間にそんな過去があっただなんて」

　冬華との再会から暫く経った後。

　空太はフェリシアに対して自らの過去を打ち明けていた。

「……冬華のことを知っていたのか？」

「まぁ直接的な面識がある訳ではないのだけれど。同じ七星騎き士しの繋がりで名前くらいは知っているわ」

　七星騎士……と一口に言っても彼女たちの性格や生おい立ちは様々である。

　フェリシアのように自らが七星騎士であることを世間に対して公開している者もいるが、表舞台に立つことを忌避し、自らが七星騎士の一人であることを隠かくしながらも普ふ通つうに学園生活を送っている者もいる。

「空太としてはさぞかし辛かったでしょうね。元々、雪城冬華のために始めたはずの剣術だったのに当の本人にそれを否定されちゃうなんてさ……」

「……仕方ないさ。冬華の言う通り『剣術』は所しよ詮せん過去のものなんだよ。俺がいくら『剣術』の修行を積んだところで今の世の中を動かしているのは魔術であることは変わらない。そんなことはずっと分かっていたんだ……」

「……ふーん。アタシは別にそうは思わないけどな」

　普ふ段だんとは一線を画する真しん剣けんな面おも持もちでフェリシアは強く否定する。

「え……？」

「なら、逆に聞くけど貴方の『剣術』が本当に単なる過去の産物だったとしたら貴方との決けつ闘とうに引き分けたアタシの『魔術』はどうなる訳？　人をバカにするのも大概にしなさいよね！」

「……そうか。ごめん」

「だから！　どうしてそこで謝るのよ！　この際だからハッキリ言っておくけど、アタシは同じ騎士として貴方のことを心の底から尊敬しているわ！　貴方と戦ったその日は興奮して夜は寝付けなかった！　魔術の才能なんてなくても……人ってここまで強くなれるんだって本当に感動したんだから！　今後、自分の『剣術』を否定することはアタシの『魔術』を否定することと同義だと思いなさい！　分かったわね!?」

「……うん。分かったよ。お前のおかげで目が覚めた。有難う。フェリシア」

「ふんっ！　分かれば良いのよ！　いいこと？　今度、腑ふ抜ぬけたことを言ったらただじゃおかないんだからね！」

「了りよう解かい。それで……凄すごく言い辛づらいんだけど……」

　空太は気まずそうな表情を浮かべながらもフェリシアに近づき耳打ちする。

「恥ずかしいから一度、席に座ってくれないか？」




「――――ッ」




　空太の指し摘てきによりフェリシアは気付いてしまった。

　フェリシアが見つけた「ケーキが美味しそうな店」は、全体的にクラシックな雰囲気が漂ただよう清閑な喫茶店である。

　そんな中。

　自分が感情的になり席を立ったまま空太を怒鳴りつけていたことを――。

　周囲の人間たちは一様にして奇き妙みようなやり取りを繰り広げるカップルに対して非難の視線を送っていた。

（バカ！　バカ空太！　気付いていたんなら最初からそう言いなさいよね!?）

（無茶言うなよ。あんなシリアスな空気の中でんなこと言えるはずないだろ!?）

（うぅぅ。本当に最悪ッ！　貴方といるとどうしてこうロクでもないことばかり起こるのかしら！）

（それはこっちの台詞せりふだよ!?）

　いつものように他愛のないやり取りを交わす空太＆フェリシア。

　けれども、この日。

　そんな二人の会話は長く続かなかった。

　殺気。

　何処からともなく漏もれ出して来たのは明確な悪意に満ちた魔力の気配であった。

「ふふ。面おも白しろくなってきたじゃない」

「……随ずい分ぶんと物騒なことを言うんだな。お前もこの状況のヤバさに気付いているんだろ？」

「当然。アタシが面白いと思ったのはこの神様が狙い澄すましたかのようなタイミングよ。空太。これって……さっそく貴方が学んできた『剣術』が役に立つ時が来たんじゃないの？」

　そう言って悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮うかべるフェリシア。

　彼女の表情には、自分が負けるなんてことは最初から考えていないような強者特有の余よ裕ゆうがあった。

「……仕方ないな。それなら俺おれの足だけは引っ張らないでくれよ。フェリシア」

「ふふ。貴方も言うようになったじゃない。それでこそアタシがこの世界で認める唯ゆい一いつの男よ」

　空太は彼女が積み上げてきた『魔術』に対する誇ほこりを傷つけないためにも己の『剣術』でこの窮地を切り抜けようと心の中で誓ちかうのであった。




×　×　×




　一方、時刻は空太たちが暗躍する敵の気配に気付いてから五分ほど進むことになる。

　全世界各国にその拠きよ点てんが存在し、信者の数は数十万人にも達するとされる世界最大規模の反社会的武装組織――《ユベル》においてその最高戦力を結集した独立部隊《呪われた子供たちナンバーズ》に所属する少女が、演えん武ぶ学がく園えんの地下にその身を潜めていた。

　少女の名はイリア・トゥイードル。

　縦巻きにされた金色の髪かみの毛が特とく徴ちよう的てきな十代前半の少女であった。

　僅わずか十二人という少数精鋭の編成から成る《呪われた子供たちナンバーズ》の中でも《第四席》という地位に就つく彼女の戦せん闘とう能力は、組織から絶大な信しん頼らいを寄せられているものであった。




「待ちなさい！　キミ、ウチの学園の生徒かな？」




　イリアが学園内の廊ろう下かを歩いていると警備員と思おぼしき魔道具を武装した女性に呼び止められる。

「……はい。わたしは全く以もつて関係のない部外者ですが」

「ダメだよ。ここは関係者以外の立ち入りは禁止されてい……って……え……？」

　少女の返事に違い和わ感かんを覚える前に女性警備員の意識は闇やみの中に落ちていた。

　炎の簡易魔術である《発火プチ・フアイア》に《煙量増加》の追加実装オーバーライドを加えた少女のオリジナル魔術《意識剥奪ブラツク・アウト》。

　相手を殺すのではなく煙によって意識を奪う手段を取ったのは決して彼女が見せた優しさからではない。

　炎の魔術によって相手を殺すことはイリアにとって造作もないことである。

　けれども、イリアは知っていた。

　生きたままその身を焼かれる『火ひ炙あぶり』という死刑法は、この世界における死に方の中でも最悪の一つとして数えられるほどの苦痛を伴うものである。

　どんなに上手く焼き殺してもその凄せい惨さんな断末魔は人々の耳にこびりつくようにして残り周囲の注意を引き付けてしまう。

　彼女の目的は本日この学園に運びこまれる予定とされている《闇焔ジヤツク・ランタン》と呼ばれる世界にたった一機しか存在しない《専用機》を強奪することであった。

　専用機の強奪という今回の任務において相手を焼き殺すことは得策でないことをイリアは幼くして理解していたのである。

　それから。

　道中に出会った警備員たちの意識を悉ことごとく奪いながらも、イリアは目的地である《専用機》を格納しているとされる学園の最深部に歩みを進めて行く。

　目的の部屋に辿たどり着いたイリアは、シェルターを炎の魔術で焼き払う。

　と、ついには目当ての《専用機》である――《闇焔》のデータが格納された巨きよ大だい鎌の形をした魔道具の下に辿り着く。

（なんというか案の定……やっぱり拍ひよう子し抜け。だからわたしは陽動作戦みたいなセコい真ま似ねをする必要はないって言っていたのに。姉さんたちは心配性に過ぎるんだわ）

　楽に任務を遂行できるに越こしたことはないのだが、あまりに拍子抜けな学園警備に対して少女は溜ため息いきを吐はく。




「……待て。そいつを何ど処こに持っていくつもりだ？」




　背後から殺気の籠こもった声が聞こえた。

　イリアが振ふり返るとそこに立っていたのは、演武学園においても騎士として指折りの実力者とされる――沖おき浦うら静しず流るであった。

「へぇ。貴方あなたは結構強い人みたいね」

　静流の洗練された武人としての雰ふん囲い気きは、イリアの好こう奇き心しんを満たすのに十分なものであった。

「御託はいい。貴様は黙だまって私の質問に答えろ。貴様……ユベルの手のものだな？　どうしてこの場に専用機が格納されていることを知っていた？　一体……何処の誰から情報を得た？」

「ふふ。ごめんなさい。お姉さんは結構強い人みたいだから出来れば戦ってあげたかったのだけれど……わたしの本命は別にいるの」

「……なるほど。あくまで私の質問に答える気はないということか。不本意ではあるが、仕方あるまい。聞き分けのない悪ガキを叱ってやるのは教師の仕事つとめだからな」

　と、静流はそこで手にした拳銃型の魔道具から神機アーテイフアクトを展開。

　遥はるか上空からその銃口を少女に向ける。

　直後、静流の動きに呼応するようにイリアも神機を顕けん現げん化かして、巨大鎌の形をした魔道具を用いて魔術の構築を開始する。

　火葬ヘル・フアイア。

　炎領域の基本魔術である《火炎球》に《攻こう撃げき威い力りよく拡張》の追加実装を加えたこの魔術は数ある炎領域の魔術の中でも一際高威力のものとして知られていた。

（なっ。こいつ……こんな狭い部屋で正気か!?）

　神機同士の戦いを想定して作られた施し設せつならともかくとして、このまま彼女が《火葬》の魔術を構築しようものならば自滅行こう為いも甚はなはだしい。

　互いに無傷では済まされない灼しやく熱ねつの地じ獄ごくを味わう結果となってしまうだろう。

　静流は咄とつ嗟さのタイミングで水領域の基本魔術である《氷壁アイス・ウオール》を構築して迫せまり来る《火葬》の威力を中和しようと試みる。

　刹那……轟ごうっ！　という凄すさまじい衝撃音と共に部屋の中を覆ったのは《氷壁》の大部分が瓦解したことによるおびただしい量の水蒸気であった。

（……チッ。こう視界が悪くては下手に動くことはできん）

　静流は《転移領域》の魔術基盤を用いて、手にした武器を拳銃から、二刀一対の短剣に切り替える。

　相手の狙いがこの白はく煙えんに乗じて不意を打つことにあるとするのならば、短剣こちらの方が対処しやすいと判断したのである。

　けれども。

　視界が開けたものになったとき、静流は自らの判断が誤りであったことを思い知る。

　何な故ぜならば――。

　静流の前に人ひと影かげはなく、部屋の中に格納されていた専用機だけが持ち去られた状態であったからだ。

「……クッ。最初からやつの狙いは、文字通り私のことを煙けむに巻くことにあったのか」

　自らの失態に気付き臍ほぞを噬かむ静流。

　つい最近、専用機の管理を学園生徒に注意したばかりだというのに……これでは教育に携たずさわる者として失格であると自らを責め立てずにはいられない。




（しかし、なんだあの化物は……。まさか天空都市に紛まぎれ込んだユベルのメンバーに潜在魔力量Ｓランク級の魔ま術じゆつ師しが存在していたとは……）




　けれども。

　いつまでも過去を悔いていても仕方がない。

　大切なのは起きてしまった事態に対してどう対処していくかである。

　事態の重大さにいち早く気付いた静流は、侵しん入にゆう者しやを天空都市の外に逃がさないための包囲網を敷くよう部下たちに指示を飛ばすのであった。







第七話　ユベル襲来







　時刻は学園内部で専用機の強奪事件が起きようとする五分前。

　空そら太たとフェリシアはショッピングモール内の喫茶店で周囲の状じよう況きようを窺うかがっていた。

「おそらく……敵は複数いるわね。明らかな殺意を持った魔力を放っている人間は十人……ううん。二十人は超こえているかもしれない」

　周囲の魔力の流れからフェリシアはそう判断する。

「ああ。敵の数はこの一階のフロアだけでも二十七名。性別は全員男。メンバーの年ねん齢れいは二十代前半から三十代後半くらいで結構幅広いな」

「……はい？　どうして貴方はそんなことまで分かるわけ!?」

「前にも言っただろ。俺が修めてきた剣術は氣の流れを読むことに長たけた流派だからこういうのは得意なんだ」

　さもそれが当然のことであるかのように何気なく語る空太。

　けれども。

　長きに渡る皐さつき羽ば流の歴史の中でも、相手の魔ま力りよくの性質から年齢や性別に至るまでを特定できるほど高精度の《索さく影えい》技術を所持している者は、天賦の才を与えられし一部の人間のみに過ぎない。

「…………」

　もし仮にフェリシアにとって空太が見知らぬ初対面の男であったのなら、「ふざけるな！」の一言で済ませていただろう。

　しかし、これまで空太の剣術が起こして来た数々の奇き跡せきは彼かれの言葉に強い説得力を与えていた。

「はぁ……。貴方の剣術って本当にふざけた能力を持っているのね。それで……貴方はどうやってこの状況を切り抜けようと考えているのかしら？」

「まず考えるべきは神機アーテイフアクトを展開して戦うかどうかだよな」

　常識的に考えるのならば間ま違ちがいなくここは神機を展開して戦うべき場面である。

　神機を用いれば攻こう撃げき・防ぼう御ぎよ・スピードの全てにおいて生身の状態よりも大幅に能力を底上げすることが出来る。

　この攻防におけるバランスの良さが神機という兵器の最大の武器であるのだ。

「アタシは使わないわ。神機を使うと魔術の加減が難しくなるのよね。相手を殺さないで戦う自信がなくなってしまうもの。空太はどうするの？」

「俺も今回は神機を使うつもりはないかな。まだ扱あつかいを完全にマスターした訳ではないし……実を言うと神機を展開するより足場の安定した地上戦の方が自信ある」

「はぁ……。本当に貴方って人は……。仮にもウチの学園の生徒なんだから神機の存在意義を全否定するような発言は慎みなさいよね！」

　フェリシアが呆れ半分でツッコミを入れたそのときであった。




「お前ら！　今すぐ手を上げてオレの指示に従え！　このショッピングモールはこれよりオレたち《ユベル》が占拠する！　抵てい抗こうすれば今すぐにでもコイツをぶっ放すぞ！」




　覆面を被かぶり武装した三人の男が空太たちのいる喫茶店に押しかける。

　武装した男たちの内、二人は大きな狙撃銃ライフル型の魔道具レガリアを――。

　中央に立ったリーダー格と思しき男は両側に刃やいばの付いた大剣の形をした魔道具をそれぞれ両手に装備していた。

　彼らは全身を魔術防御力に秀ひいでた防護服プロテクターで固めており、完全武装の態勢であった。

（……ユベルってもしかしてあの!?　どうしてユベルが天空都市に!?）

（考えるのは後にしよう。まずは目の前の危機を切り抜ぬけることに集中だ）

（……たしかにそうね。空太。ひとまずここは任せたわ。景気づけに連中に貴方の剣術を見せつけてやりなさい。失った自信を取り戻すためにはおあつらえ向きの相手でしょ？）

（……ああ。分かったよ）

　目の前にいる敵は三人。

　年齢は自分よりも高いが、潜せん在ざい魔力量は人並みである。

　状況は油断ならないものであるが、それでも七星騎士と一対一で対たい峙じすることを思えば幾いく分ぶんマシなものだろう。

　まずは敵の注意を自分一人に引きつけて、周囲の人間たちに危害が及およぶ可能性を排はい除じよするべきだろうと空太は判断する。

　空太は無言のまま腰こしに差した刀に手を置き男の前に歩みを進める。

「はぁ。なんだテメェ……。オレの言葉が聞こえなかったのか？　それとも恐怖で気でも狂ったか？」

「……気が狂っているのはお前たちの方じゃないか？　お前たちの目的はなんだ？　どうしてこんなバカげた真似をする？」

　武装した男たちの中でも一際大柄な大剣使いの男は覆面越しに破顔する。

「ククッ。こいつは面白れえ。お前……自分の立場ってのがまるで分かっていねえんだな。いいぜ。どうせ後で公表することだし特別に教えといてやるよ」

　武装した男は空太たちに向けて高らかに宣言する。

「オレたちユベルの目的！　それはオクタヴィアの中心部に設立されたセントラル・コアの破は壊かいにある！」

「……!?」

　重力管理を始めとするオクタヴィアの人々が生活するに当たり欠かせない魔術基盤コア・メソツドの集合体であるセントラル・コアの破壊。

　少しでも天空都市で暮らしたことがある者であれば、その恐ろしさは即そく座ざに理解することが出来るだろう。

　セントラル・コアは学園職員の手によって二十四時間態勢で厳重に防備されており、外部からの侵しん入にゆうは絶対に不可能とされている。

　仮にセントラル・コアの破壊が実現されるようなことがあれば、この都市は数分と経たたない内に地上に墜落することになるだろう。

「……どうしてそんなことを？」

　大剣使いの男は胸を張り、自らの思想を雄弁に語り始める。

「いいか。少年。この世界は既に魔術によって堕落しちまった。今では街を走る自動車や空を飛ぶ飛行機でさえも魔力を動力源に動くようになり……人類はもはや魔術なしでは生きられなくなっちまった。

　けどな、この世界を総すべる理ことわりに背きエネルギーを抽ちゆう出しゆつする魔術って言うのは本来この世界にあってはならないものなんだよ。

　その証しよう拠こに――禍か鬼きたちは年月を重ねる毎ごとにその活動を活性化させている。

　魔術に溺れ堕落した人類に対し、この世界の創造主たる神々がお怒いかりになっているからこそこのような事態が発生するんだ！

　だからこそオレたちは、科学に基もとづいた健全な社会の復活を目指すため……まずはその第一段階として現代の魔術社会の象しよう徴ちようである天空都市を破壊しなければならない。

　そのためにオレたちは、このショッピングモールにいる人間たちを人質に取ってオクタヴィアの上層部の連中と交渉する予定でいる！」

「…………」

　男の主張を空太はただ黙って聞いていた。

　ユベルに所属するメンバーの多くは、禍鬼の襲しゆう撃げきによって大切な人を亡なくした者たちであることを空太は知っていた。

　大切な人を失った彼らは怒りの矛先を魔術社会に向けることで心に負った傷を自ら誤魔化しているのだろうと空太は思う。

　だから空太は彼らの主張を否定しない。

　自分もあの日。

　師匠と出会えなければ、向こう側に立っている人間となり得たかもしれないから――。

「……お前たちの主張は分かった。けど、どんなに人質を取ろうとテロリストの要求を呑むとは考えにくいんじゃないか？」

「ハハッ。そん時はそん時さ。お前たちを皆殺しにすれば、この国は人民の命よりも天空都市の維持を優先したという結果が残り、魔術社会に対する国民の不安を煽あおることが出来る。オレたちの命と引き換かえにそれが叶かなうなら安いもんだぜ」

「…………」

　男の口くち振ぶりから空太は彼らの言葉に嘘うそ偽いつわりはないのだろうと判断する。

　目の前の男たちは正しよう真しん正しよう銘めい、決死の覚かく悟ごでこの場に立っているのだろう。

「……そうか。けど、悪いな。生憎と此こ処こには俺にとって大切なものが色々と出来ちまったんだ。だからお前らの好き勝手にさせるわけにはいかない」

　空太は眼光を研ぎ澄まし、腰に差した大おお太た刀ちの鯉こい口ぐちを切る。

「……ふんっ。随分とでかい口を叩たたくじゃねえか。お前一人で何が出来るっていうんだよ」

「隊長！　そう言えばこいつの顔……何処かで見覚えがあると思ったら。間違いありません！　こいつが噂の《剣けん術じゆつ使い》という異例の枠わくで演武学園に入学を決めた世界唯一の男性騎士ですぜ！」

　部下からの報告を受けた大剣使いの男は、よほど自分の実力に自信があるのかその表情を緩ませる。

「……ほほう。そいつは面白い。ならば是ぜ非ひともその実力とやらを見せて貰もらいたいなぁ。かかってこいよ。人類を堕落させた悪あく魔まの力――魔術の前では剣術なぞ何の役にも立たないことを思い知らせてやる」

　大剣使いの男が手にした得物からはバチバチと青い火花が散った。

（雷領域ドメインの魔術基盤か……）

　数ある魔術領域の中でも攻撃速度に優れた雷領域は炎・水・風と並んで四大基本領域と呼ばれており騎士たちの間でも比較的使用率が高い魔術基盤であった。

　間合いを取られたら面倒なことになるかもしれない。

　そう判断した空太は何を思ったのか――鞘さやに刀を収めた状態で大剣使いの男に向けて突撃した。




「……なっ。居合抜きだと!?」




　居合抜きとは、鞘に刀を収めた状態で帯刀し、鞘から刀を抜き放つ動作で一いち撃げきを与あたえる日本古来より様々な流派で伝承されている剣技の一つである。

　けれども。

　居合抜きには古来よりその実用性を疑問視する声がある。

　現に居合抜きは日本における多くの流派において『緊急時における護身用の技』程度に位置付けられている場合が多く、間違っても自ら積極的に使用しに行くべき技ではない。

　帯刀状態と抜刀状態でどちらが素す早ばやく相手に一撃を与えられるかを考えれば……鞘から刀を抜くという余計な動作を必要とする分、後者の方が速いということは明らかである。

「空太、流石さすがにそれは無茶よ!?　雷領域の攻撃速度を甘く見ていると返り討ちにされちゃうわ!?」

　空太の剣けん術じゆつに心酔しているフェリシアでさえ、この状況は無謀に過ぎるものだと判断していた。

「バカがッ！　そんな時代錯誤の魅せ技がオレの魔ま術じゆつに通用するかよ!?」

　大剣使いの男は激げき昂こうし、大きく腕うでを振ふり上げる。

　異変が起きたのは、大剣使いの男がそのまま雷領域の魔術を構築しようとした瞬しゆん間かんであった。




「皐羽流剣技・壱の太刀――《抜刀》」




「……グッ!?」

　気付くと男が手にしていた大剣は大きく宙に舞い――天てん井じように向けて深く突き刺さっていた。

　周囲の人間たちは空太の剣撃の瞬間を全く捉とらえることが出来ず、その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまっていた。

　そんな中。

　周囲の人間たちの中で唯一、空太の剣撃をかろうじて目で捉えることに成功したフェリシアだけは――空太が用いた剣術の異様さに気付き絶句していた。

　鞘から剣を抜くのではなく、鞘そのものを斬り裂くことから始まる抜刀。

　種を明かしてしまえば皐羽流剣術――壱の太刀《抜刀》はそれだけの技である。

　空太が腰に差している鞘には薄うすい切れ込みが入っており、あらかじめ『斬り裂かれること』を前提とした作りになっている。

　この抜刀法における最大の特とく徴ちようと呼べるのは鞘から剣を抜く――という動作を省くことにより初撃のスピードを飛ひ躍やく的てきに高めることを可能にした点である。

　鞘から剣を抜く、というモーションを予想していた相手は完全に意表を突かれる形となり、初見でこの技を回かい避ひすることは困難を極きわめる。

　尤もつとも――古来より礼節を重んじる日本武道においてこの技は、使用すれば卑怯者と罵られても仕方のない技である。




「――悪いが、俺の流派に魅せ技なんてないんだよ」




　だがしかし。

　皐羽流は古来よりただただ愚直なまでに『実戦』のみに想定されて作られた剣術。

　故に、皐羽流には『剣士としての恥はじ』などという非合理的な概がい念ねんは存在しない。

　皐羽流を修めた剣士が唯一、恥じなければならない場合があるとすれば、それは命じられた任務に対して結果を残せなかった場合に限る。

　――手段や方法は不問とし戦いにとって必要な要素以外は全て削ぎ落とされていること。

　それこそが皐羽流剣術における最大の強みと呼べる特徴であり、長きに渡わたりこの流派が剣術の世界の表舞台に立つことがなかった所以ゆえんとも言えるのである。

「……チッ」

　手にした大剣を失った男はすぐさま思考を切り替えて次の攻撃に移ろうとする。

　男が防護服の内部から取り出したのは小銃型の魔道具であった。

（……もう勝負は付いたわね）

　けれども。

　一度刀を抜いた空太を眼前にして『魔道具を取り出し一から魔術を構築する』という動作がいかに悠長なものであるかは、一度彼と対峙したフェリシアであれば容易に想像がつくことであった。




「皐羽流剣技・伍の太刀――《殺陣たて》」




　空太がそう呟つぶやいたときには男の意識は完全に飛んでいた。

　けれども、不可解なことに倒れた男は血の一滴どころか目立った外傷すら存在せず――文字通り無傷のまま気を失っていた。

　皐羽流剣技――伍の太刀《殺陣》は相手を殺さず無力化することを主眼においた剣技である。

　皐羽流が主として活用されていた戦乱の時代には、状況に応じて、相手を捕虜として生け捕りにし情報を得ることが優先されるケースが存在した。

　通常の剣術で人体の急所とされる箇か所しよは頭部、心臓、喉のど、手首などが代表として挙げられるが――。

　皐羽流剣術は酸素や血液と同様に人間の体にとって欠かせないエネルギーである氣（魔力）を体内に巡めぐらせる器官である《氣動脈》を肉眼で捉える訓練を行っている。

　この器官に峰打ちによる強い打撃を与えることにより一いつ瞬しゆんで相手を無力化する技術が――伍の太刀《殺陣》と呼ばれているものである。

　この技術により皐羽流剣術では、確実に相手を無力化できる急所を合計で二十四カ所も有している。




　壱の太刀――《抜刀》

　弐にの太刀――《絶配》

　参の太刀――《索影》

　肆の太刀――《瞬しゆん脚きやく》

　伍の太刀――《殺陣》




　全部で十二種存在するとされている皐羽流剣技の内、右記の五種類の剣技がその基本技として位置付けられている。

　だがしかし。

　基本技……と言ってもその習得は容易なものではない。

　皐羽流剣技はその数字が高くなる毎に習得難易度が格段に増していく仕組みとなっており、伍の太刀――《殺陣》までを極めるほどの剣士となれば、長きに渡る皐羽流の歴史の中でも数えるほどしか存在していないとされている。

　そのため。

　皐羽流剣術を修め始めてからたったの二年でこれら五種類の基本技を習得してしまった空太は師し匠しようを以てして『世界最強の剣術使い』と言わしめたほどであった。




「……テ、テメェ！　よくも隊長を!?」

「許せねえ！　今すぐぶち殺してやる！」




　刹せつ那な。

　自らの隊長が倒されたことに動どう揺ようした部下である二人の男はその銃口を空太の方に向ける。

　それからコンマ数秒の後。

　彼らの体は巨大な炎の手に掴つかまれて大きく宙に浮くことになった。

「……相手の力量も量れず自らを死地に追いやろうだなんて……可か哀わい想そうな人たち。少し黙っていなさい」

　フェリシアの背後には体長三メートルを超えるであろう炎の巨人が浮かび上がり男二人の首根を掴んで離さなかった。




「……カハッ！」

「なんだよこれ……息が……吸えねえ……」




　それは炎ほのお領域の基本魔ま術じゆつ《炎壁フレイム・ウオール》に《形状変化》の追加実装オーバーライドを加えた彼女オリジナルの魔術。

《紅蓮の従者イグニス》。

　世界広しとは言ってもそれ単体では全くと言って良いほど質量を持たない炎を用いて『相手を掴む』などという芸当が可能なのは、炎領域最強の騎き士しの称しよう号ごうを与えられた彼女くらいのものだろう。

　自ら構築した炎の魔術を超高密度に圧縮することでフェリシアは、まるで生物のような質量を持った炎の巨人を操ることを可能にしたのであった。

「……おい。流石にその辺にしとけって。そろそろこいつら……死んじまうぞ」

「問題ないわ。この魔術はアタシが可能な限り炎の温度を超低温に調節しているからね。見かけによらず大した威力はないもの」

「そ、そうなのか」

「うん。元々、この技は相手を殺さない程度にジワジワと痛めつけつつ酸欠状態にして気絶させるために考えた技だし」

「…………」

　容姿だけを見れば非の打ちどころのないパーフェクト美少女であるフェリシアが放った残ざん酷こく極きわまりない発言に対して、空太は若じやつ干かんの戸と惑まどいを覚えた。

「よっと。そろそろ人型の燻製が完成した頃ころかしら」

　紅蓮の従者イグニスは手にした二人の男を壁に向かって放り投げる。

　その原因が酸素不足なのか、壁にぶつかった衝撃なのかは定かではないが結果として二人の男は完全に伸のびあがっていた。




「……さてと。それじゃあもう一暴れしましょうか♪」




　空太の戦い振りを見て気分が高揚したのかフェリシアは空太に向けて上機嫌にウィンクを飛ばす。

　カフェテラスにいた人々は『世界最強の剣術使い』と『世界最強の炎魔術使い』が織り成す出鱈目な戦い振りを目まの当たりにし――。

　暫しばらくの間、キツネにつままれたかのように呆然としていたという。




×　×　×




　それから。

　空太とフェリシアの快進撃は続いた。

　二人が見せる一騎当千とも呼べる活かつ躍やくにより合計で二十七人いたユベルのメンバーたちも意識を残している者は残り一人。

「甘いわっ！」

　と、最後に残ったユベルの戦闘員の一人もフェリシアが生み出した《紅蓮の従者》に打ちのめされて魔道具を失い満身創痍の状態であった。

「……さてと。これで粗方片付いたかしら。なぁんだ。ユベルっていうのも案外大したことないのね。拍子抜けしちゃったわ」

　空太との共闘により大方の敵を片付けた安心感から《紅蓮の従者》を解除してホッと一息を吐くフェリシア。




「待て！　フェリシア！　後ろを見ろ！」




「……え？」

　空太の忠告に従い振り返ったフェリシアであったが――時既すでに遅おそし。

　魔道具を失い完全に無力化させたと思われたユベルのメンバーの一人がフェリシアに向けて魔術弾を放つ。

　突とつ如じよとして男の右腕から放たれた魔術は雷領域の基本魔術《雷ライトニン球グ・ボール》。

　フェリシアは咄とつ嗟さに細剣レイピアでそれをガードしようとするも男の放った魔術弾の威力は彼女の予想を大幅に上回るものであった。

「……クッ」

　フェリシアの手にした細剣型の魔道具は、想定外の衝撃により刀身が二つに折れ、使い物にならない状態になってしまった。




「……動くな。少しでも動いたらテメェの頭を破裂させる」




　男はフェリシアの背後に回り込み彼女の頭部に向けて自らの右腕を突きつける。

「……驚おどろいた。貴方……機工術師マギ・クラスターね。噂うわさには聞いていたけど……まさか体内に魔術基盤を埋うめ込むようなバカが実在してただなんて……」

「…………」

　機工術師。

　それは人体に直接魔術基盤を埋め込んだ人間たちの総そう称しようである。

　彼らは直接体内に埋め込んだ《魔術基盤》を自身の《魔力回路》とリンクさせることにより、通常では考えられないほどの高威力の魔術を構築することを可能とした存在である。

　けれども。

　機工術師たちが魔術を構築する際に人体にかかる負担は、時に生命の危機を脅かしかねないものである。

　従って現在では、世界各国で魔術基盤を体内に内蔵する行為を全面的に禁止としている。

「勘違いするなよ小娘！　魔道具さえ壊しちまえばテメェなんぞ何処にでもいる普ふ通つうの女とさほど変わらん。自分の立場を弁わきまえてから言葉を話せよ。お前の命は今、俺様の掌てのひらの中にあるんだぜ」

「…………ッ」

　迂う闊かつだった。

　よくよく注意して観察してみれば、防護服越しからでも男の腕の太さが左右で不自然なまでに違ちがいがあることを推おし量ることが出来ただろう。

「……そこの剣術使い。お前も早く武器を捨てろ。でないとこいつの頭はバットで殴ったスイカのように弾はじけ飛ぶことになるぞ」

　男はフェリシアの髪かみを引っ張りながらも空太に対して強い視線を送る。

（あれ……？　もしかしてアタシ……ここで死んじゃうの？）

　刹那。

　フェリシアの脳のう裏りに浮かびあがったのは、男が放った魔術により自らの頭が吹き飛ばされる――鮮烈な死のイメージであった。

　いかに相手が違法な手段により強力な力を手に入れた機工術師であろうとも、空太の超ちよう人じん的てきな剣術を以てすれば打ち倒たおすことは可能だろう。

　けれども。

　あくまでそれは武器を持って戦った場合の話である。

　たとえ空太の剣術がどれだけ優れていようとも一度刀を捨ててしまえば……彼もまた何処にでもいる普通の少年に過ぎないのだろう。

　これから考えられるパターンは二つ。

　仮に空太が武器を捨てれば自分共々共倒れ。

　仮に空太が武器を持って戦うことを決めれば自分の頭は打ち抜かれる結果になるだろう。

　どちらにせよ自分が助かる見込みは皆無と言って良い。




（そんな……アタシにはやらなければならないことが山ほどあるのに……。

世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアで優勝して……祖国の皆を幸せにしてあげなければならないのに……）




　フェリシアの瞳からは大粒の涙なみだが零れ落ちようとしていた。

「分かった。武器は捨てる。だからその代わりに彼女のことを離してやってくれないか？」

「……!?」

「クク。物分かりの良い奴やつで助かるぜ。いいだろう。お前がその刀を何処か遠くに投げ捨てたならば今すぐにでもこの女を解放してやろう」

　瞬間、フェリシアの心は怒りの感情で満たされる。

　フェリシアにとって自らの危機管理の甘さが招いたミスから、誰だれかを道連れにして犠ぎ牲せいにしてしまう事態は是ぜが非ひでも避さけなければならないものであった。

「バカ空太！　どうしてよりにもよって一番最悪な選せん択たく肢を!?　こんな奴が約束を守ってくれるはずがないじゃない……ッ」

　フェリシアの追つい及きゆうを無視して空太は無言で鞘から刀を抜く。

　だがしかし。

　絶体絶命の窮きゆう地ちにも拘かかわらず空太の一挙一同には焦あせりの色がまるでなく。

（――大だい丈じよう夫ぶだから。安心しろよ。絶対に俺がお前のことを守ってやるからさ）

　自分に対してそう訴えかけるような優しい眼まな差ざしをしていた。

　と、次の瞬間。

　空太は宣言通りに抜き身の刀を放り投げる。

　ただ一点。

　男にとって想定外のことがあったとするのならばそれは空太が刀を投げる方角にあった。

　何を思ったのか空太は自らの頭上――。

　ショッピングモールの天井に届くかのような勢いで一直線に手にした刀を放り投げたのであった。

「……しまっ」

　空太の思おも惑わくに男が気付いたのはそれからコンマ数秒後の出来事であった。

　天に向かって刀を投げる。

　その目的はコンマ数秒の間、男の視線を上方に逸そらすことにあったのだ。

　空太は男が視線を上げたその一瞬の隙すきを見計らい彼の懐に入り込み、長年に渡り鍛え上げた鋼のように強きよう靱じんな足腰から鋭するどい蹴手繰りを叩き込む。

「……グッ！」

　咄嗟に足を払われた男はバランスを崩くずし地面に倒れ込もうとしながらも、しかし――自らの勝利を確信していた。

　何な故ぜならば――。

　たしかに不意は打たれたものの状況はさして変わっていないのである。

　依い然ぜんとして敵は武器を持たない高校生が二人。

　最悪の場合死に至るリスクを承知で機工術師マギ・クラスターとなった自分が、丸腰の高校生二人に対して遅おくれを取るはずがない。

「死ねッ！」

　男は叫びながら、フェリシアの魔道具を叩き折ったのと同じ雷領域の基本魔術《雷球》を空太に向けて放つ。

　けれども。

　結論から言うと――。

　男の放った魔術弾は、空太の剣技によって最重要クリテイカル基点・ポイントを破壊され掻かき消されることになった。




「皐羽流剣技・零の太刀――《虚刃》」




　意識を失う寸前。

　極限まで圧縮された時間の中で、男は世にも奇き妙みような光景を目にすることになる。

（何故だ……？　何故お前がそれを手にしている……？）

　男が疑問を抱くのも当然である。

　何故ならば――本来ならば決してそこにあるはずのない『刀』が空太の手に確かに握にぎられているように見えたからである。

「……カハッ!?」

　刹那。

　逆ぎやく袈け裟さの軌き道どうを描いた皐羽流剣技――《虚刃》は一瞬にして相手の意識を奪う。

　零の太刀――《虚刃》。

　状況が刻一刻と変化する生きた戦場においては、常に刀を持って戦うことが出来るとは限らない。

　自らの手足を『刀』に見立てて攻撃を行うこの技は――そんな空手の状態に陥おちいった場合を想定した剣技である。

　常人が用いれば単なる手刀に過ぎない技ではあるが、皐羽流剣術を極めた者であれば、その流麗な動作から、まるで本物の刀と対峙しているかのような錯さつ覚かくを相手に抱かせることが可能になる。

　フェリシアは先さき程ほどまで命の危機に瀕ひんしていたことが嘘のように……ただただ空太の剣術に見み惚ほれてしまっていた。

「ほら。立てるか？」

「…………」

　空太に手を引かれて上体を起こされたフェリシアは自らの胸の動どう悸きを抑おさえることが出来ずにいた。

　そしてこの瞬間――。

　遅おそ蒔まきながらもフェリシアは空太に対する感情の正体に気付くことになった。

（そうか。誰かを好きになるってこういう意味だったんだ……）

　――ずっと好きだったことに今気付いた。

　意味は矛む盾じゆんするかもしれないが、この心境を一言で言い表すのならばそんな言葉が最も的を射ていた。

　一体いつからなのだろう。

　空太かれのことを異性として好きになった明確なタイミングは分からない。

　何故ならば――。

　幼い頃より男性とは無む縁えんの人生を送ってきたフェリシアにとって恋れん愛あい感情というものは全く未知の存在だったからだ。

　心臓が止まるかと思った。

　ずっとこの時間が続けば良いと思った。

　けれども、次の瞬間。

　何かが爆発するような音と共にショッピングモールの中は夥おびただしい熱気に包まれる。

　音のする方に目をやると、場内の壁かべには大きな穴が開き、無数の粉ふん塵じんを巻き上げていた。

　焼き切られた壁の中から、やがて、巨きよ大だいな鎌を持った一人の少女の影かげが浮かび上がる。




「あーあ。せっかく遥はる々ばる遠出してオクタヴィアまで来たっていうのに……本当にこいつら使えないなー」




　その少女は――燃え盛る炎の中から悠然とした歩みで空太たちの前に現れる。

　フェリシアにとっての至福の一時は、一人の少女の手によってバラバラに砕け散ることになるのであった。







第八話　幼おさな馴な染じみ







　突如として空そら太たたちの前に現れた少女は、地面に倒れたユベルの戦闘員たちを躊ちゆう躇ちよなく踏みつけながらも空太の下に歩み寄る。

「ねえねえ。お兄さんが噂の剣術使いなんでしょ？　今からわたしと遊んでよ」

「…………」

　歳としの頃はおそらく中学二年生くらいであろうか。

　クルクルに巻かれた金色の髪。

　多様な装飾をあしらった紅のドレス。

　そして何より西洋人形のように整った顔立ちがやたらと目を惹ひく少女であった。

（……明らかに今まで戦ってきた相手とはレベルが違うな）

　少女の異様な気配を察知した空太は手にした大太刀の柄えを強く握る。

「もしかして……お前がこいつ等らを率いていたボスなのか？　いいのかよ。お前の部下は俺たちが全員倒しちまったけど。これでお前らの計画も丸つぶれじゃないか？」

「……計画？　なんのこと？」

「惚とぼけるなよ。ショッピングモールにいる人間たちを人質に取ってセントラル・コアの破は壊かいを要求する。それこそがお前たちユベルが此処に来た目的だったんじゃないのかよ？」

「あはは。あー。そう言えばそんなことも言っていたっけ」

　空太が尋たずねると少女はカラカラと笑い出し。

「嘘。嘘。そんなのそこに転がっているゴミたちを動かすための詭き弁べんだよ。こんな見え透いた嘘も見抜けないなんて本当可哀想な連中よねー」

　無む邪じや気きな笑え顔がおのまま地面に転がっている部下たちの頭を踏みつける。

「空太。この子と戦うのはまずいわ。自分でも上う手まく言葉で説明することは出来ないのだけれど……とにかく嫌いやな……嫌な感じがするの。こいつらの目的がセントラル・コアの破壊でないと言うのならば、アタシたちもこれ以上付き合ってあげる義理はないわ。ここは一旦引きましょう？」

「……ああ。そうだな」

　既すでにショッピングモールを訪れていた人間たちは空太たちが暴れている最中に避難を完了させていた。

　故ゆえに空太たちにとって目の前の少女と戦う理由は存在しない。

　フェリシアに手を引かれるまま空太はショッピングモールの出口を目指す。

「ふふ。そう簡単には逃がしてあげないんだから！」

　空太たちが出口に辿たどり着こうとする寸前。

　突如として天井から落下してきた瓦が礫れきの山が、ショッピングモールの出口を完全に閉鎖する。

「……なっ」

　慌てて振り返ったそのとき――空太は絶句した。

　何故ならば――先程まではゴシックドレスを着ていたはずの少女が防護服プロテクターを身に纏まとい神機アーテイフアクトに搭とう乗じようしていたからである。

「ど、どうしてユベルの一員である貴方あなたが神機を!?」

「あはは。別に驚くことでもないと思うんだけどなー。神機って開発されてから既に三十年以上経たっている兵器だよ？　わたしたちユベルの技術力を以もつてすればそれっぽい模造品レプリカを作ることなんて造作もないことなんだよ」

　少女は空太たちに聞こえない程度の小声で「まぁ、わたしが搭乗している《闇焔ジヤツク・ランタン》はもちろん模造品レプリカなんかではないのだけれど」と呟いた後。

「あー。そう言えば話の続きがまだだったよね。わたしたちユベルが遥々とオクタヴィアまで遠征してきた目的よ。なんでもウチのボスがお兄さんのことを偉えらく気にしているみたいでさ。噂の剣術使いの実力がどんなものか試ためして来いって言われているのよ」

「……狂っている。たったそれだけの理由でここまでやるのかよ」

　命を賭した戦いを前にしてこの余よ裕ゆう。

　そして彼女の体外から発せられている今まで感じたことがないほど不気味な魔ま力りよくの気配。

　周囲の氣の流れを読む技術に秀でた空太ですら、彼女の力量を推し量ることが出来ないでいた。

「さ。お互たがいにお喋しやべりはこの辺でお終しまいにしましょうか。早く神機を展開しなさい。さもなければ――そこにいる女の子に流れ弾が当たっちゃうかもよ？」

「……フェリシア。俺がこいつを足止めしておくからその間にお前は別の出口から逃げていてくれ」

「でも、それじゃあ空太が……」

「大丈夫。俺は死なないさ」

「そんな……何を根こん拠きよにそんなことを……？」

「だってほら……お前にケーキを奢おごってやるって約束も未いまだに果たせていないしな」

　その台詞せりふは空太にとって精一杯の強がりであった。







[image: ]







　不慣れな空中戦で得体の知れない力を持った少女と何ど処こまで戦えるか――。

　それは他ほかならぬ空太自身が計りかねていることであった。

　仮にもし、先の戦いで魔道具レガリアさえ壊れていなければ、フェリシアは間ま違ちがいなく神機を展開し空太に加勢していただろう。

　けれども。

　丸腰の自分がいてはかえって空太の戦いを邪じや魔ますることになりかねないとフェリシアは判断する。

「――分かったわ。だけど、ここで絶対に生きて帰ってくると誓いなさい。約束を果たすまでに勝手に死んだりしたら許さないんだから！」

「……了りよう解かい」

　短く承諾した後――ここで空太も神機を顕けん現げん化かする。

　つい先刻フェリシアに対して「地上戦の方が素早く動ける自信がある」と打ち明けた空太であったが、あくまでそれは相手が地に足を付けて戦っている場合に限る。

　今回のように空中戦闘を強しいられることになった場合は、自身も神機を顕現化しないことには勝負にならないことは明白であった。




「オッケー。あー。そう言えば自己紹しよう介かいがまだだったわよね。わたしの名前はイリア。イリア・トゥイードル。これからお兄さんの体を消し炭に変える女よ！」




　イリアはそう宣言した後。

　両手に持った巨大鎌の形をした魔道具から炎ほのおの基本魔ま術じゆつ――《火炎球フアイア・ボール》を発射する。

　空太にとってその魔術は既にフェリシアとの戦いで一度見ていた技である。

　それに――。

（――同じ炎領域ドメインの魔術ならフェリシアの方がずっと威い力りよくは上だ）

　空太は迫せまりくる《火炎球》を一寸ちよつとの見切りによって回避する。

「ふーん。神機の搭乗訓練を始めてから数日って聞いていたから不安だったけど安心したわ。そこそこ動けるみたいだね」

「そりゃどうも。まさかとは思うが今のがお前の全力って訳じゃないよな？　だとしたら拍ひよう子し抜けも良いところだ」

「あはは。お兄さんってば面おも白しろい冗じよう談だんを言うのね。安心してよ。今のは全力の二十パーセントも出していないから」

　少女はそう前置きした上で。

「――それじゃあ、今度は四十パーセントくらいの力で行ってみましょうか」

　続けざま。

　手にした魔道具から炎の魔術を構築する。

　折しもそれは以前にフェリシアが構築した魔術と同じ――炎の基本魔術である《火炎球》に《攻こう撃げき範はん囲い拡張》という追加実装オーバーライドを加えた《炎衝波フレイム・ウエーブ》であった。

　けれども、一度炎領域最強の名を冠かんする騎士との戦闘経験を経た空太にとって、少女の放った魔術は出力不足も甚はなはだしいものであった。

　空太は無言のまま打ち出された魔術を即そく座ざに無力化する。

　一度見た魔術の最重要クリテイカル基点・ポイントを見切ることは、空太にとって容易なことであった。

「……!?」

　イリアは空太が見せた剣けん技ぎに対して一瞬面食らったような素振りを見せたものの、直ちに平静を取り戻もどして不敵な笑えみを浮うかべる。

「ふーん。そっか。なるほどねー。お兄さんもあの人と同じ技を使えるんだ」

「……？　お前今なんて……？」

「けれど、ガッカリ。あの人が気に掛かけるからどんなものかと期待していたのに……この程度なら全力を出すまでもないわね。次はそうね……七十パーセントくらいの力で試してみようかな」

　次に少女が放ったのは、三層魔ま術じゆつと呼ばれる、空太が未だかつて見たことのない魔術であった。

　炎の基本魔術である《火炎球》に《攻こう撃げき範はん囲い拡張》＋《攻撃威い力りよく拡張》という二層の追加実装を加えた《獄炎ゲルニカ》。

　広範囲魔術であるが故に威力不足に陥りがちな《炎衝波》の欠点を《攻撃威力拡張》の追加実装で補ったこの魔術は、炎領域に対して優れた適正値を持つ者の中でも極ごく々ごく一部の人間しか構築することが出来ない超高難易度の魔術である。

　初めて獄炎を目の当たりにして空太は、自身が置かれている危機的な状じよう況きように気付かされることになった。

（なっ。最重要基点が見えない……っ!?）

　先程までは肉眼で捉とらえることが出来ていた最重要基点それは膨大な情報量を伴った魔晶物オブジエクトによってモヤがかかったように霞かすんでいた。

「……クッ」

　咄嗟の場面で《瞬脚》を用いて直撃を避けた空太であったが、脳裏を過よぎった疑問は晴れなかった。

「……腑ふに落ちないと言った表情をしているわね。

　いいわよ。特別に教えてあげる。さっきまでお兄さんの剣術がわたしの魔術を打ち消すことが出来ていたのは……単純にわたしの構築した魔術が誰にとっても分かりやすいシンプルな構造をしていたからよ。

　けれども、三層魔術ともなれば事情は違ってくる。

　最重要基点を刀で破壊して魔術を打ち消すというお兄さんの剣術は……相手の構築した魔術を詳細に解析することで初めて実現可能になる技術。

　故に相手が構築した魔術が複雑になり情報量が増えるほど、それを打ち消すことが困難になってしまう。正直に言ってあげましょうか。所しよ詮せん、お兄さんの剣術は格下の相手にしか通用しない……紛まがい物の強さでしかないのよ」

「…………ッ」

　イリアの発言を受けた空太の双そう眸ぼうは驚きよう愕がくの色に染まる。

　空太とて自分の剣術の弱点に気付いていなかったわけではなかった。

　そのため。

　自らの剣術の弱点が露呈してしまったことに関する驚きはない。

　真に驚くべきことは、目の前の少女がどうして自分の剣術に対してここまで精通した情報を持ち得ているのかということにある。

　空太が会え得とくしている終つい新しん・二の太た刀ち――《破は鬼きの皇こう剣けん》は、元を正せば由緒正しい皐さつき羽ば流剣技ではない。

　皐羽流剣技の中でも《終新》と名のつくものは、空太の義父である皐羽鉄てつ心しんが長年の月日をかけ、皐羽流を現代魔術と戦うことに特化した技に昇華させたものである。

　従って、自分以外にこの技を扱あつかえる人間は存在しないはずなのだ。

　けれども。

　今そのことを考えていても仕方がないのだと空太は悟さとる。

　空太にとって目下にして片づけなければならない問題は、炎の三層魔術《獄炎》をいかにして打ち破るかということにあった。

「ふふふ。休ませる暇ひまなんて与えないわよ！」

　続けざまに金髪の少女の魔道具から《獄炎》が構築される。

「…………ッ」

　空太はなんとかそれを間一髪のところで回かい避ひしながらも、少女の構築した三層魔術を打開するための解決策を模も索さくするのであった。




×　×　×




　それからも空太の苦戦は続いた。

　少女の放つ《獄炎》の魔術は空太を徐じよ々じよに追いつめていく。

　既に神機に内蔵された魔力は残り二割を切っており次に攻こう撃げきが直撃すれば、強制解除パージされかねない危機に陥っていた。

　空太とて此こ処こまで無策で逃げ回っていた訳ではない。

　支払った代償こそ大きいものの、繰くり返し目視すれば、いかに三層魔術といえども最重要基点を見切ることは可能である。

　けれども。

　空太にとって新たなる問題が浮ふ上じようしていた。




「ほらほら！　打ち消せるものなら打ち消して見せなさいよ！」




　眼前に迫る煉れん獄ごくの最重要基点を見切り、手にした刀によりそれを破壊する。

「……クッ」

　最重要基点を探り当てても尚なお。

　空太は相手が構築する魔術を完全に打ち消すことが出来ずにいた。

　何故ならば――。

　空太の手にした刀の強度が、魔術の威力に押し負け、剣撃の際に微び妙みようなブレが発生していたからである。

　相手の構築した魔術を完全に打ち消すためには、僅わずかな手元の狂くるいすら許されない。

　故に空太は、イリアが魔術を放つ度にジワジワと魔力エンチヤウン障壁ト・シールドを消耗せざるを得なかったのである。

「…………ッ!?」

　そしてついに――恐れていた事態は起きてしまった。

　元より何の変哲もない金属の塊かたまりが炎の三層魔術に太刀打ち出来ていた状況こそ、空太の持つ卓たく越えつした《剣術》が成せる異常な事態だったのだろう。

　空太の手にした刀は相手の構築した魔術の威力に耐えきれず、そのまま刀身が折れることになった。




「あはは。お兄さんってば本当に弱いんだね！　これで分かったでしょ？　結局、『剣術』って言うのは『魔術』の前では何一つ役に立たないものなんだよ。このまま死んじゃえ！」




　イリアはそう叫び――。

　空太の息の根を止めるべく手にした巨大鎌から《獄炎》を放つ。

（万事休す……か）

　戦いに敗れることはもちろん悔しい。

　が、空太にとってそれ以上に悔しかったのは、目の前の少女が放つ言葉に対して何一つとして言い返せないことであった。

　――剣術では魔術には勝てない。

　空太とてそんなことは疾とうの昔から分かっていたことであった。

　けれども。

　一度それを認めてしまえば、己おのれの人生を全否定されてしまうような気がして――。

　空太はいつの日か己の剣術が魔術を凌りよう駕がし――誰よりも強い男になれるその日を夢見て、一心不乱に修しゆ行ぎようの日々に明け暮れてきたのである。

　それでも尚。

　自分の剣術では、魔術に打ち勝つことが出来なかった。

（結局……いくら努力したところで剣術では魔術に打ち勝つことが出来なかったっていうことかよ……）

　そう考えると今までの人生で自分が積み上げてきたものが全て無む駄だなものだったように思えてしまい……空太にとってそれは、堪たまらなく悔しいものであった。




「――邪魔よ。彼女は私が片付ける。足手纏いは下がっていなさい」




　彼女の声が聞こえて来たのは空太が敗北を悟り自らの目を閉じようとしたそのときであった。

　刹せつ那な。

　空太の眼前に蒼あおく――美しい薔ば薇らが咲いていた。

　水領域の基本魔術である《氷壁アイス・ウオール》に《形状変化》の追加実装を加えた彼女オリジナルの魔術《戦場に咲く蒼き薔薇ダイヤモンドローズ》は、空太を護まもる盾となり炎の三層魔術である《獄炎》をいともたやすく防ぎ切った。

　彼女――雪ゆき城しろ冬ふゆ華かは微かすかに蒼みがかった白銀色の専用機――。

《銀雪スノーホワイト》を身に纏い空太の近くで滞空していた。

「……冬華!?」

　半ば反射的に幼馴染の名前を口にする空太であったが、冬華の眼差しは見るもの全てを凍いてつかせるかのようなものであった。

「貴方……私の言うことが聞こえなかったのかしら？　死にたくなければ私の目の前から失うせなさいと言ったのよ」

「…………ッ」

　冬華の凍てつく眼差しは、今にも折れそうな空太の心に対して追い打ちをかける非情なものであった。

　しかし、彼女の言っていることは尤もつともである。

　手にした刀は二つに折れ、神機の魔力残量も尽き果てようとしている自分がこの場に止とどまっていることは冬華にとって足手纏いにしかならないのだろう。

「……はい？　どうして貴方が此処にいるのよ！　雪城冬華！　わたし、そんなことボスから一言も聞いていないんだけど!?」

「貴方の都合は知らないわ。恨むのなら戦いの場で私と対たい峙じしてしまった己の不幸を恨みなさい」

「……ふんッ。予想外の邪魔が入ったわね。けどまあ良いわ。七星騎き士しである貴方を倒せばわたしの株も上がるってものよ」
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　イリアはそう啖たん呵かを切った後、魔道具から炎の魔術を発現させるのであった。




×　×　×




　戦いの形勢は完全なワンサイドゲームであった。

（これがあの冬華の実力なのか……!?）

　イリアは空太と戦ったときには一種類しか見せなかった自身の切り札である三層魔術を、状況に応じて多様に打ち出していく。

　けれども、冬華の構築する氷の魔術は堅けん牢ろうな盾となりその攻撃を全て防ぎきっていた。

　反面。

　冬華の打ち出す氷の魔術は相手の構築した炎の魔術をいともたやすく貫き続ける。

「……チッ。流石さすがに専用機と言っても初搭乗の状態で七星騎士クラスを相手にするのは無謀過ぎたかな」

　まるで赤子の手を捻ひねるかのような余裕を持って戦いを続ける冬華の様子を目まの当たりにして、少女は小さく舌打ちをする。

「いい加減諦あきらめて神機を解除したらどうかしら？　相手の力量を推おし量れないほど貴方は弱い人ではないのでしょう。それと感謝しなくてはならないわね。有あり難がとう。久しぶりに骨のある相手と戦えて楽しかったわ」

「…………ッ」

　この瞬しゆん間かん。

　イリアの怒いかりのボルテージは一気に上限値まで振り切れる。

「ふふ。貴方が悪いのよ。そうやってわたしの前で調子に乗った台詞を言うから！　ボスに怒おこられるだろうから……出来ればこれだけは使いたくなかったんだけどな」

　窮地に陥ったイリアは何を思ったのか――。

　まるで誰かに合図を送るかのように自らの指をパチンと鳴らす。

「……!?」

　異変が起きたのはその直後であった。

（これは一体……？）

　周囲の魔力の流れを読む技術に長たけた空太はその場にいた誰よりも早く異変に気付く。

　皐羽流剣術《殺た陣て》により意識を奪うばったはずのユベルの戦闘員たちの体から膨大な魔力量が生じ始める。

　その原因となっていたのは、彼かれらの体に埋まっていた米粒サイズの魔力の塊であった。

　魔力の塊は彼らの体内に存在する生気を根こそぎ吸い上げ肥大化していき――。

　やがては、肉体を突き破り植物の如ごとき姿にその形質を変化させる。

　中から現れたのは体長十メートルほどの《植物型》の禍か鬼きであった。

　人間の体内を食い破り次々と出現する禍鬼たちの存在により今までショッピングモールだったはずのその場所は、一いつ瞬しゆんにしてジャングルの奥地にいるかのような異様な景色に変へん貌ぼうを遂とげる。

　突とつ如じよとして現れた二十体をも超こえる《植物型》の禍鬼たちは、一斉に冬華の機体に目掛けて襲い掛かる。




「……クッ」




　咄嗟に氷の魔術を構築して防ぼう御ぎよを試みる冬華であったが、『人間の中から禍鬼が出現する』という有りえない状況を目の当たりにした彼女はその判断を一瞬遅らせてしまった。

《植物型》の禍鬼は触手のように自在に動くツルによって、冬華の機体から魔道具を取り上げる。

「……しまっ」

　武器を失った冬華は、一瞬の間に《植物型》の禍鬼たちのツルにより拘束され、苦悶の表情を浮かべる。

「ふふ。絶景絶景。天下の七星騎士様もこうして魔道具を取り上げて手足を縛ってしまえば普ふ通つうの女の子と何一つ変わらないわね」

　気に食わない相手を捕獲出来たことがよほど嬉しかったのか、恍こう惚こつとして笑みを浮かべてイリアは続ける。

「ねえねえ。冬華さん。いいこと教えてあげようか？　この子たち……《植物型》の禍鬼のツルは人間の魔力を根こそぎ吸い取る特別製よ。一度捕えられたら最後、貴方の体をミイラのような姿に変えるまで解放することはないわ」

「……そう。ならば早く私の体から全ての魔力を吸い上げて見せなさい。生あい憎にくと私の魔力はこんなやつらに吸いきれるような柔やわな量ではないけどね」

「あはは。強がらなくてもいいのに。冬華さん……顔色がどんどん悪くなっているよ？」

「…………」

「貴方だって本当は自分の置かれた状況のまずさが分かっているんでしょ？　だってわたし知っているもん。冬華さんは自分の置かれた状況を推し量れないほど弱い人ではないってね。ありがとう。そしてさようなら。久しぶりに骨のある相手と戦えて楽しかったよ」

「…………」

　イリアの言う通り。

　冬華は自身の置かれた危機的な状況に対して気付いていないわけではなかった。

　このままの状況が維持されれば、自らの体内に内蔵されている魔力は五分と経たない内に枯こ渇かつしてしまうだろう。

（クソッ！　なんだってこんなときにッ……!?）

　これまでの状況を目の当たりにしていた空太は、自らの手足の震えを止めることが出来ずにいた。

　本当ならば一秒でも早く冬華のことを助けに行きたい。

　けれども、空太はそのための一歩を踏み出せずにいた。

（……あの時と同じだ）

　何故ならこの光景は、七年前の空太のトラウマと完全に合致するものであり、空太は未だにこのトラウマを克服することが出来ずにいたからである。

（一体、折れた刀で何が出来るって言うんだよ……）

　結局、自分のやってきたことは何もかもが無駄だったのだと空太は痛感する。

　気が付けば、禍鬼を前にして恐きよう怖ふで手足が震え、何も出来ずにいる自分がいた。

　七年前から何一つとして成長していない――自分の中の《弱さ》に対するどうしようもない嫌悪感だけが空太の感情を支配していた。




「しっかりしなさいよ！　空太！」




　彼女の声を耳にしたのは、そんなときであった。

　フェリシアの声を聞いた空太の意識は次し第だいに鮮せん明めいなものになっていく。

（ふぅ……やっぱり戻って来て正解だったわ！　バカ！　バカ空太！　生きて帰ったらケーキを奢ってやるですって……!?　よくよく考えてみればそんな台詞は死亡フラグも甚だしいじゃない！）

　空太に声を届けるためショッピングモールの七階まで全速力で走ってきたのでフェリシアの体は、今にも倒れそうなほど疲労が蓄積されていた。

　フェリシアは落ち着いて息を整えながら、空太に向かって全力で想おもいを届ける。




「貴方は一体……何のために《剣術》の修行に打ち込んできたの!?」




　空太にとってその答えは非常にシンプルなものであった。

　当然それは冬華のことを――。

　大切な人を守るための力を手に入れたかったからである。

「アタシの尊敬する皐羽空太の《剣術》って言うのはそんなものだったの!?　これ以上アタシのことを失望させないでよね！」

　フェリシアの言葉によって空太の中にあったモヤモヤとした感情は、完全に何処かに消えていた。

　空太の意識は覚醒し、頭の中は清々しいまでにクリアなものになっていた。

（……そうだ。もう自分の中の《剣術》を否定するのは止やめよう。だってそれは結果として彼女の《魔術》を否定することに繋つながるのだから――）

　刀がなければ新しく作れば良い。

　不思議と今ならそんな非常識なことすら、可能にして見せるという自信が空太の中に芽生えていた。







　一方そのころ。

　植物型の禍鬼に魔力を吸われ続けた冬華は、疲労により息が乱れ、満身創痍の状態であった。

　多重に魔力の繊維が編みこまれた防護服は、植物型の禍鬼のツルによってドロドロに液化し、冬華の肌はだを露あらわにさせていた。

「ふーん。たしかに貴方……強がりを言うだけあってなかなかしぶといわね。普通の人間なら一分も経たない内にシワシワの干物になっているのになー」

「…………」

「はぁ。だんまりですか。せめて命乞いの一つでもしてくれたら盛り上がるのに。もういいや。じっと眺めているのも飽きちゃったし」

　そう前置きしたイリアは、現在使用可能な魔術の中でも最大威力を誇ほこるそれの構築を開始する。

《煉獄インフエルノ》。

　少女が構築しようとしているその魔術は、炎の基本魔術である《火炎球》に《攻撃威力拡張》の追加実装を二重に施ほどこしたものであり――。

　炎領域の三層魔術の中でも最強の威力を誇るイリアにとって、切り札とも呼べる魔術であった。




「これで最後よ！　消えなさい！　《煉獄》！」




　金髪の少女の放った《煉獄》は、冬華の機体に目掛けて一直線に襲い掛かる。

　自らの死を悟る直前。

　冬華の脳のう裏りを走馬灯のように過ったのは幼い頃ころ――自分がどんなピンチに立たされたときも必ず駆けつけ、救ってくれた空太ヒーローの姿であった。




「……助けて！　空太！」




　必死の想いで冬華は叫ぶ。

　どうしてだろう。

　今更助けを求めたところで自分が助かる見込みは皆無に等しい。

（そんなこと……最初から分かっていたはずなのに――）

　けれども、その直後。

　周囲にいた誰だれもが予想していなかったことが起きた。

　イリアが放った炎領域最強の三層魔術――《煉獄》は一人の剣けん士しの手によって最重要基点を破壊され――打ち消される結果となったのである。




「……なっ。どうして貴方が此処に？」




　期待していなかったと言えば嘘うそになる。

　それでも尚。

　冬華は咄とつ嗟さに聞かずにはいられなかった。

　自分の体を庇かばうようにして立っていたのは――十年もの間、彼女がずっと焦がれてきた一人の少年の姿であった。

　その少年――。

　皐羽空太の手には見覚えのない刀が握にぎられていた。




「さぁな。正直に言って自分でもよく理由は分からないよ。……けど、強いて理由を挙げるなら……お前のことを守れるようになれる男になりたいって、これまでずっと想ってきたからじゃないか？」




「…………」

　空太自身、自ら置かれた状況に対する戸と惑まどいはあった。

　ただ一つだけ分かることがあるとするのならば――。

　フェリシアの言葉を受けて朦もう朧ろうとしていた意識が突如として燃えるように覚醒を起こし――大切な人のことを守り抜ぬくことができる強い男になりたい――。

　そう切に願ったとき空太の右手には、一本の刀が握られていたのだった。

　磨みがき上げた鏡のように銀色に輝かがやくその刀身は、見る者を否が応でも惹ひき付ける異質な存在感を放っており、ある種の神こう々ごうしさすら感じられた。

　何な故ぜだろう。

　空太にとって初めて握ることになるその刀は、けれども、まるで何十年も振り続けた愛刀であるかのように空太の手によく馴染んだ。

　そのとき空太の脳裏を過ったのはいつの日か師し匠しようが口にした言葉であった。

　神聖剣アークブレイド。

　最強の剣士に与あたえられる最高の刀のことを彼の師匠はそう呼んでいた。
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（……親おや父じ。俺おれはついに見つけられたのかもしれない。長年探し求めていた相棒ってやつを……）

　空太は未だ自分が最強の剣士になったとは思わない。

　けれども、空太はこれを神聖剣と呼ぶことに決めた。

　言うなればそれは空太にとって願掛けのようなものである。

　いつか必ず最強の剣士となって大切な人を守り抜くだけの力を手に入れてみせるという――意思表示の表れであった。




「ふん！　偶ぐう然ぜん、わたしの魔術を防いだからって調子に乗らないでよね！　お兄さんもこの子たちの養分にしてあげるわ！」




　少女がそう叫ぶと空太を目掛けて《植物型》の禍鬼たちが一斉に襲い掛かる。

　刹那、空太の危機に呼応するかのようにして神聖剣から膨大な熱量が発し始める。

（これが神聖剣の能力なのか……!?）

　神聖剣の刀身はあたかも炎領域の最強の騎士――フェリシア・フォン・フランベルクのそれを彷ほう彿ふつとさせるかのような美しい紅ぐ蓮れんの炎に包まれていた。




（見える。何処を斬れば良いのか分かる……!!）




　皐羽流剣技・漆の太刀――《死道の軌線》。

　空太が得意とする終新・二の太刀《破鬼の皇剣》は元はと言えばこの技術を応用して開発されたものである。

　漆の太刀――《死道の軌線》は周囲の氣の流れを読むことで相手の体の何処に刀を斬り付ければ最大のダメージを与えることが出来るか？

　その剣筋を使い手のみが認にん識しき可能な光線によって捉えることを可能とする剣技である。

　故ゆえに『対象の弱点を見切る』という意味で皐羽流剣技は対生物、対魔ま術じゆつを問わない。

（そこだっ！）

　死道の軌線によって禍鬼たちの弱点箇か所しよを見切った空太は紅蓮の炎に包まれた神聖剣によって《植物型》の禍鬼たちの群れを次々に焼き払って行く。




「ぎいいいいいああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　炎の魔剱により弱点箇所を斬り付けられた植物型の禍鬼は、耳障りな断末魔の叫びを上げながらも瞬またたく間にその体を炎上させていく。

　禍鬼の群れを打ち破った空太はついに――イリアの下に肉薄する。

「なっ。どうして此処まで辿り着け――」

　イリアの表情は恐怖の色に染まっていた。

　何故ならば――彼女にとってこの状況は何もかもが計算外のことであったからだ。

　自分はつい先刻、目の前の少年の刀も心も折ったはず。

　それなのに一体何故？

　どうして空太が気力を取り戻しているのか、イリアにとって理解不能であった。

　と、イリアにとって更さらに驚おどろくべきことが起きた。

　何を思ったのか目の前の男はそのまま自分のことを――素通りしたのであった。

「……はい？」

　少なくとも周囲の人間たちの眼にはそのように映った。

　現にイリアの機体――《闇焔》には空太の攻こう撃げきを受けた形跡は見当たらなかった。

「……きゃははは！　お兄さんの怒ど涛とうの快進撃もこれで終わりよ！」

　自らの敗北を予想した少女は、思いがけない幸運を拾ったものだと思い哄こう笑しようする。

「何にせよこんな至近距きよ離りから攻撃を外しているようじゃ……お兄さんの集中力も此こ処こまでってことじゃないかし……カハッ!?」

　言葉を上う手まく紡ぐことができない。

　少女が自らの口元から吐血していることに気付くまでにはそれから暫しばらく時間を有した。




「皐羽流剣技・玖の太刀――《絶刀一閃》」




　空太が手にした大太刀を鞘さやの中に納めた次の瞬間。

　一筋の斬閃がイリアの体を斜めに走る。

　直後。

　少女の断末魔が鳴り響いた。

　玖の太刀――《絶刀一閃》。

　それは相手に『斬られた』という事実すら悟ることを許さない神速の剣撃。

　この剣技を肉眼で捉えることが可能なのは同じ《絶刀一閃》の使い手のみのため、第三者の視線にはただ『物体が斬られた』という結果のみが残ったように映る。

　光の速度にも等しき超スピードで繰り出されるこの剣技は、そのあまりに鮮やかな切り口から攻撃を放ったタイミングとダメージを受ける瞬間に激しい乖かい離りを引き起こす。

　空太の攻撃を受けても尚、少女が暫く喋り続けられていたのはこのような理由から由来するものである。

　空太の放った一撃はイリアの機体に対して強制解除を引き起こす。




「……ウグッ。ウグッ。許さない。許さない許さない！」




　空太の放った一撃は神機が誇る魔力障壁すら貫かん通つうして少女の体に深いダメージを与えるほどのものであった。

　空太の一撃により内臓の一部を痛めた少女は、口から大量の血を吐はき流しながらも目の前の男に向かって憎悪の言葉を投げかける。

「……覚えていてよね。お兄さん。この借りはいつか……いつか必ず……」

　金髪の少女はそう捨て台詞ぜりふを吐くと自ら手にした《転移属性》の魔道具を用いてその姿を消していく。

　空太の魔ま力りよくが底をついたのも同じタイミングであった。
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　対空状態で神機を強制解除された空太の体はゆっくりと地面に向かって落ちていく。

　そして、次の瞬間。

　空太の体は優しい体温によって包みこまれる。




「……どうして」




　それから暫くして。

　空太は自分の体が冬華によって抱きかかえられていることを知った。

「どうして今頃になって私のことを助けたのよ!?　私は貴方あなたに対して散々酷ひどいこと言ったはずなのに……どうして貴方は昔からそうやって無茶ばかりするの!?　私はもう……貴方のことなんて忘れたかったのに……」

　冬華は力強く空太の体を抱きしめながらも自らの想いを吐と露ろし続ける。

「私……本当は嬉うれしかったんだ。空太が剣術を始めているって聞いたとき。もしかしたら七年前の事件から私のことを気にかけてずっと努力してくれているんじゃないかって気がして嬉しかったの。けれど、おかしいよね。それでも私は貴方のことが許せなくて……貴方に対して沢たく山さん酷いことを言った……」

　ポツリ、と。

　空太の体に冬華が流した涙なみだが染み渡る。

　得てして人の愛憎とは表裏一体のものである。

　――相手に対する愛情が強ければ強いほど何かをきっかけにしてその想いは憎悪という形に反転しかねない危険性を秘めているものなのである。

　空太のことが好きなのに――憎い。

　冬華は七年もの間、そんな矛む盾じゆんした感情を抱き続けていた。

　けれども、この日。

　身を挺ていして自分のことを庇ってくれた空太の姿を目の当たりにして冬華の中の矛盾は消えていた。

　今はただ目の前の少年に対する愛いとしさだけが冬華の感情を満たしていた。

　それから。

　冬華は地面に降りるまでの間、ひたすらに泣き続けた。

　涙はやがて……彼女が長い年月をかけて作り上げてきた冷徹な仮面をも洗い流してしまったのだろう。

（ああ。懐かしいな）

　そこにいたのは間ま違ちがいなく七年前に空太が知っていた頃の冬華であった。

　だから空太は薄れていく意識の中、そんな彼女を前にして一言だけ言ってやる。




「久しぶり。冬華」




　たぶんこの瞬間。

　空太は本当の意味で幼おさな馴な染じみとの七年振ぶりの再会を果たせたのだと思った。




「……久しぶり。ソラくん」




　空太の意識が続いたのはここまでだった。

　体内の魔力を使い果たした空太の意識は、幼馴染の温かい抱擁の中で闇に落ちる。

　こうして突如としてオクタヴィアで起きた一連の事件は、その幕を下ろすのであった。







エピローグ　八人目の七星騎士







「……以上が先日オクタヴィアに起きたユベル襲しゆう撃げき事件に関する報告書と映像データの全てになります。学園長は今回の件に関してどのような考えをお持ちになっているのでしょうか？」

「…………」

　それから数日後。

　演武学園の施し設せつの中でも最もセキュリティレベルが高いとされている《第一職務室》と呼ばれる施設の中で会話をしているのは事実上、天空都市オクタヴィアにおいて一位と二位の権力を握っている女性たちであった。

　一人は若くして演武学園の学年主任――沖おき浦うら静しず流る。

　もう一人は、天空都市オクタヴィアの設立者であり学園長としての肩かた書がきを持つ篠しの崎ざき由ゆ良らであった。

　空装騎士を志す者の中で彼女の名を知らない者はいないだろう。

　魔術省から《不老のクローズド魔女・ウイツチ》の異名を授さずかっている彼女は今年で三十八歳になるレッキとした中年女性なのだが、その外見は通り名に違たがわず十代前半の少女と何ら変わらない瑞みず々みずしさを保っている。

　今でこそ一線を退いてはいるものの――。

　五年前に《七星騎士》が誕生してキセキの一年を経るまで、彼女はたった一人で七つの魔術領域ドメイン全ての最高適正値を保有していた規格外の存在であり、他を寄せ付けない圧あつ倒とう的てきな実力を以もつて世界最強の騎士の座を恣ほしいままにしていた。

「色々と興味深い話が多いわね。フェリシアちゃんや冬ふゆ華かちゃんたち……七星騎士の活かつ躍やくがなければ今いま頃ごろどうなっていたことやら。まずは静流ちゃん。わたしとしては今回の事件に対する貴方の意見が聞きたいわ」

　由良は今回の事件に関する資料を作成した静流に対してそう命じる。

「……はい。これはかねて噂うわさがあったことでしたが、今回の件によりその因果関係を確定的なものとすることが出来たのではないかと思います。ユベルは禍か鬼きの出現条件について魔術省よりも遥はるかに多い知識を持ち合わせている。そして彼らがその気になれば禍鬼をある程度自由にコントロール下に置くことが出来るのだと……この映像がそれを証明しています」

「ふーん。それで？　わたしとしてはそんな誰が見ても分かることよりも彼の能力ちからについての見解を聞きたかったのだけれど」

「……申し訳ありません。皐さつき羽ばの能力に関しては目下調査中の次第でございます。折れた刀を新しいものに作り直す……我々の知る限りでそんなことが出来るとするのならば《転移領域》に属する魔術くらいのものでしょう。

　けれども、それにしても不可解な点は幾いくつかあります。

　皐羽が手にしていた魔道具レガリアはたしかに神機アーテイフアクトを顕けん現げん化かするために《転移領域》の魔術基盤コア・メソツドが内蔵されていましたが、あくまでこの魔術基盤は神機の顕現化のために使用するものであり、それ以外の用途で魔術を構築することが出来ない仕様となっています。

　故に彼がどうやって刀の構築に成功したのか……その真相は未いまだに解明出来ずにいます」

「…………」

「そして不可解な点と言えばもう一つあります。それは皐羽の刀から捻出された膨大な量の熱エネルギーです。これほどの威い力りよくの魔術を扱おうとするのならば当然、炎ほのお領域の魔術に対する高い《適正値》が必須となるでしょう。

　皐羽本人は自身に対する評価として『魔術に関する才能は全くない』と言っておりましたが、これは我々にとっては嬉しい誤算になったかもしれません。将来的に彼には剣術以外の武器として炎領域の魔術の鍛たん錬れんに励はげんで貰もらうべきだと考えています」




「……ふふ。あはは」




　そこまで静流の話を聞いたところで由良は何を思ったのか突如として盛大に笑い始めた。

「……申し訳ありません。私は何かおかしなことを言ったのでしょうか？」

「いいえ。静流ちゃんの言っていることは至極まっとうな意見だと思うわ。現にわたしもこの資料を見るまでは静流ちゃんと同じようなことを考えていたしね」

　そう前置きした上で由良は静流に対して一枚の紙切れを手渡した。

　その紙には空そら太たが演武学園の入学時に行った各魔術領域に関する適正検査の結果が記されているものであった。

「……!?」

　学園長から直々に資料を受け取った静流は最初何かの見み間ま違ちがいかと思った。

　何故ならば――。

　空太の各領域における魔術の《適正値》は、七領域全ての項こう目もくにおいて《測定可能圏外》という出で鱈たら目めなものであったからである。

　そもそもにして測定可能圏外という結果を見るのも静流としては初めての経験であった。

　魔術の才能が極きよく端たんに乏とぼしい人間の中に極ごく々ごく稀に測定可能圏外という結果が出る者がいるという話は聞いたことがあったが、七領域全てが測定可能圏外の人間は前ぜん代だい未み聞もんであった。

「……これを見れば分かったでしょう。そもそも《転移領域》の魔術にしても《炎領域》の魔術にしても彼がまともに扱あつかえることは考えられないのよ」

「……学園長。しかし、皐羽は現に折れた刀を復元し炎を纏わせるというこの世の理ことわりに反する事象である――《魔術》を構築しています。

　それならば何故、七領域全ての適正値が《測定可能圏外》である彼が魔術を構築することが出来たのでしょうか？」

「……そうね。たしかに現在確かく認にんされている七種類の魔術領域では彼が行ったような芸当は不可能だわ。けれども、一つだけあるじゃない。一部の魔術研究家たちからその存在を示唆されていながらも未だにその原理を解明できていない八番目の魔術領域が……」

「……!?」

　由良からの指し摘てきを受けた静流はすぐさまその心当たりに辿たどりつく。




「幻の八番目の魔術領域《万色領域》……ですか……」




「ピンポンピンポン！　大正解～♪」

　八番目の魔術領域――万色領域。

　長きに渡り魔術省の内部ではその話題に触れることは禁忌とされている風潮があった。

　何故ならば――。

　彼らにとってそこには魔術省という組織が設立されて以来の最大の汚点とも呼べる過去があったからである。

　今や世界を代表する魔術先進国の一つである日本は、他国に先駆けて莫ばく大だいな資産を投じて万色領域の魔術基盤の開発に乗り出した経歴があったのだ。

　けれども、十年に渡る開発期間とそれに付随する莫大な税金を投じたにも拘かかわらず結果として万色領域の魔術基盤は完成に至る所か、その理論に関するヒントの一つすら掴つかめなかったのである。

「いえ、しかし！　たしかに状じよう況きように応じて全ての魔術領域に変化することが可能と言われている万色領域の魔術基盤を皐羽が所持していたとしたのならば、今回の出来事にもある程度の説明がつけられます！

　けれども、やはり学園長の仰おつしやる言葉には無理があります！

　魔術省が長年に渡り開発を進めてきたもののその謎を解明できなかった《万色領域》の魔術基盤をどうして皐羽が所持することが出来るというのでしょうか」

「ふふ。たしかに万色領域の魔術基盤は一個人の手で開発できるような代しろ物ものではないわ。けれども、もし仮にそれが彼の体内に自然に出来上がっていたとしたら？」

「…………!?」

　由良の仮説を耳にした静流は一瞬、背筋が凍こおるような悍おぞましい感覚を覚えた。




　――人間は魔術基盤がなくては魔術を構築することが出来ない。




　それは過去七十年に渡る魔術史において常識とされてきたことである。

　けれども。

　歴史を遡れば魔術基盤が開発される以前よりこの世の理に反する不思議な力を持った人間たちはたしかに存在していた。

　たとえばそれは、一度戦場に出れば一人で千人もの兵士を薙なぎ払うことが出来たとされる歴戦の英雄であったり――たとえばそれは、未来の情報を百発百中で言い当てることの出来る占い師であったり――。

　歴史の節目には必ずと言って良いほど人知を超えた『何か』を所持した人間が存在していた痕跡があったのだ。

「……別に驚くほどのことではないわ。わたしとしてはむしろ今までそういう人間が発見されなかったことの方が異常だったと思っている。

　全国各地に魔術基盤と似たような働きをするパワースポットっていう場所があるのは静流ちゃんも知っているでしょう。つまり簡単に言えば彼はその人間バージョンという捉え方をすれば良いのではないかしら」

　魔術基盤を製造するために欠かせないものは大きく分けてしまえば二つしか存在しない。

　それは何かを成し遂げようとする《目的》とそれを達成するための《最適な論理過程》である。

「彼の過去については静流ちゃんもある程度は調べているのでしょう？

　今回の件については『強くなる』ことに対して執しゆう着ちやくする彼の想いとその目的を達成するために行った過酷な修しゆ行ぎようが彼の体内にある《魔力回路》に対して異常進化を働きかけた結果と考えるのが妥だ当とうでしょう。

　異常進化を遂げた《魔力回路》が魔術基盤と同様の役割を果たすことは人類が初めて《禍鬼》の体を解剖した時から分かっていたことなのよ」

「…………」

（まったくもって……どうかしている）

　静流としては学園長の言葉に一定の理解を示しつつもそんなことを思わざるを得なかった。

　静流が高めに見積もったはずの期待に対し次々と遥か斜め上に突き抜けるような結果を残し続ける空太もそうだが、今まさに世界の常識がひっくり返りかねないこの状況を楽しんでいるとしか思えない彼女も彼女である。

「……さてと。この件に関して上の人間にどう報告するかは静流ちゃん。貴方に任せるわ。前代未聞の八番目の魔術基盤を体内に宿した人間の発見……もしわたしの仮説が正しければ今回の件で八人目の七星騎き士しが誕生！　なんて事態になりかねないかもしれないわ。ふふふ。楽しみね」

「……学園長。流石さすがにこれ以上のお戯れはよして下さい。私としてはユベルに《専用機》を奪うばわれた失態を含めてこの件を上の人間にどう報告したものかと思うと頭が痛いですよ」

「あら。わたしは至極本気で言っているのよ。考えてみれば不思議な巡り合わせよね。同時代に七星騎き士しという各魔術領域における最強の少女が出現したことといい、八番目の魔術基盤を体内に宿した少年が現れたことといい……わたしにはこの縁えんが偶然のものとは思えない。何か……人並み外れた運命めいたものを感じるわ」

「…………」

　そう言って再びモニターに目を移す由良はここで更にもう一つの仮説を立てていた。

（空太くんの手にした剣けんから発せられる炎の性質は……炎領域最強の七星騎士であるフェリシアちゃんのそれと酷こく似じしているわ。もし仮に彼かれの能力が何かのきっかけを通じて他の七星騎士からその能力ちからを得るものだとしたら……この不思議な巡り合わせは偶然ではなく必然の結果と呼べるようになる）

　尤もつともこの仮説は現時点では根こん拠きよの弱い戯言でしかない。

　けれども。

　かつて世界最強の騎士としてこの世に名を馳せた由良の勘かんは、彼女に確信めいた想いを抱かせていた。




（空太くん。もしかすると貴方は……七人の姫ひめ騎士の上に立つ王たる者の運命を背負ってこの世に生を受けたのではないのかしら？）




　いずれにせよ彼の能力についてはもう少し詳細に調べてみる必要があるだろう。

　まるで誰もが見聞きしたことのない新たなる神話の幕開けを前にしているかのような――そんな、常じよう軌きを逸いつした事態を前にした由良は自らの内より滲にじみ出る笑えみを零さずにはいられなかった。

「……鉄てつ心しん。貴方の子供たちは本当にわたしの好こう奇き心しんを満たして止まないわ」

　由良は自身の幼馴染であるその男について想いを馳せながら、誰に向けるでもなく呟つぶやくのであった。




×　×　×




　一方その頃。

　先の戦いによって極限まで魔力と体力を使い果たした空太はその代償か熱を出して病院で寝込んでいる最中であった。

「……空太。起きたのね」

　空太が起きるなり彼の視界に入ったのは幼馴染である冬華の姿であった。

「あれ……俺は眠っていたのか。あの戦いの後は……？　結局ユベルの連中はどうなったんだ？」

「残念ながら取り逃がしてしまったわ。未だに彼らの尻尾しつぽは掴めずじまいよ」

「……そうか」

　声のトーンを落として返事をする空太であったが、そこには悲ひ愴そうな面おも持もちはなかった。

　今はただあれだけの大規模な戦せん闘とうがあったにも拘わらず、命があったことに対する喜びの方が強かったのである。

「けれども、これだけの事件にも拘わらず奇跡的に一般客の中で死傷者が出ずに済んだのは空太……間違いなく貴方が七年掛かけて培つちかってきた《剣術》の賜たま物ものね」

「……え？」

　突とつ如じよとして冬華が放った思いがけない発言に空太の顔はきょとんとしたものになる。

「ごめんなさい。今更私がこんなことを言うのは虫が良すぎる話よね。けれども、だからこそこの場を借りて謝りたいと思っていたの。空太。貴方の剣術によって私は命を救われたわ。貴方の七年間の努力は決して無む駄だなものなんかじゃなかった。それなのに私ったら……本当に最低なことを言ってしまった……」

　そう言って話を続けようとする冬華の瞳には一ひと雫しずくの涙が流れ出ようとしていた。

「冬華。頭を上げてくれよ。俺はお前のそんな顔が見たくて剣術に打ち込んでいたわけじゃないからさ」

「……そう。相変わらず優しいのね」

　冬華は服の袖そでで眼めを拭いながら言う。

「貴方のそういうところ……七年前から少しも変わっていない。私は空太のそういうところが大好きよ」

「なっ。突然何を言い出すんだよ!?」

　幼馴染からの突然の告白を前にして取り乱す空太。

　冬華はそんな空太の様子を目まの当たりにして「ふふ。冗じよう談だんよ」と意味深に笑い。

「ねえ。空太。ところで一つ頼まれごとを受けてはくれないかしら？」

　改まった口調でそう切り出す。

「ああ。俺に出来ることなら何でも言ってくれよ」

「空太さえよければなのだけれど……私専属の守護騎士ガーデイアンになってくれない？」

「…………はい？」

「先の事件の貴方の戦い振りを見て確信したわ。空太。貴方は他に類を見ない守護騎士としての素質を持っていると思うの。私の持っている世界最強の水領域の魔術と空太の持つ世界最強の剣術があればきっと無敗のユニットが誕生するはずだわ！」

「…………」

（気のせいかな。たしか最近似たような話を持ちかけられたような気がするぞ……）

　と、空太が一人首をかしげたそのときだった。




「ちょっと待ったぁぁぁあああ！」




　バタン！　と。

　突如として病室に響いたのは勢いよく扉とびらが開けられる音であった。

　中に入ってきたのは空太にとって見知った顔である。

　燃えるような紅髪の少女――フェリシアは病室に入ってくるなり冬華の方を指差し宣戦布告を行う。

「生あい憎にくですけど雪ゆき城しろさん！　この男に対して先に目を付けていたのは他ほかならぬアタシですから！　勝手に人の守護騎士に手を出さないで頂けますか？」

　フェリシアから非難の言葉を浴びせられる冬華であったが、普ふ段だんと変わらない冷静な面持ちを崩くずさずにいた。

「あら。順番なんて言い出したら十年も前から空太と知り合いだった私の方がずっと彼のパートナーとして相応ふさわしいと思いますけど？　空太だって昨日今日で知り合った人よりも昔からの付き合いがある私と一いつ緒しよに戦った方がチームワークの面で優位に立てると思わないかしら？」

「まぁ……たしかに。チームワークのことを考えれば冬華の言うことにも一理あるかもしれないけど……」

「ぐぬ。ぐぬぬぬぬ」

　あくまで幼馴染の意見を尊重しようとする空太の態度を目の当たりにしたフェリシアは涙目で訴える。

「バカ！　バカ空太！　どうしてその女の肩かたを持つのよ！　裏切り者！」

「……いや、裏切り者も何も俺と冬華が幼馴染なのは事実だし」

「お、幼馴染が何よ！　空太！　忘れたとは言わせないわよ！　貴方は既すでにアタシと毎晩同じ部屋で寝ねている仲じゃないのっ！」

「…………」

　このとき空太は気付いてしまった。

　フェリシアが放った発言を受けて冬華の双そう眸ぼうが北極のブリザードの如き氷点下の温度に下がっていたことを――。

「それにアタシはもう空太に二回もし、し、し、下着姿を見られているわけだし！　二人きりでデートだって行った仲なんだから！　男女の仲という方面で考えればアタシたちはそこにいる能面女より遥か高みに立っているはずだわっ！」

「……空太。今の話は本当なの？」

「まぁ……本当か嘘うそかの二択で答えるのなら本当ってことになるのかな」

「……へぇ。そうなんだぁ」

　冬華は素っ気なく返事をした後。

「…………ふんっ！」

　病室の壁かべに向けて力一いつ杯ぱいに拳こぶしをぶつける。

　次の瞬しゆん間かん、ドカンッ！　と。

　何かが爆発したような音が響いたかと思うと病院の壁はひび割れてポッカリと大きな穴が出来ていた。

「「…………」」

　あまりに唐とう突とつな出来事に対して空太＆フェリシアは血の気が引いてしまったかのように沈ちん黙もくしてしまう。
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　冬華との付き合いが長い空太は知っていた。

　普段は大人しい冬華が突然物に向かって当たり始めることは、彼女の怒いかりのボルテージが上限値に達していることを知らせるサインであることを――。




「お二人とも勝手な真ま似ねは困ります！　お兄さまの独占権を主張したいのであればまずは未来の婚約者たる妹の私に相談して頂かないと！」




　と、フェリシアと冬華の間に板挟みにされて空太が困惑していたそのときであった。

　皐羽流剣術《絶配》を極きわめた愛あい海りが文字通り何ど処こからともなく――誰だれに気付かれることもなく空太たちの前に現れる。

「なっ。愛海。お前は一体何処から湧わいて出た!?」

「ちょっとお兄さま！　流石の愛海も今の発言は聞き捨てなりませんよ！　お兄さまにとって愛海は害虫か何かですか!?」

「もしかして本当に愛海ちゃん……なの？　驚いたわ。七年前とはまるで別人みたい……」

「愛海的にはその台詞を冬華さんだけには言われたくなかったですよ!?」

「え？　この子が空太の妹さんなの？　というかさりげなくスルーされているけど未来の婚約者ってどういうことなのよ空太！」

「…………」

　ただでさえ炎と水という相反する属性が反発し合っているこの状況は空太にとって相当な心労を伴うものであると言うのに――。

　その上、妹という名の暗黒物質ダークマターが投下された現状は、『混沌』という二文字でしか表現できないものがあった。

「あ、大変よ!?　空太が病室の窓から逃げ出したわ！　というかここは五階なのに!?」

「……空太。十分な説明責任を果たすまで……私は貴方を逃がさない……」

「うふふ。お兄さまったら照れてしまって……可か愛わいいです」

　けれども、このとき空太は知らなかった。

　同刻。

　空太の能力ちからに関する噂を耳にした新たなる七星騎士たちが、水面下で動き出していたことを――。

　この程度の修羅場などは後に空太が経験することになるものと比べれば生なま温ぬるい。

　空太を襲う女難の日々はまだまだ序奏に過ぎないのであった。







あとがき







　柑橘ゆすらです。

　新作を出せました。タイトルはソード＆ウィザーズ。

　剣と魔法とメカが入り乱れる学園バトルものです！

　久しぶりの新刊ということもあり、作者の気合いも入りまくっています。




　イラストを務めて下さるのは、『百花繚乱』『七つの大罪』などの数々の人気作を手掛けたＮＩΘさんです。

　新刊の情報が公開されてからというもの、知り合いの作家からは『なんでテメェなんかに！』『うらやま死刑！』などというコメントを頂いています。

　変な喩えになりますが、クラスのアイドルであるヒロインの心を偶然射止めてしまった、ラノベ主人公の気分を味わいました。

　ＮＩΘさんのイラストは、この作品の大きな目玉の１つです。




　担当編集は前作、『魔王なオレと不死姫の指輪』、『俺と彼女のラブコメが全力で黒歴史』と同じＨさんです。

　メカに対して一家言あるＨさんには、数々の貴重なアドバイスを頂いています。




　以上の３人と、多くの方々のお力添えによりソード＆ウィザーズを世に送り出すことができました！

　２巻以降もソード＆ウィザーズの世界を広げて行く予定です。

　読者の方々と一緒に作品を楽しむことができれば、作者としてこんなに幸せなことはありません。




　それでは。

　次巻で再び皆様とお会いできることを願いつつ――。




柑橘ゆすら
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